















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　深き迷宮の地下二階、樹木の壁に囲まれた広間に、階かい層そう守しゆ護ご者しや『暴ぼう食しよくの赤[image: ]豚グラツトン』の咆ほう吼こうが響き渡る。

「「「ブオォォォ───ッ！」」」

「うひょーっ、マジで進化したよっ！」

　三つ首になった赤[image: ]豚を見上げて、クラン『蒐しゆう集しゆう会かい』の六階級冒険者であり、魔物博士としても名高い男魔剣士・ウィーゼルは、頰ほおを紅こう潮ちようさせて興奮の雄お叫たけびを上げた。

「瀕ひん死しの重傷を負わせたら逃走し、壁を食べて魔力を回復して進化する。姫様から聞いたとおりね」

　魔石の魔女と呼ばれている女魔術師・アイビスも、興味深そうに赤[image: ]豚を見つめる。

「でも、守護者は魔石を落とさないのよね」

「魔導具もない、残念」

　大柄な男戦士・ライノは肩を落とすが、すぐに笑みを浮かべた。

「でも、メダル増える。嬉うれしい」

「暗あん黒こく騎き士し君にメダルを見せて貰もらったけど、絵柄が三つ首に変わってなかったのは残念だよね」

　恐るべき守護者を前にして、呑のん気きにお喋しやべりを楽しむ蒐集会の三人。

　それに怒ったわけでもないのだろうが、赤[image: ]豚が咆吼を上げて突進してきた。

「「「ブオォォォ───ッ！」」」

「うひゃー、壮そう観かんだねえ」

　迫せまる巨大な三つ首を、正面からマジマジと観察する男魔剣士の横で、女魔術師が素早く呪じゆ文もんを唱となえる。

「石よ、戒いましめの鎖くさりとなり自由を奪うばえ、『石鎖の拘束ストーン・バインド』」

　女魔術師の杖つえから霊気の光が放たれると、大地から無数の太い鎖が飛び出してきて、赤[image: ]豚の巨体を縛しばり上あげた。

「「「ヴヒィッ！」」」

「やはり、全ての魔術を反射できるわけではないのね」

　突進の勢いで余よ計けいに鎖が体に食い込み、悲鳴を上げてもがく赤[image: ]豚を見ながら、女魔術師は満足そうに頷うなずく。

　帝国の第七皇女でありながら冒険者となったエルフの少女・ルーファから、守護者が進化したという新情報を与えられて、知識欲が爆発した男魔剣士の一存で、こうして赤[image: ]豚の観察に来たのである。

『火炎の壁フアイア・ウオール』を食べて吐き返してきたという件も聞かされており、その対策も当然考えてあった。

「ねぇねぇ、『火炎球フアイア・ボール』を食べさせてもいいかな？」

「あとでね」

　早くも実験を始めようとする男魔剣士を、女魔術師が呆あきれ顔がおで宥なだめるなか、男戦士が分厚い両手剣を赤[image: ]豚の後ろ足に叩たたき込こむ。

「ふん！　ふん！」

「「「ヴヒィィィ───ッ！」」」

　耳をつんざく悲鳴も気にせず、男戦士は赤[image: ]豚の四し肢しを全て斬きり落おとす。

「これで安心──おっと、息を吐いて動くとも言ってたっけ」

「あら、そうだったわね」

　男魔剣士の指摘を受けて、女魔術師はもう一度『石鎖の拘束』を唱えて、赤[image: ]豚の三つある大口を縛り上げた。

「「「ヴフッ！」」」

「フフ～ン♪　まずは全身のスケッチといこうか」

　男魔剣士は背負い袋の中からスケッチブックと木もく炭たんを取り出すと、恐ろしい速度で赤[image: ]豚を描えがいていく。

「シンプルな通常形態もいいけれど、アンバランスな三つ首もいいね。さて、お次は中身といこうか」

　全身のスケッチを終えると、今度は赤[image: ]豚の巨体に飛び乗って、剣を刺さして首の肉をえぐり取った。

「「「ヴフゥゥゥ───ッ！」」」

「なるほど、地獄の番犬ケルベロスと同様に、頸けい椎ついと繋つながる胸きよう椎ついが三みつつ叉また状じように分かれているのか！」

　縛り上げられた口の隙すき間まから悲鳴を上げる赤[image: ]豚を、男魔剣士は丁てい寧ねいに解かい剖ぼうしながら、またスケッチブックに木炭を走らせる。

「いやー、魔物ってつくづく不思議だよね。魔力の結晶にすぎず、普通の動物とは明らかに異ことなるのに、まるでかつては実在したかのように、生物的な構造を残しているなんて！」

「ウィーゼル、お楽しみのところ悪いけど、あんまり張はり切きると豚ぶたちゃんが死んじゃうわよ」

「おっと、いけない、いけない」

　女魔術師の注意を受けて、男魔剣士は解剖を中断して赤[image: ]豚の背中から飛び降りた。

「どれくらいの傷で死ぬのかも重要な情報だけれど、どんな魔法を食べて吐き返せるのかも、しっかりと調べておかないとね」

　それが後続の冒険者達を助ける事になるから、というのは建たて前まえでしかない。

　彼はただ魔物という未知の存在が大好きで、心の底から愛しているから、その全てを知しり尽つくしたいだけなのだ。

「さあ、丸裸の君を見せておくれ」

「「「ヴフゥゥゥ───ッ！」」」

　満面の笑みで迫る男魔剣士の姿に、恐怖を知らないはずの赤[image: ]豚が、まるで怯おびえたように悲鳴を上げる。

　そんな蒐集会による守護者の解体ショーを、少し離れた所から見守っている一団があった。

「……イカレてやがる」

　青い顔で呟つぶやく彼らは、六人組の二階級冒険者であった。

　蒐集会が赤[image: ]豚に挑いどむところに偶ぐう然ぜん鉢はち合あわせたので、攻略の参考にもなるし、憧あこがれの六階級冒険者がどれほど強いのかこの目で確かめたくて、観戦しようと思っただけなのだが──

「魔物に同情する日がくるなんて思わなかった」

　抵抗できないように拘束されたうえで四肢を切断され、死なない程度に解剖され、口の中に無理やり攻撃魔術を突つっ込こまれるという、凄せい惨さんな拷ごう問もんにしか見えない光景。

　仮にも何ヶ月と戦い抜いてきた冒険者達でなければ、堪こらえきれず嘔おう吐としていただろう。

「それにしても、守護者が戦闘中に進化したって話は本当だったのか」

　色々と噂うわさの絶たえない第七皇女のパーティーがもたらした情報は、まだ二日と経たっていないのに冒険者の間で知れ渡っていた。

　蒐集会がこうして実証した事で、確実な情報としてさらに広まり、大きな波は紋もんを呼ぶだろう。

　実際、彼らの心は激しくかき乱されていた。

「俺達、あれに勝てるのか？」

「…………」

　リーダーの力ない問いに、他の五人は答えられずに黙だまり込こむ。

　その趣味と言動に問題はあるが、蒐集会の三人は六階級冒険者であり、その実力は神しん速そくのチドリなどと比べても劣おとらない。

　だからつい誤解してしまいそうだが、赤[image: ]豚は本来恐るべき階層守護者であり、二階級の彼らでは全滅の危険性が高い強敵なのだ。

　それが三つ首に進化して、魔法を食って吐き返すようになってしまった。

「……挑むのはもう少し後にしよう」

　ここで諦あきらめると口にしなかっただけ、彼らはまだ冒険者の気き概がいを失っていない。

　それでも、足下から這はい寄よってくる、不安の影を振り払う事ができなかった。

「この迷宮は、これからどうなるんだ？」

　新種の魔物が現れて、階層守護者が強力な進化を遂とげるという、約千年の間に一度もなかった異常事態が起きたのだ。

　これから先、もっと恐ろしい事が起きないと、いったい誰だれが保証できるというのか。

　言い知れぬ不安に包まれて、口を閉ざす彼らの耳に、赤[image: ]豚の調査を終えた蒐集会の歓声が響いてくる。

「いやー、満足満足。それにしても、最近はマジで面おも白しろい事になってきたね！」

「新種の魔物が増えれば、それだけ目新しい魔石に出会えるし」

「魔導具も増える。嬉しい」

　大喜びで笑い合う六階級の三人に、二階級の六人は背を向けて歩き出す。

「行こう」

　彼らは不安を抱えながらも歩みを止めず、まだ暫しばらくは冒険者として活動を続けるだろう。

　だが、全員が揃そろって確信してしまった。

　──俺達は六階級冒険者にはなれない。

　異常事態を前にして怯えるのではなく、好奇心と欲望に目を輝かせるという、生物の本能に逆らった、ある意味で人間として壊れた者にしか、六階級という深みには到達できないと、心の底から理解してしまったのだ。

　そんな風に後こう輩はい冒険者達の心を折ったとも知らず、蒐集会の三人は赤[image: ]豚が落としたメダルを掲かかげて、仲良く笑い続けるのだった。
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　赤[image: ]豚グラツトンとエクレアさん達に襲おそわれて、さらに黒髪の女おんな侍ざむらい・チドリさんに決闘を申し込まれてと、忙せわしなかったあの日から、一日休みを挟はさんだ二日後。

　暗あん黒こく騎き士しアルバこと僕は二人の仲間と共に、深き迷宮の地下三階に下り立っていた。

「うわー」

　透すき通とおった群ぐん青じよう色いろが視界いっぱいに飛び込んできて、僕は思わず感動の声を上げてしまう。

　地下二階も森の中みたいで驚いたが、地下三階はそれ以上に幻想的な光景が広がっていた。

　地面は白い石いし畳だたみなのだが、壁と天てん井じようが淡あわく輝く水でできているのだ。いや、海底に透明なトンネルが通っている、と言った方が正しいだろうか。

　ともあれ、普通に暮らしていたら絶対に見られない絶景である。

「聞きしに勝る美しさですね」

「迷宮の中でなければ、弁当でも食べながら一日中眺ながめていたいのう」

　森林人エルフの魔術師・ルーファと、鉱山人ドワーフの重戦士・ガーネットも、暫しばし時を忘れて幻想的な光景に見入っていた。

　それにしても不思議な通路だ。僕は好奇心を刺激されて、つい青い壁に手を伸ばす。

　すると、黒い籠こ手てに覆おおわれた僕の指が、あっさりと壁の中にめり込んでしまった。

「うわっ!?」

　僕は慌あわてて指を引き抜く。ガラスみたいに透明な壁があるのかと思ったら違った。何か不思議な力で通路から水を弾はじいているのだろうか？

　今度は手首の辺りまで手を突っ込んでみると、籠手の隙すき間まから水が流れ込んできた。

　冷たい。ヒリヒリと痛む様子もないし、毒もない普通の水だろう。これなら中に入って泳げるかもしれない。

　そんな事を考えていると、ガーネット達に肩かたを摑つかまれて水壁から引ひき離はなされた。

「アルバよ、気持ちは分かるがあまり不用意に近づくでないぞ」

「入っても水圧で潰つぶれるような事はないそうですが、遺体を回収するのが困難だと聞きますので」

　それじゃあ、これ本当に入れるんだ。海に囲まれた妖精島で暮らしていたから、泳ぎには自信があるのだけれど、流石さすがにここへ飛び込むのは遠慮しておこう。

　爺じいちゃん──妖精王オベロンから貰もらったこの漆しつ黒こく鎧よろいは、今まであらゆる魔物の攻撃から僕を守ってくれたが、溺でき死しを防ぐような機能はないのだ。

（死か……）

　僕は鎧の中で軽く身み震ぶるいをする。深き迷宮に挑いどみ始はじめてから、既すでに二週間ほど経たっていたが、本気で死の気配を感じたのはこれが初めてかもしれない。

　二体の守護者は強敵だったとはいえ、まだ余よ裕ゆうがあった。チドリさんとの決闘では死ぬ可能性もあったが、あれは蘇そ生せいが約束されていた。

　だが、この広大な水の迷宮に引きずり込まれて溺おぼれ死じに、発見される事もなく遺体が腐れ落ちたら、消滅ロストという真の死を迎えてしまう。

（この恐怖に打ち勝ってこそ冒険者か）

　仮に全滅しても誰かが遺体を回収して蘇よみがえらせてくれると、心のどこかで甘い事を考えていた僕は、冒険者としてスタートラインにも立っていなかったのかもしれない。

　そう気づいて反省する僕の腰こしを、ガーネットが指で突つついてくる。

「考え込んでいるところ悪いが、何かあったら頼むぞ。ワシは泳げんからのう」

　あれっ、ドワーフって泳ぎが下手な種族だっけ？　そうか、鍛か冶じが得意だからカナヅチなのか！

「まぁ、ドワーフは筋肉質で重いから、種族単位で泳ぎに向いておらんが、あくまでワシ個人が苦手という話じゃ」

「帝都は近くに大きな川が流れているとはいえ、水すい練れんの習慣は薄いですしね」

　ガーネットが神しん妙みような顔で答え、ルーファが笑顔でフォローする。渾こん身しんのジョークをスルーされたのがちょっと悲しい。

　しかし、この様子だとルーファも水泳が得意ではなさそうだ。皇女様が川で泳がせて貰えるとは思えないし。

　つまり、溺れそうになっても助けられるのは僕だけか。より気を引ひき締しめないといけないな。

　そう考えながら通路の先へと進んでいくと、少し先の壁から水みず飛沫しぶきを上げて、複数の黒い影が飛び出してきた。

　人と同じように二本の足で立ち、二本の腕で三叉槍トライデントを構かまえている。

　だが、全身が青黒い鱗うろこで覆われて、背ビレや尾おビレが生はえており、ギョロリとした感情の窺うかがえない目でこちらを睨にらんでいる。

「半魚人サハギンじゃな」

　ガーネットの呟つぶやきに反応したのか、五体のサハギンが一いつ斉せいにこちらへ駆かけてくる。

　僕は即そく座ざに大剣を構えて、横よこ一いち文もん字じに薙なぎ払はらった。

　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・稲いな薙なぎ

　通路を埋うめ尽つくす黒い霊気の斬ざん撃げきは、そう簡単に避さけられるものではない。

　事実、中央にいた三体は胴体が真まっ二ぷたつになって、光の粒りゆう子しとなって消え去る。

　だが、通路の左右にいた二体は、水壁の中に飛び込んで霊気の刃やいばを避けてしまった。

「何っ!?」

　驚き固まる僕に向かって、二体のサハギンが左右の壁から飛び出して、三叉槍の鋭するどい切きっ先さきを突き出してくる。だが──

「ちぇい！」

「炎よ、放たれ、焼き尽くせ、『火炎球フアイア・ボール』」

　ガーネットのメイスによる一撃と、ルーファの生み出した火球が、二体のサハギンを吹き飛ばした。

「ありがとう」

　僕は助けて貰ったお礼を告つげながら、蹌よ踉ろめいたサハギン達に大剣を叩き込む。

　そうして、最後の二体も光の粒子となり、魔石だけを残して消え去った。

「まさか、アルバ様の技をあんな風に避けるだなんて」

「今までのようにはいかぬな」

「あぁ」

　顔を曇くもらせるルーファ達に、僕も同じ気持ちで頷うなずき返かえす。やはり地下三階ともなると一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ。

　僕達はサハギンが落とした魔石を回収すると、気を引き締め直して奥へと進んでいく。

（これは神経が削けずられるな）

　今までの階とは異ことなり、前方だけでなく左右まで警戒しなければならないため、自然と歩みが遅くなり、水に囲まれて涼しいはずなのに、額ひたいには大粒の汗が浮かんでしまう。

　水が透き通っているのも逆に質たちが悪い。遠くまで見えてしまうからこそ、水が揺ゆらめいただけでも魔物かと勘違いしてしまう。

　これならいっそ泥どろのように濁にごっていた方が、気にしなくていい分だけ楽だっただろう。

「二人とも大丈夫？」

　僕が心配して背後を窺うと、ルーファは頰ほおを緩ゆるめて笑顔を浮かべた。

「お気き遣づかいありがとうございます。でも、アルバ様が側そばにいてくださるから、怖い事など何もありませんわ」

　そんなに買い被られても困るというか、照れるというか……。

　動揺する僕を見て、ルーファは少し意地悪っぽく笑った。

「ふふっ、今のはポイント高かったですね」

「本当に計算なのか照れ隠しなのか知らんが、お主ぬしはいちいち一言多いのう」

　ガーネットが呆あきれた顔でルーファの頭にジャンピングチョップをかますのを見て、僕もつい吹き出してしまう。

「ところで、ちと考えたのじゃが、警戒する方向を役割分担せぬか？　具体的には先頭のアルバは前方を、中央のルーファが左右を、最後尾のワシが後方を警戒するのじゃ。皆揃そろって全方向に目を配くばるよりも、負担が減るし見落としも減るじゃろう」

「なるほど」

　ガーネットの提案に、僕は強く頷き返す。確かにその方が効率的だ。

「その発想を即座に出せないあたりが、私達の弱点なのでしょうね」

「アルバに頼って楽をしてきた弊へい害がいじゃな。冒険者としての経験が全く足たりぬ」

　ルーファとガーネットは揃って溜ため息いきを吐つきながらも、提案どおり左右と後方の警戒に専念したので、僕も任された前方に注意しながら、改めて先へと進んでいく。

　そうして、分かれ道が見えてきたところで、ガーネットが叫さけんだ。

「後ろから来るぞ！」

「あぁ！」

　急いで振り返り、隊列を組くみ替かえる僕らの前で、水壁の中から三体の魔物が飛び出してくる。

　ただ、それは先程の不気味なサハギンとは真逆の姿をしていた。

　黄こ金がね色いろに輝く長い髪、青く透き通った瞳ひとみ、高く整った鼻に赤い唇くちびると、揃って美しい女性の顔をしている。

　しかも、上半身には何も身に付けておらず、豊かな胸が露あらわになっていた。

　そこだけならば裸の美女にしか見えない。問題は下半身が二本の足ではなく、魚のような鱗と尾ビレでできていた事だ。

「お次は人魚マーメイドか……」

　ガーネットが複雑な表情で呟く。今までの魔物と違ってかなり人間に近い姿をしているので、戦うのに抵抗感があるのだろう。

　僕も同じ気持ちだ。丸腰の女性を襲うようで気が引けてしまう。

　あと、丸出しの胸が目に毒で困る。故こ郷きようの『至福の島イ・ラプセル』では、妖精達の半数が裸で暮らしていたので、見み慣なれているから取り乱すほどではないけれど。

　ルーファも同じように動揺していないかと、心配して背後を窺うと──

「魔物まで、私を馬鹿にするのですか？」

　怒りに目を血走らせながら、マーメイド達の豊満な胸を凝視していた。

　……うん、戦意が漲みなぎっているのは結構だけれど、何と励はげましたらいいのか言葉に困る。

「よさぬか。こういう時は下手に同情した方がより傷つけるのじゃ」

　ガーネットが僕の心を読んで忠告してくるが、その気遣いが逆にトドメとなってしまったらしい。

　ブチンッと何かが千ち切ぎれる音と共に、ルーファが杖を掲げて怒鳴った。

「炎よ、渦巻き、荒れ狂い、焼き千切れ、『火炎嵐フアイア・ストーム』ッ！」

　巨乳は焼却ですっ──という心の声が聞こえたのは、おそらく僕の気のせいだろう。

　杖の先から放たれた霊気が、通路を埋め尽くすほど巨大な炎の嵐と化し、マーメイド達に襲いかかる。

　しかし、敵はそれを予想していたようで、尾ビレで地面を蹴けると、驚くような素早さで水壁の中に戻り、炎の嵐をやり過すごした。

「ちっ！」

「本当に厄やつ介かいな場所じゃのう」

　ルーファが舌打ちし、ガーネットが悪あく態たいを吐つくなか、マーメイド達は再び通路に戻ってくる。

　そして、僕達が斬りかかるよりも早く、揃って喉のどを震わせた。

「「「ＲＡＡＡ───ッ！」」」

　大気を揺るがす超音波の三重奏が、僕達の鼓こ膜まくに突つき刺ささってくる。

「うぐっ……」

　漆黒鎧でも防げない攻撃を受けて、僕は激しい目め眩まいに襲われながらも、敵に向かって走り寄る。

　けれども、マーメイド達は近づいてくる僕を見て、再び水壁の中に逃げ込んでしまった。

　くっ、ならば！

　せせら笑うように泳ぐマーメイド達に向かって、僕は水壁に大剣を突き刺して霊気を放つ。

　黒陰流剣術・爆ばく針しん

　何十本という黒い霊気の針を、敵に向かって炸さく裂れつさせる。

　水の中は安全だと油断しきっていたのだろう。驚いて目を見開く二体のマーメイドが、穴だらけとなって消滅した。

　ただ、水の抵抗で速度が落ちてしまったせいか、一体にはギリギリで避けられてしまった。

　惜おしい……あっ、水中で倒してしまったら、魔石が回収できないじゃないかっ!?

　遅まきながら気がついて動揺する僕を余よ所そに、逃がしたマーメイドは水壁の中から出てきて、再び奇声を響かせた。

「ＨＡＡＡ───ッ！」

　人数が減ったせいなのか、先程とは違って目眩がするほど鼓膜は痛まない。いや、攻撃とは違う声なのか？

　思わず考え込む僕の後ろで、ルーファが素早く魔術を唱える。

「炎よ、立ち上り、行く手を阻はばめ、『火炎の壁フアイア・ウオール』」

　マーメイドを取り囲むように炎の壁がそびえ立つ。これならもう逃げられない。

「上出来じゃ！」

　ガーネットが即座に駆け寄って、退路を失ったマーメイドの頭にメイスを叩き込んだ。

　素早い上に賢くて厄介な相手だったが、華きや奢しやな見た目通り、サハギンと違って耐久力の方はなかったらしい。

　マーメイドの頭は一撃で砕くだかれ、光の粒子となって消滅した。穴だらけにした僕が言うのもなんだけど、やはりグロいというか罪悪感があるな。

　そう顔をしかめる僕とは裏腹に、ルーファは笑顔で額の汗を拭ぬぐった。

「ふぅ、悪は潰ついえましたね！」

　……まぁ、人間を襲う魔物は確かに悪なのだけれど、明らかに私し怨えんが混じっているのは指摘しないでおこう。

「そこまで激しく憎んでおると、逆に好きなのではという気がしてくるのう」

　ガーネットが小声でツッコみながら、足下の魔石を拾ひろい上あげる。

　あれだけ苦労したのに収穫が一個だけとは、踏んだり蹴ったり──

「──ッ!?」

　突如、背中に悪寒が走る。まだ敵がいるのかっ!?

　僕は慌てて前後左右を見回すが、どこにも魔物の影は見当たらない。

「どうしたのじゃ？」

　挙きよ動どう不ふ審しんな僕を見て、ガーネットが不思議そうに首を傾かしげる。

　そんな彼女の上に、大きな影が落ちた。

「逃げろ！」

　僕が叫んだのと同時に、真上から出現した巨大な顎あぎ門とが、ガーネットの小柄な体を呑のみ込こみ、床でバウンドするように水天井の中に消えていった。

「ガーネットッ!?」

「くっ！」

　ルーファの悲鳴を背に、僕は全力で地面を蹴って、水天井の中に飛び込む。

　途端、兜かぶとの隙間から水が流れ込んできて、呼吸が不可能になるが構っている暇ひまはない。

　幸い、ガーネットを呑み込んだ巨大な魔物はそのまま逃げたりせず、すぐ近くを悠ゆう々ゆうと泳いでいた。

　百足尺フイート（三十ｍ）を超こえる長大な体を持つ、蛇へびやウナギに似た怪物。

（大海蛇シーサーペントという奴だろうか）

　ともあれ、追ってきた僕に気がついて、シーサーペントは凄すごい速さでこちらに向かってきた。

　ありがたい、手間が省はぶける。

　僕は肺の中の空気を無駄にしないよう身動きせず、迫る巨大な顎門に身を任せた。

　ガーネットと比べて大きいからか、シーサーペントは僕を丸呑みにはせず、剣山のように鋭い牙で嚙かみ砕くだこうとしてくる。だが生あい憎にくと、その程度ではこの漆黒鎧を貫つらぬけない。

　僕は嚙まれたままシーサーペントの頭に大剣を突き刺し、霊気の針を撃ち出して粉ふん砕さいした。

　すると、巨大な海蛇の体は一瞬痙けい攣れんした後で光となって消滅し、呑み込まれていたガーネットの姿が水の中に現れた。

「ガーネット！」

　思わず叫んでしまった僕の口に、無味無臭の水が流れ込んでくる。

　海水ではなかったのか──って、そんな発見をしている場合ではない。

　ガーネットは意識があるようだが、混乱しているのか手足を振り回して暴れており、このままでは通路に戻れず溺れてしまう。というか、僕もそろそろ呼吸がヤバい。

　息苦しさが限界に達して、視界が暗く歪ゆがみながらも、何とかガーネットの元に泳ごうとした瞬間、急に肺の中が空気で満たされた。

「えっ!?」

　驚いて息を吐く僕の口に、また水が入ってくるのだが苦しくない。水中なのに何な故ぜか呼吸ができてしまっている。

　前に目を向ければ、ガーネットも呼吸ができるようになったらしく、暴れるのを止やめて困惑の表情を浮かべていた。

　これはいったい……あっ、ルーファかっ！

　気がついて下を見ると、通路に佇たたずむルーファが、こちらに向かって杖を掲げているのが見えた。

（『水中呼吸ウオーター・ブリージング』の魔術といったところか。とにかく助かった）

　僕はガーネットの元まで泳ぐと、彼女の体を抱きかかえて、あと運良く目の前に浮かんでいた、シーサーペントの魔石を摑んでから、浮力に逆らい下に向かって泳ぐ。

　そして、水天井を通って通路に出た瞬間、重力に引かれて地面に落下した。

　くっ、ちょっと足が痺しびれた。横の壁から戻ればよかったな。

　そんな事を考える僕の腕から、ガーネットが下り立って頭を下げてくる。

「すまぬ、世話をかけたのじゃ」

「まったくです。心臓が止まるかと思いましたよ」

　急いで駆け寄ってきたルーファが、ガーネットのずぶ濡ぬれになった頭を叩く。

　それから、水で冷たくなった親友の小さな体を抱きしめた。

「私のために死ぬのは構いませんが、消滅するのは許しませんからね」

「お主は鬼き畜ちくか」

　ガーネットは笑ってツッコみ返すが、その手は微かすかに震えていた。

　今までの冒険で初めて、蘇そ生せいできない真の死を迎えかねなかったのだ。恐怖に怯おびえるなという方が無理だろう。

　僕も慰なぐさめようとガーネットの頭に手を伸ばすが、素そっ気けなく振り払われてしまった。

「やめんか。それより、早くここを離れるのじゃ。マーメイドが呼んだ仲間があれ一体とは限らん」

　マーメイドが呼んだ？　あぁ、最後の一体が上げた叫びが、攻撃の時とは違うと思っていたけれど、あれは他の魔物を呼び寄せる『警報アラーム』みたいな効果があったのか。

「そうでしたね。マーメイドの特徴は魔物図鑑で知っていたはずなのに……」

　注意するのが遅れたと、ルーファは後悔して唇を嚙む。

　知識があっても即座に出てこなかったのは、体験と結び付いていなかったからだろう。警戒方向の分担といい、僕達はやはり経験が圧倒的に足りないのだ。
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　とはいえ、この痛い体験が忘れられない経験になったのだから、今日はそれで良しとしよう。

　僕はそんな思いを込めて、ルーファの肩を叩きながら問いかける。

「どうする？」

　前に進むか後ろに戻るか。それに彼女は迷わず答えた。

「引き返しましょう。立て続けに大きな魔術を使いすぎて、もう霊気が半分も残っていません」

「分かった」

　僕も反対せずに頷き返す。今までの階層と違って、この地下三階はルーファの魔術がないと色々と厳しい。

　彼女の余力が残っているうちに帰らないと、本当に全滅しかねない。

「じゃな、帰るとするか」

　ガーネットも賛成して、僕達は小走りで来た道を戻っていく。

　その途中で再びサハギンに遭遇しながらも、何とか撃退して地上に帰り着いたのだった。
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　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのルーファ達をアパートまで送ってから、僕は永遠の乙女亭に戻って少し休きゆう憩けいすると、木刀を持って八番地・迷宮入り口の隅すみに向かう。

　そこで暫く素す振ぶりをしていると、同じく木刀を握にぎったチドリさんがやってきた。

「では」

「あぁ」

　僕達は言葉少なに頷き合うと、暫くの間無心で剣を磨みがき合あった。

　それから、連れだって永遠の乙女亭に向かい、夕食を取りながら今日の出来事を話す。

「初日からシーサーペントに襲われるとは、誠まことに災難であったな」

「そうなのか？」

「守護者を除のぞけば地下三階で最強の魔物であり、多くの冒険者を消滅に追いやってきた強敵だからな。無事に生還できただけでも御おんの字じであろう」

「なるほど」

　チドリさんの説明を聞いて、僕は納得しながら少し安あん堵どする。

　シーサーペントは思い出してもゾッとする相手だが、あれ以上の強敵が徘はい徊かいしていないというのは朗ろう報ほうだ。

　まさか、最さい奥おうの部屋にいるはずの守護者が、抜け出して襲いかかってくる事もないだろうし……ないよね？

　不安を覚える僕を余所に、チドリさんは懐なつかしそうに苦笑する。

「しかし、地下三階か。あそこも厄介だったな。水生の魔物というよりも、あの水に囲まれた環境が一番の難敵であった」

　そうそう。攻撃しても水の中に逃げられるし、左右どころか上からも襲われるし、迷宮自体が一番の敵なのだ。

　魔術を使えば敵の逃げ道を封じたり、こちらが水に適応する事も可能だけれど、それだとルーファに掛かる負担が大きすぎる。

「何かないか？」

　円えん滑かつに探たん索さくを進めるためにも、上手い方法がないかと尋たずねると、チドリさんは少し考えてから告げた。

「魔術の使い手を増やすのが一番確実なのだが、アルバ殿どの達では難しいか」

　第七皇女のルーファといると、厄介事に巻き込まれると警戒してか、僕達のパーティーに加わってくれそうな人はいない。

　実際、皇帝一派が遣つかわしたエクレアさん達に、僕は二度も暗殺されかかったし、下手に巻き込むと迷惑をかけてしまうから、こちらから勧誘するのも憚はばかられる。

「白はく翼よく団だんが休みの日であれば、某それがしが手伝ってもいいのだが」

「それは駄目だ」

　チドリさんのありがたい申し出を、僕はキッパリと断る。

　休みの日まで僕達に付き合って、疲労を抱えたまま地下六階に潜もぐったりすれば、どんな事故が起きるか分からない。

　それと事が事だけに、終しゆう焉えんの魔神に関する話は、白翼団の仲間にも秘密にしておくようにと、ルーファから頼み込まれている。

　事情を知らない白翼団の人達から見れば、チドリさんが自分達を裏切ったように感じてしまうだろう。

　今こうして僕と一緒にご飯を食べているだけでも、周りの冒険者達があらぬ噂うわさを立てているようなのに、これ以上誤解を生むような真ま似ねはさせられない。

　そう思って、僕が手を摑んで止めると、チドリさんは頰を染めて照れ笑いを浮かべた。

「身を守る籠手が、今日ほど邪魔だと感じた事はないな」

「えっ？」

「いや、お気遣い感謝致いたす」

　戸と惑まどう僕に頭を下げてから、チドリさんは次の案を告げた。

「手を増やせぬとあれば、個々の力量を磨くしかなかろう。だがそもそも、アルバ殿ならば地下三階の魔物とて楽に倒せるのではないか？」

「いやいや」

　僕は全力で首を横に振る。水の中に逃げるし、危うく溺死しかけるし、地下三階の敵は本当に厄介なのだ。倒せない事はないけれど、とても楽な相手ではない。

　そう訴えると、チドリさんは驚いたような顔をしてから、悪戯いたずらっぽく笑った。

「某を負かすほどの剣豪だというのに、アルバ殿は時々妙に鈍にぶいのだな」

　うん、その台詞せりふは幼おさな馴な染じみから百万回は言われている。

「特に女の気持ちに疎うとい」

「えっ？」

「共にいられる時間が少ない某にとっては、幸であり不幸でもあるが」

　チドリさんは軽く溜息を吐いて、恨うらめしそうに僕の目を見つめてくる。

　何の事かよく分からないが、僕が責せめられているのは分かった。

「愚ぐ痴ちはこのくらいにして話を戻すが、発想を転換すればよいのだ。水に囲まれた環境を敵と見なすのではなく、味方につけて利用すればいい」

「うん？」

　思わず首を傾げてしまう。言いたい事は分かるし、あと一歩で解決策が浮かぶような気もするのだけど……。

　僕が考え込んでいると、チドリさんは顔を寄せて耳元で囁ささやいてきた。

「これは我が白はく陽よう流りゆうの術じゆつにも関わるため、おいそれとは口外できぬのだが……アルバ殿、知りたいか？」

「あぁ！」

　僕が強く頷き返すと、チドリさんはまたちょっと悪い笑みを浮かべて告げた。

「では、教える代わりに某の言う事を何でも聞いて頂くが、よろしいか？」

　決闘を挑まれた時といい、チドリさんは『何でも言う事を聞く』というフレーズが好きなのだろうか。

　まぁ、あまり変な要求はしてこないだろうと信頼しているので、僕は迷わず頷き返す。

「分かった」

「ではお教えしよう」

　チドリさんはそう言うと、残っていた料理を素早く食べ終えて、僕の手を取って立ち上がる。

『例の男と暗黒騎士で二ふた股またか。チドリが尻軽だったなんてショックだ……』

『いや待て、あの二人って同一人物なんじゃないか？』

『お姉様、そんなに私では駄目なのですかっ！』

　周囲の冒険者達が何やら囁いていたが、僕達は気にせず乙女亭を出ると、もう一度八番地へと向かうのだった。
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　翌日、僕達は再び地下三階に潜っていった。

「二日連続で丸呑みは勘かん弁べんして欲しいのう」

　ガーネットは冗談っぽく口にしながらも、忙しなく真上を警戒している。昨日の一件がトラウマになってしまったようだ。

「今日はせめて二十体は倒したいところですが……」

　ルーファも霊力が持つのか不安そうに顔を曇らせている。

　だが二人とも安心して欲しい。今日の僕には秘策があるのだっ！

「何ぞ得意げな顔をしているが、どうしたのじゃ？」

「実は──」

　説明しようとしたその時、前方の壁から水飛沫を上げて魔物が飛び出してきた。

　サハギンとマーメイドが二体ずつか、丁ちよう度ど良い。

　説明の手間が省けて好都合だと、僕は現れた魔物達に向かって霊気の刃を放つ。

　敢あえて距離が離れているうちに撃ったため、魔物達は揃って水の中に舞い戻り、霊気の刃をあっさり避けた。

「アルバ様、退路を断ってからでないと──」

「大丈夫」

　僕はルーファの忠告を遮さえぎりつつ、水壁に駆けよって左腕を突っ込む。

　そして、こちらに向かって泳いでくる魔物達を見ながら、掌てのひらから渾こん身しんの霊気を放った。

　白陽流体術・空から鳴なり

　ズガンッと爆音が鳴り響き、水の通路全体が激しく揺れる。うわっ、天井から落ちてきた水飛沫が背中に入った。

「な、何をしたのじゃっ!?」

「あれ」

　驚くガーネットに向かって、僕は水の中を指さして答える。

　そこでは魔物達が腹を上に向けて、プカプカと力なく浮かんでいた。

「気絶している……ひょっとして、魚系の魔物は水中の音に弱いのですか？」

「正解」

　気がついたルーファに頷き返しながら、僕は水壁に体を半分突っ込むと、気絶したサハギンを通路に引っ張り出してトドメを刺す。

　魔物は魔力の結晶にすぎないが、まるで生物と同じように視覚等が備そなわっている。

　ならば、魚に似た地下三階の魔物達は、水の中でも遠くを探れるように、鋭い聴覚を備えているのだろう。

　だから、水中で耳をつんざく爆音を鳴らせば、こうして気絶してしまうと思ったのだ。

「確かガッチン漁と言ったか？　川の中にある岩を思い切り叩くと、魚が気絶するという話を聞いた覚えがあるが、それと同じ事をしたのじゃな」

「そう」

「また無茶苦茶をやらかすのう」

　頷き返す僕に、ガーネットは呆れと賞賛が半々の視線を返しながら、水壁の中からマーメイドを引っ張り出しメイスを叩き込む。

　でもこれで、ルーファの負担を減らしながら、魔物を簡単に倒せるようになったでしょ？

　僕は最後のサハギンにトドメを刺しながら、自慢気に親指を立てる。

　すると、ガーネットはまた複雑な表情を浮かべた。

「楽なのは良いが、冒険者というよりも漁師の所行じゃのう」

「『警報アラート』のように爆音で魔物を呼び寄せてしまわないかも、少しだけ心配ですね」

　ルーファの指摘を受けて、僕は慌てて周囲を見回す。

　幸い近づいてくる魔物の影はなかったが、これって禁止された警けい報ほう猟りように近いのか。多用するのは問題かもしれない。

　僕がそう思い悩んでいると、ルーファが笑って励ましてくれた。

「せっかくアルバ様が考案してくれた戦法ですし、有効なのも事実ですから、危険性がないか調べつつ使っていきましょう」

　そう言ってくれると助かる。ただ、一つ訂正しなければならない。

「僕が考えたわけじゃない」

「えっ、では誰が？」

「チドリさん」

　そう、これは昨日、チドリさんが授けてくれた戦法なのだ。

　三階級の霊気ではちと厳しい手であろうが、六階級に並ぶアルバ殿ならば容易たやすかろう──と言われて試してみたのだが、見事に成功した。

　ちなみに、爆音を鳴らす白陽流の体術・空鳴も、その時に教えて貰ったものだ。

　本来は相手の耳に掌を当てて使い、殺さずに昏こん倒とうさせる捕ほ縛ばく術じゆつで、師匠が故郷を去ったあとに、残された弟で子し達が考案したのだという。

　暗殺剣である黒陰流を隠すために、表向きの看板として作られたのが白陽流なのだが、その結果として暗殺からはほど遠い、非致死性の術が生まれたというのが面白い。

　そんな術を魔物殺しに流用するのは、ちょっと申し訳ない気もするけれど。

　ともあれ、他にも白陽流にしかない術があるようなので、今度からチドリさんに教えて貰う事になった。代わりとして黒陰流にしかない術を教える約束をしている。

　という昨日の出来事を説明すると、ガーネットが何故か苦虫を嚙み潰したような顔で僕の腰を突いてきた。

「お主はどうしてそう、見えている罠わなを踏みに行くのじゃ」

　急に何を言っているのだろう？　チドリさんほど真ま面じ目めな人が、僕に欠けつ陥かんのある術を教えたり、騙だましたりするはずがないのに。

「いや、そうではなく──」

「チドリ様から手取り足取り教わったのですね。アルバ様の勤勉さには感かん服ぷく致します」

　ガーネットの言葉を遮って、ルーファが笑顔で褒ほめてくれた。何だか照れるな。

「……激情の制御が上手くなってきたのう。お主のせいで着々と化け物に成長しておるわ」

　ガーネットが何やら呟いて、僕の顔を見上げて深い溜息を吐く。

　前から思っていたんだけど、溜息は幸せが逃げるから控ひかえた方がいいよ？

「誰のせいだと思っとるのじゃ！　もうええわ、行くぞ」

　ガーネットは怒って僕の腰を叩き、進むように急せかしてくる。

　僕は理り不ふ尽じんなものを感じつつも、先頭に立って歩き出す。

「……やはり……して……監視……」

　背後でルーファが何やら独り言を呟いていたのは、きっと空鳴によるガッチン漁の検証方法を考えていたのだろう。

　そうして、僕達は地下三階の探索を再開し、魔物を三十体ほど倒したところで帰還したのだった。
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　次の日は疲れを取るため、迷宮の探索はお休みとなった。

　何か特別な事でもない限りは、二日潜って一日休みというのが、僕達の間ではパターンとなりつつある。

　新しい魔術の習得などで忙しいルーファと違い、僕の休日はダラダラと寝転がるか、剣の稽古をするか、稼かせいだ魔石を換金するため銀行に行くか、その程度しかやる事がない。

「少しは都会にも慣れてきたし、そろそろ一人で食べ歩きでもしてみようか」

　マイホーム用の貯金もかなり貯たまってきたし、少しくらい贅ぜい沢たくしても許されるだろう。

　とはいえ、今日は既に別の予定が入っていた。

「アルバ殿」

　朝食を取ったあと部屋で寝転がっていると、ノックの音と共に声がかけられる。

　急いで立ち上がり扉を開けると、そこには袴はかま姿すがたのチドリさんが立っていた。

「本日はよろしくお願い致す」

「あぁ」

　少し緊張した面おも持もちのチドリさんに頷き返して、僕達は永遠の乙女亭を出ると、五番地・商店街に向かって歩き出す。

　彼女の買い物に一日付き合う。それが今日の予定であり、『何でも言う事を聞く』という約束の答えだった。

「何を買う？」

「うむ、服を揃えようと思っている」

　並んで道を歩きながら尋ねると、チドリさんは少し恥ずかしそうに袴を摘つまんだ。

「お恥ずかしい話だが、母上から授かった一いつ張ちよう羅らを除のぞくと、これと同じ物しか持っていなくてな。少しは小こ洒落じやれた衣装を増やせと、うちのメイドから助言──いや叱しかられてな」

　女らしくなくて呆れるだろうと、チドリさんは苦笑を浮かべる。

　確かに、婆ばあちゃん──妖精女王ティターニアや幼馴染みは大量に服を持っていたから、衣服に拘こだわる方が女性らしいのだろう。

　けれども、見た目など気にせず剣に打ち込んできたという方が、僕には格好良く感じられた。

「君らしい」

「褒め言葉と受け取っておこう」

　素直な感想を告げると、チドリさんはまた苦笑を浮かべる。

　しかし、そんな彼女が急に服を買おうだなんて、どんな心境の変化があったのだろうか？　あっ、さては──

「気になる人ができた？」

「……アルバ殿は鈍いのか鋭いのか、時々理解に苦しむ」

　僕の推理は大外れだったようで、チドリさんは何とも形容しがたい表情を浮かべた。

　何故だろう。頭の中にガーネットの「ドアホウッ！」という声が響いて仕方がない。

「誠に幸であり不幸であるな。まぁ、出会えた幸に比べれば些さ細さいなものだが」

　チドリさんはそう言って微笑ほほえみ、僕の手を握ってきた。

　黒い籠手越しなのに彼女の体温が伝わってきたような気がして、つい頰が熱くなってしまう。フルフェイスの兜を被っていて本当に良かった。と思ったのだが──

「アルバ殿、ひょっとして照れておられるか？」

「うえっ!?」

　図星を突かれて変な声を上げてしまうと、チドリさんは可お笑かしそうに喉を鳴らして笑った。

「ふふっ、最近少しずつだが、兜越しでもアルバ殿の感情が分かるようになってきたようだ」

　そ、そんな……まさか、彼女もガーネットと同じ超能力者だったのかっ!?

　激しく狼ろう狽ばいする僕を、チドリさんは目を細めて凝視してくる。

「おそらくだが、ガーネット殿と同じだと考えておられるか？」

「あぁ」

「流石に彼女ほどは察せられん」

　チドリさんはそう言って、少し悔くやしそうに唇を尖とがらせる。

「お二人は姉と弟のようで、某が危き惧ぐする関係ではないと分かっているのだが、あそこまで以心伝心だと少し妬やけてしまう」

　僕の方がガーネットより年上なのに、さらっと弟扱あつかいされてしまった。いや、それよりも妬けるって──

「アルバ様ぁぁぁ───っ！」

　急に背後から大声で呼ばれて、僕は驚いて振り返る。

　するとそこには、全速力で駆け寄ってくるルーファの姿があった。

「はぁはぁ……おはようございます、アルバ様。今日も良い天気ですね」

「お、おはよう」

　汗だくで晴れやかな笑みを浮かべるルーファに、僕は気け圧おされながらも挨あい拶さつを返す。

　その横で、チドリさんが不機嫌そうに口を開いた。

「姫様、これはいったい何の真似か？」

「何の事でしょう？　外を歩いていたらアルバ様のお姿を偶然見かけたので、お声をかけただけですけれど？」

　ルーファは額の汗を拭いながら小首を傾げる。偶然見かけただけなら、そんな全力疾走したような汗は掻かかないと思うのだけれど。

　僕と同じ疑問を抱いたようで、チドリさんは目を尖らせた。

「白々しい……あれか」

　チドリさんは不意に周囲を見回したかと思うと、すぐ側の木に止まっていた小鳥に向かって、親指を弾いて霊気の弾を放つ。

　指し弾だんか、って何で急に小鳥をっ!?

　止める間もなく、小鳥は霊気の弾で胸を貫かれてしまい、血を噴──かなかった。

　胸に穴が空あいたまま、ピクリともせず地面に落ちたかと思うと、砕け散って土塊つちくれと化したのだ。えっ、生き物じゃない？

「──っ！」

　驚く僕の横で、ルーファが痛そうに顔を歪める。まさか、小鳥の痛みを感じている？

「やはり『使い魔フアミリア』であったか」

　チドリさんは深い溜息を吐いてから、戸惑う僕に説明してくれた。

「姫様が都合良く現れたのは、視覚や聴覚を共有できる使い魔を張り付かせて、アルバ殿を監視していたからなのだ」

「えっ!?」

　驚いてルーファの方を見ると、彼女は観念した様子で肩を落とした。

「バレてしまっては仕方がありません。確かに私は使い魔を用もちいて、アルバ様の様子を見張っていました。けれども、それはアルバ様の身を案じた故ゆえなのです」

「えっ？」

「あの三人のように、またアルバ様のお命を狙ねらう者が現れないかと心配で……」

「そうだったのか」

　涙ぐむルーファの気遣いに、僕は胸を打たれてしまう。

　だが、チドリさんは白い目でルーファを睨んだ。

「噓うそではないが本心でもあるまい。どうせ某の邪魔立てが本命であろう？」

「ところでチドリ様、よく使い魔だと分かりましたね」

　ルーファは質問に答えず、露骨に話題を逸そらす。でも、それは僕も気になっていた。

　あの使い魔は一見、本物の小鳥と変わらなかったのに、どうやって見分けをつけたのだろうか？

　僕が視線で問いかけると、チドリさんは丁寧に教えてくれた。

「本物の小鳥は木に止まっていても、忙しなく首を動かして周囲を警戒しているものだ。しかし、あの使い魔は身じろぎもせずに某達の方を凝視していたのだ。不自然であろう？」

　あぁ、そんな違いがあったのか。

「使い魔の姿は小鳥に限らぬが、所しよ詮せんは魔術師が操る土塊であるため、本物らしからぬ動きが出てしまうのだ。そうと知っていれば見抜くのは容易い」

　なるほど、今度から小動物を見かけたら注意深く観察してみよう。ひょっとしたら誰かの使い魔が交まざっているかもしれない。

　しかし、魔術師でもないのに何故これほど使い魔に詳くわしいのだろうか？

　そう尋ねてみると、チドリさんは気まずそうな顔をしながらも答えてくれた。

「白翼団うちの女魔術師がな、惚ほれた男の動向を監視するために、よく使い魔を造っているのだ」

「カナリア様ですか……」

　ルーファも知っている人らしく、揃って深い溜息を吐く。

「私はそれと知らず、あの方と同じ真似をしていたのですね。申し訳ありません、もう二度とこのような事はしないと誓います」

「いや、同じ女として気持ちは分かる。某とて魔術が使えれば、自制できたか自信はない」

　二人はそう言って頭を下げ合う。和解のダシに使われたカナリアさんとは、いったいどんな人なのだろうか。知りたいような、知りたくないような。

「さて、無駄話はこのくらいにして、早く服を買いに参りましょう」

　ルーファは急に話を戻すと、僕の右手を摑んで歩き出す。

　だが、チドリさんが僕の左手を摑んでそれを止めた。

「姫様、何を当然という顔をして交ざっておられるのだ？」

「私、これでも皇女ですから、服の見立てには自信がありますよ」

「そうではない。某とアルバ殿の邪魔をするなと言っているのだ！」

「そっちこそ、後から来て私とアルバ様の邪魔をしないでください！」

「戦いくさと同じ事ぞ。先手も後手も関係ない、何をしようと勝った者が勝者なのだ！」

「これだから、礼儀を知らぬ東方の猪いのしし侍ざむらいは……」

「言ったなっ！」

「言いましたがっ！」

　二人は盛大に怒鳴り合いながら、全力で僕の両腕を引っ張り合う。待って、裂ける、裂けちゃうってば！

　怪け我がをさせかねないので、力任せに振り払う事もできず、僕は道行く人達に視線で助けを求める。しかし──

『二股野郎が、死ねばいいのに』

『俺、地下六階の守護者より、こいつの方が憎いわ』

『チドリお姉様だけでなく姫様まで……何て羨うらやま、許せない。女の敵めっ！』

　またあらぬ誤解を受けて、罵ば倒とうと殺気だけが返ってきた。

　くっ、こうなったらもう最後の手しかない。

（助けて、ガーネットォォォ───ッ！）

　僕は最も頼りにする人の名を、心の中で必死に叫ぶ。

　だが、超能力者でもない僕の訴えが届くはずもなく、ガーネットが現れる事はなかった。

　しかし、僕の肩が外れかけたところで、思わぬ救いの手が現れる。

「その辺にしときな」

　背後から聞き馴染んだ声が響くと共に、ルーファとチドリさんの頭に巨大な拳こぶしが振り下ろされた。

「きゃっ！」

「ひゃうっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げて蹲うずくまる二人から解放されて、僕は急いで後ろを振り返る。

　そこには、元六階級の空手忍者であり、永遠の乙女亭を営む大柄な女性が立っていた。

「店長さんっ！」

「坊ぼう主ずも騒ぎを起こしてんじゃないよ」

　大喜びする僕の頭にも、店長さんは掌しよう底ていを食らわしてきた。ぐわっ、兜越しなのに凄い衝撃が……まさかこれは、空手と並ぶ忍者の秘技『柔じゆう術じゆつ』なのではっ!?

　珍しい技が見られて喜びながらも、目眩のあまり膝ひざを突く僕に、店長さんは深い溜息を吐いてくる。

「やれやれ、真面目君のくせに女癖が悪いのは、やっぱりあれの影響なのかね」

　あれ？　頭がクラクラして良く聞こえなかったけれど、何か気になる事を言われたような……。

　尋ねてみようか僕が迷っている間に、蹲っていたルーファとチドリさんが復活して叫んだ。

「店長様、乙女の聖戦に水を差さないでください！」

「そうだ、これは女のプライドを賭かけた決闘なのだ！」

「やかましい（ゴッ、ゴッ）」

　反論する二人の頭に、店長は再び拳を落として黙らせる。

「喧けん嘩かをするなら場所を選びな。往来のど真ん中で騒がれたら、店の客足が鈍にぶるじゃないか」

　あぁ、それで騒ぎを聞きつけて、止めに来てくれたのか。

　納得しながら立ち上がる僕に向かって、店長さんはすぐ側の酒場を指さして告げる。

「一階級のヒヨッコならともかく、六階級を止められるのはこの辺じゃ私だけだから、そこの店主に呼び出されたんだよ。まったく、手て間まをかけさせるんじゃないよ」

　そう言って、また僕の頭に掌底を振り下ろしてくる。ぐわっ、来ると分かっていたのに避けられない。

　また膝を突く僕の首根っこを摑み、通行人の邪魔にならないよう路地裏に連れ込んでから、店長さんはルーファ達に向かって言った。

「まったく、こんな馬鹿らしい騒動を起こすくらいなら、今ここで決着を付けちまったらどうだい」

「某は望むところだが？」

「いや、それはちょっと……」

　チドリさんが覚悟完了といった顔をすると、ルーファは困った様子で言葉を濁す。

　そして、急にチドリさんの腕を引っ張って、路地のさらに奥へと消えていった。

『チドリ様、決着を付けるという事は、私か貴方あなたのどちらか、もしくは両方が振られるという事なのですよ？』

『それがどうし──あっ!?』

『お気づきになられましたか。振られた後で仲良くパーティーを組んで、地下六階の守護者と戦えるのですか？　少なくとも私は無理です』

『某も無理だな。窮きゆう地ちの時に限って、そうしたわだかまりが致命傷になると聞くし、乙女心は抜きにして避けるべきであろう』

『白翼団の聖騎士レオン様が、女魔術師カナリア様の想いに気づかないふりをしているのも、それが原因ですよね？』

『くっ、まさかレオンと似た葛かつ藤とうを抱く日が来ようとは……』

『アルバ様への想いを抑え込めとは、私の口からはとても言えませんけれども、決着を付けるのは全てを解決した後にしませんか？』

『無念だが致し方なしか』

　何やら長々と話をした後で、ルーファとチドリさんは戻ってきた。

「お待たせ致しました。もう二度とこのような騒動は起こしませんので、今日の所はお許しください」

「某も過あやまちを繰り返さぬと誓ちかおう」

　二人がそう言って頭を下げると、店長さんは諦めたように肩を竦すくめた。

「やれやれ、大昔から変わらぬ冒険者の悩みとはいえ、あんたらも大変だね」

　あれっ？　店長さんにはルーファ達の話し声が聞こえていたのだろうか。流石は空手忍者。

　それにしても、妙に年寄りっぽい言い方だな。店長さんって実際には何歳──

「乙女の秘密を詮せん索さくするんじゃないよ（ゴッ！）」

　迂う闊かつな事を考えた僕の頭に、またまた店長さんの掌底が落ちてくる。酷ひどい。

「それじゃあ、人様に迷惑をかけない程度に、どっちも精一杯頑張りな。乙女の命は短いんだからね」

　蹲る僕を余所に、店長さんはルーファ達に向かってそう言い残すと、煙けむりのように路地裏から消え去った。

「見逃して頂けたようですね」

「しかし、相変わらず謎なぞの多い御ご仁じんよな」

「あぁ」

　首を傾げるチドリさんに、僕は全力で同意する。

　ともあれ、ここで蹲っていても仕方がないので、僕達は路地裏から出て商店街に向かうのだった。
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　五番地・商店街は今日も大勢の人で賑にぎわっていた。

「暖かくなり雪が解けた北方から、行商人が押しかけているのでしょうね」

「雪国は冬の間、隣の村に行くのすら困難で、春先には物資が不足がちだと聞くしな」

「なるほど」

　ルーファとチドリさんの説明に、僕は納得して頷く。

　故郷の妖精島では稀まれにしか雪が降らなかったから、一面の雪景色が広がる北国には憧れがあったのだけれど、そこで暮らす人々は大変なんだな。

　そんな事を考える僕の横で、チドリさんが不機嫌そうにルーファを睨む。

「で、姫様はいつまでついて来るおつもりか？」

「まぁまぁ、そう邪険になさらずに。先程も申し上げましたが、服の見立てには自信がありますので役に立ちますよ」

　ルーファはそう言って、猛たけるチドリさんを宥なだめる。

　実際問題、服を買うならルーファも一緒の方がいいだろう。宝石ならまだしも、服の流行とか僕には全く分からないし。

「買い物の後のお食事までは邪魔しませんので、ここらで手を打ちませんか？」

「むぅ、揉もめ事ごとに時を費ついやすのも惜しいし、致し方なしか」

「……お泊まりは禁止ですよ」

「そ、そんな破は廉れん恥ちな真似をするかっ！」

　二人は僕に聞こえないよう、小声で何やら囁き合っていたが、ようやく合意が得られたらしく揃って歩き出した。

「さて服屋だが、あそこはどうだろうか」

　店先にいくつもの服を吊つるした店を見つけて、チドリさんはそこに向かおうとする。

　だが、そんな彼女の手をルーファが摑み止めた。

「お待ち下さい。あれは庶民向けの店であって、チドリ様のような六階級冒険者が買い物をする場所ではありませんよ」

「むっ、そうなのか」

「確かこちらに良い店があったはずです」

　ルーファはそう言うと、チドリさんの手を引いて、大通りから一つ逸れた小道に入って行く。

　そして、年季を感じさせるが綺き麗れいに掃除された、小さなお店の扉に手をかけた。

「いらっしゃいませ」

　中に入ると品の良い中年女性の店員さんが出迎えてくれた。

　僕は店員さんにお辞じ儀ぎを返しつつ、店内を見回して首を傾げる。

　ここは本当に服屋なのだろうか？　壁に丸まった沢山の布が掛けられているだけで、服は一着もないのだけれど。

　そんな僕の疑問に気づいたらしく、ルーファが笑って教えてくれた。

「アルバ様、ここはオーダーメイド専門の仕立屋ですから、出来合いの品は置いていないのですよ」

「えっ!?」

　驚愕と恐怖のあまり声が漏もれる。オ、オーダーメイドって凄く高いんじゃないのっ!?

　僕の怯えも察してくれたようで、ルーファは苦笑しながら店員さんに問いかけてくれる。

「このような店で値段を聞くのは無ぶ粋すいなのですが、一着お幾いくらでしょうか？」

「そうですね。こちらのシルクを使ったドレスでしたら、金貨千枚ほど頂ければと」

　金貨千枚っ!?　僕が寝間着代わりに使っているシャツとズボンなんて、合わせて金貨一枚だったのに、その千倍って……。

「ふむ、意外と安いのだな」

「うえっ!?」

　僕がまた驚いて声を上げると、チドリさんは不思議そうに首を傾げた。

「こんなものであろう？　某の鎧もオーダーメイドだが、金貨三千枚はかかっているぞ」

　いや、鎧とドレスは違うと思うんだけど……。

　でも考えれば当然か。一日で金貨を何千枚と稼ぐ六階級にしてみれば、この程度の出費は屁へでもないのだ。僕だって貯金を叩はたけば買えない事はないし。

　冒険者の金銭感覚に改めて戸と惑まどう僕を余所に、店員さんが棚から紙束を取り出して、机の上に広げる。そこには、いくつもの鮮あざやかな服の絵が描かれていた。

「まずはこちらからお好みのデザインをお選びください」

「ほう、これは良いな。ここにある物は全て作れるのか？」

「はい。この中からデザインや色、柄がらを組み合わせて頂いて構いません。もちろん、お客様のために全く新しいデザインを起こす事もできますが、その場合は少しお時間とお代を頂く事になります」

「自分だけの服というのは心こころ惹ひかれるが、それはまた今度にしよう」

　チドリさんは目を輝かせて、ルーファや店員さんと共にデザイン画を見つめる。

「ドレスと聞くと金銀でキラキラと輝いて、フリフリが大量についた物を想像していたが、無駄がなく動きやすそうな物もあるのだな」

「はい、貴族のご令れい嬢じようの間で、最近はシンプルでスマートなドレスが人気を博しています。といいますのも、本人が輝いていれば華美な装飾など不要とばかりに、とても美しいお方が舞踏会の注目を独占しておりましたので（チラッ）」

「私のせいですか？　あれはただ、金きん糸しや銀ぎん糸しを使われると金属アレ──いえそれよりも、チドリ様にはこちらの毛皮を使ったワイルドなドレスが似合うのでは？」

「これから夏を迎えるのに毛皮は暑くないか？　それに、某は可愛らしく思われる服が欲しいのだ」

「そのご立派なお胸様で、可愛いは流石に無理では……」

「いえいえ、女の子は誰でも可愛くなれるものですよ。例えば──」

　三人はデザイン画を見るだけでなく、実際に布を触ったりして、楽しそうに作る服を決めていく。

　その姿はとても微笑ましいのだけれど……これ、僕いらないよね？

　ちょっと疎そ外がい感かんを抱きつつも、下手に意見を求められても困るので、僕はお店の隅で大人しく椅い子すに座って待つ。

　そして二時間後、ようやく作る服が決まり採さい寸すんも終わった。

「ありがとうございました。七日以内には仕上げてお届けに参りますので」

「うむ、待っているぞ」

　笑顔で送り出してくれる店員さんに、チドリさんも満面の笑みを返して、僕達は仕立屋を後にした。

「このように服を買うのは初めてだったが、中々に楽しいものだな」

「そうか」

　こんなに嬉うれしそうなチドリさんを見られたなら、二時間も待った甲か斐いがあったというものだ。

　しかし、必要な金貨の枚数が多すぎて、手形で支払う買い物というのは、見ているだけでも心臓に悪い。まぁ、これで買い物は終わ──

「次は下着を買いに参りましょう」

「えっ!?」

　ルーファの無む慈じ悲ひな宣告に、僕は石のように固まってしまう。

　だが、そんな僕とは裏腹に、チドリさんは目を輝かせた。

「下着か。それは大事だな！」

「はい、大事なのです。下着は女の戦闘服。いざという時にサラシと褌ふんどしなど、相手の気が削そがれてしまいますよ？」

「戦闘服とあらば、最上の物を仕立てねばなるまい」

「良い下着職人が居る店を知っていますので、案内致しますね」

　張り切るチドリさんの前に立って、ルーファは意い気き揚よう々ようと歩き出す。あの、本当にまだ買い物を続けるの？　お腹なかも空すいてきたし少しは休憩を……。

　二人の後を追いかけながら、僕は弱音のこもった視線を向けるが、こういう時に限って思いが伝わらなかったらしい。

　ルーファとチドリさんは満面の笑みを浮かべて、僕の腕を引っ張った。

「アルバ様はどのような下着がお好みですか？」

「男児は黒や赤の下着が好きだと、うちのメイドから耳にしたのだが、やはりアルバ殿もそうなのか？」

　何これ拷ごう問もん？　どう答えても女性に自分好みの下着を勧すすめる変態じゃないか。

「話していたら、私も新しい下着が欲しくなってきましたね。アルバ様と初めて出会った時に見られた物は、迷宮探索用に買った素っ気ない物でしたし」

「ほう、一手先に取られていたか。ならば某も最高の下着をあつらえて、アルバ殿に見て頂かねばなるまい」

　ねぇ、この話は止めよう？　僕の方が恥ずかしくて耐えられないし、道行く人達が僕に軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくるんだよっ！

　小声でそう訴えてみたが、盛り上がる二人の耳には届かず、僕は下着の仕立屋に連行されていくのだった。

　そして二時間後、羞しゆう恥ち心しんの限界に迫る拷問を終えて、ようやく下着屋から解放されたのだが──

「チドリ様、下着とドレスは揃いましたが、靴くつはお持ちなのですか？」

「いや、今履はいているブーツと、一張羅の着物に合わせた下げ駄たしか持っていない」

「それはいけません。オシャレは足下からと申しますし、ドレスに合わせた靴も新調しませんと」
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「冒険者の格言にも『腕を失ってでも足を守れ』とあるし、足下を疎おろそかにはできぬな」

　そうして、今度は靴屋でまた二時間ほど過ごし──

「あとはアクセサリーですね。私はエルフの体質で貴金属が苦手なので、宝飾品の類たぐいはあまり身に付けられないのですが、チドリ様ならそのような事もありませんし」

「あぁ、先程金糸がどうのと言いかけていたのはそれか。しかし、今着けているペンダントは大丈夫なのだな？」

「これは私の体質を慮おもんぱかって、アルバ様がプレゼントしてくれたものですから」

「何だとっ!?　くっ、アルバ殿、某にも何かプレゼントを頂けぬかっ！」

　最後は宝飾店に連れて行かれて、鳥のデザインをあしらった金のペンダントを買う事になるのだった。

　そうして、ようやく買い物を終えた頃には、空がすっかり赤くなっていた。

「ふふっ、今から届くのが待ちきれぬな」

　服や靴は全てオーダーメイドとなったので、唯一持ち帰る事ができたペンダントを弄いじりながら、チドリさんはとても嬉しそうに微笑む。

　普段の凜り々りしい侍姿とは違う、可愛らしい女の子の笑顔に、僕は思わず見み惚とれてしまう。

　ただ、今は空腹と疲労の方が強くて、褒め言葉を口にする余裕もない。女の子の買い物に対する体力は凄いな……。

　そんな情けない僕を余所に、チドリさんはふとルーファの顔を窺った。

「姫様、今日は助かったし楽しめたが、敵を利するような真似をしてよろしかったのか？」

「油断できない恋敵ライバルではありますが、仲良くしたいとも思っていますよ」

　ルーファはそう言って苦笑を浮かべる。

「朝にも言いましたが、共に地下六階の守護者に挑むと約束した仲間なのです。たった一つの大切を取り合う仲ではありますが、憎みたいわけではありません」

「そうか。そうだな」

　感慨深い面持ちで二度頷くチドリさんに、ルーファは悪い笑みで付け足す。

「それに、仲良くなっておけば罪悪感が邪魔をして、抜ぬけ駆がけされる事もないでしょうし」

「悪あく辣らつな、と言いたいところだが、それは姫様にも当てはまるのではないか？」

「……はっ!?」

「薄々感じていたが、姫様は聡そう明めいなわりに抜けているのだな」

「ぐぬぬっ……」

　チドリさんは声を上げて笑い、ルーファは歯ぎしりして悔しがる。

　僕にはよく分からない話が交じっていたけれど、今日の買い物を通して、二人の仲が良くなったのは間違いないようだ。よかったよかった。

　そう安堵してしまったせいか、今まで我慢していた僕のお腹が、グーッと盛大に音を鳴らしてしまう。

「あっ……」

「申し訳ありません、買い物に夢中で食事を忘れていましたね」

「すまぬ、某もすっかり忘れていた」

　恥ずかしくて顔が赤くなる僕に向かって、二人は揃って頭を下げてくれる。いや、言い出せなかった僕の方が悪いから。

　そう謝り返すと、ルーファは一瞬何かを堪こらえるような顔をしてから笑顔を浮かべた。

「では、私はここらでお暇いとましますので、お二人で食事をお楽しみください」

　そう言って僕達に背を向けると、七番地・宿屋街の方に一人で歩き出してしまう。あれっ、皆でご飯を食べないの？

　戸惑う僕の横で、チドリさんが何とも言えない顔で溜息を吐いた。

「不安でも約束は守るか、生き真ま面じ目めなお方だ。あわよくばと企たくらんでいた某が、恥ずかしくなってくるではないか」

「えっ？」

「いや、お気きになさるな。それより、姫様も誘って乙女亭で食事といこう」

「あぁ！」

　僕は力強く頷き返す。やっぱり、食事は大勢でした方が楽しいよね。

　そうして、追いかけてきた僕達を見て、何故か妙に驚いたルーファと共に、僕達は永遠の乙女亭に向かうのだった。
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　乙女亭で間違って出されたお酒を飲んで、チドリさんだけでなくルーファまで酔っ払い、二人からよく分からない愚痴を聞かされたりしつつ、迷宮探索よりも大変だった休日は終了した。

「怠だるい……」

　翌日、僕は疲れが残った体を、ベッドから引ひき剝はがすように起き上がり、漆黒鎧を身に着けて部屋を出る。

　そして、軽く朝食を済ませてから、ルーファ達のアパートへと向かった。

「アルバ様、おはようございます。それと昨日は申し訳ありませんでした」

「いや、気にしてない」

　開口一番謝ってきたルーファに、僕は首を横に振って応える。

　買い物の件もそうだが、酔いに任せて愚痴を吐き出した事で、チドリさんとの仲がより深まったみたいだから、僕の疲労なんて安いものだろう。

　周囲の冒険者達から「美女二人に囲まれてイイご身分だな？」と睨まれて、針の筵むしろみたいな気分だったのも、きっと必要経費というやつなのだ。うん。

「昨日はお疲れ様だったようじゃな」

　自分に言い聞かせる僕に、ガーネットが労ねぎらいの言葉をかけてくれる。

　だが、そんな彼女の方も何やら疲れた顔をしていた。

「大丈夫？」

　調子が悪いのなら今日の探索は中止にしようかと、僕が屈かがみ込こんで顔を窺うと、ガーネットは慌てて首を横に振った。

「いや、大丈夫じゃ、体は全く問題ない。ちと悩み事があっただけでな」

「悩み事？」

「何かあったのですか？」

　ルーファも聞いていなかったようで、心配そうに顔を寄せる。

　僕達二人に見つめられると、ガーネットは観念したように息を吐いた。

「あまり人に聞かれたくない話じゃから、中でよいか？」

　そう言ってアパートの部屋に戻っていったので、僕達もその後に続いた。

　中はルーファの部屋と同じ構造で、玄関から台所を挟んで、居間と寝室が広がっている。

　ただ、観葉植物や本棚が所狭しと置かれていたルーファの部屋と違って、ガーネットの部屋は殺風景で、替えの衣服や武具の整備用具くらいしか置かれていなかった。

「女らしくない部屋で悪かったのう」

　ガーネットはそう言いながらテーブルに着いて、僕とルーファはその向かいに座る。

　そして、決意を固めるように深呼吸をしてから、彼女は僕の目を真まっ直すぐ見つめて告白した。




「アルバよ、ワシの恋人になってくれ」
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　昨日の早朝、アパートで休んでいたガーネットの元に来客が訪れた。

「お嬢じようさん、いらっしゃいますか」

「何じゃ？」

　ノックと共に聞き覚えのある声が響いてきて、ガーネットは玄関の扉を開ける。

　するとそこには、幼く小さいがしっかりと髭ひげを蓄たくわえたドワーフの少年が立っていた。

「よかった。今日はお休みだったんですね」

　くつろいだ部屋着姿の彼女を見て、ほっと胸を撫なで下おろした少年は、ガーネットの父親である名工・レッドベリルの工房で働く、若い弟子達の一人であった。

「ジャスパーではないか。こんな朝早くからどうしたのじゃ？」

「親方に頼まれて、お嬢さんを呼びに来たんです」

「親父おやじ殿どのがワシを？」

　冒険者となってから初めての出来事に、ガーネットは驚いて声を上げる。

「三日前に会おうたばかりじゃし、何ぞ用事があるとは思えんのじゃが」

　地下二階の守護者『暴ぼう食しよくの赤[image: ]豚グラツトン』と戦ったさいに、焼やけ焦こげた大盾を新調して貰もらったのだが、その時も変わった話はなかった。

　不思議に思って首を傾かしげるガーネットの手を、少年は焦じれた様子で引ひっ張ぱる。

「とにかく来てください。でないとボクが親方に叱しかられちゃいますよ」

　一般人の彼からすれば、化け物と変わらない冒険者の住処すみかなど、一秒でも早く離れたいという気持ちもあるのだろう。

「分かった分かった。すぐに行くからのう」

　ガーネットは怯おびえる少年の頭を撫でると、素早く外行きの服に着替えて部屋を出る。

　それから、ルーファが暮らしている隣となりの部屋をノックした。

「親父殿に呼ばれたので実家に行ってくるぞ」

　声をかけてみるが返事はない。心配して玄関扉に耳を当ててみると──

『ふふふっ、ついに完成しました。この使い魔フアミリアさえあれば、アルバ様の寝顔や入浴姿も……いやいや、流石さすがにそれは駄目です、我が慢まんですよ私！』

　何やら怪しい笑い声が響いてきて、ガーネットはそっと扉から耳を離した。

「お嬢さん、どうしたんですか？」

「いや、ワシは何も聞かなかった」

　心配する少年に首を振って、ガーネットは親友が犯罪者に落ちない事を祈りつつ、アパートから離れていった。

　そして停留所で馬車に乗ると、六番地・南門から帝都の内側へと入っていく。

（中は相変わらず平和そうじゃのう）

　帝都の人々が笑顔で歩いている姿を馬車の窓から眺ながめて、ガーネットは向かいに座った少年にバレないように、心の中で溜ため息いきを吐つく。

　仮にも年輪城壁リングス・ウオールの内側にありながら、外と同じかそれ以上に隔かく離りされている冒険者達の街・九区と違って、八区からは帝都を支ささえる平民達が住んでいた。

　一区の帝城を最上位として、そこから離れるほど地位や富が低い者の居住区となっているため、八区の人々は帝都で最も貧まずしいといえる。

　だがそれでも、衣服は継つぎ接はぎもなく綺麗で、痩やせ細ほそって泥どろ棒ぼうを働く孤児や、手足を失って物もの乞ごいをする帰還兵の姿などは全くない。

　大陸の支配者たるゴルドー帝国の中心地・帝都が、それだけ豊かで栄さかえているという証拠であった。

（他国から戦争で巻き上げた富や、冒険者が迷宮から生み出す利益によって、余よ所そと比べて驚くほど税が少ないと聞くしのう）

　そして、迷宮で霊気を鍛きたえ上あげた、優秀な魔術師や神官が無数にいる事が、治安の良さを生み出していた。

　犯罪が起きても証拠固めなど必要ない。怪しい者に『噓看破ライアー・デイテクター』の魔術を使っていけばすぐに見つかる。

　遺体があるなら殺人事件などは最も簡単だ。被害者を蘇そ生せい魔法で蘇よみがえらせて、加害者の顔や名前を聞き出すだけでいい。

　そもそも、金さえ積めば消滅ロスト以外の全て、大おお怪け我がも大病も死すら恐れる必要がないのだから、帝都の人々が穏おだやかに暮らせるのは当然の話であろう。

（余所は違うのじゃろうな）

　ガーネットは帝都生まれの帝都育ちで、他の街は一つ二つしか知らない。

　それとて帝都から近い帝国領内の街である。戦乱に喘あえぐ遠い異国と比べれば、驚くほど豊かで平和なのだろう。

（終しゆう焉えんの魔神を倒して、深き迷宮から魔物を消すと、この平穏が崩くずれるのじゃろうか？）

　ふとそんな考えが頭を過よぎって、ガーネットの背筋に冷たいものが走る。

　皇帝一派は既き得とく権けん益えきを守るために、あと一年で復活を遂とげる終焉の魔神という、重大な危機から目を逸そらしてきた。

　そんな悪行は見み過すごせぬと抗あらがい、地下七階を目指して戦ってきたが、馬車の窓から見える平和な帝都の人々からすれば、正義はどちらの方にあったのだろうか？

（いや、惑まどわされるでない）

　ガーネットは首を振って迷いを払はらい除のける。

　どのみち魔神が復活すれば、帝都が滅ぼされてしまうのだ。魔神を討うったうえで平和が失われぬよう、尽じん力りよくする他に道はない。

（じゃが、はたして上手くいくのか？）

　ガーネットは何だかんだでアルバの事を信じている。

　あのドアホウなくせに強い暗あん黒こく騎き士し様ならば、きっと終焉の魔神すら倒してくれるだろうと、何の根拠もないが期待していた。

　だが同時に、あの底抜けなお人好しでは、人の底知れぬ悪意に抗えない事も分かっている。

（魔神を倒した後に噴出するのは、化け物よりも恐ろしい人の業ごうじゃ）

　迷宮から魔物が消え、魔導具の生産が不可能になり、冒険者という生ける兵器を増やせなくなった帝国に襲いかかる危機。

　好機とばかりに攻め込んでくる他国や、恨うらみを爆発させ反乱を起こす占領地。帝国を守るために戦う者がいる一方、財産を担かついで逃げ出す者や、敵国に寝返る者も出てくるだろう。

　力ある者はその手で領地をむしり取り、力なき者は搾さく取しゆされるだけの奴ど隷れいと化す。そんな血ち塗まみれの乱世が訪れるのかもしれない。

（お人好しの彼奴あやつにどうこうできる問題ではない）

　むしろアルバを巻き込みたくない、というのが本音だろう。

　大勢の平和を守るために少数を殺さつ戮りくする。そんな修しゆ羅ら道どうに落ちて欲しくはないのだ。

（禍まが々まがしい鎧よろいをまとった暗黒騎士としては、むしろ似合いの役割じゃが──うん？）

　ガーネットの脳のう裏りに何かが浮かびかける。

　だが、それが形を成なす前に、向かいに座った少年が心配そうに顔を覗のぞき込こんできた。

「お嬢さん、着きましたよ」

　気がつけば馬車が停止している。物思いに耽ふけっているうちに、実家のある六区に辿たどり着ついていたらしい。

「すまん、ちと寝ぼけておった」

　ガーネットは苦笑を浮かべて誤ご魔ま化かしながら馬車を降りる。

　そして、三日ぶりとなる実家の工房を見上げた。

「相変わらずやかましいのう」

　六区は商人や職人が多く住んでいるため、帝都の中で最も騒そう々ぞうしい区域なのだが、鍛か冶じ屋やはその中でも一番うるさい。

　一日中カンカンと鉄を打つ音が響いているのだ。お陰かげで騒音に辟へき易えきした一般人が去り、いつの間にか鍛冶屋ばかりが集まった、一大工業地帯と化していた。

「じゃあお嬢さん、ボクは他にも仕事が残っているので」

「うむ、手間をかけたのう」

　仕事に戻ろうとする少年に、お駄だ賃ちんとして銀貨を一枚握らせてから、ガーネットは工房の中に足を踏み入れる。

　途と端たん、ムワッとした熱気が頰ほおを撫で、焼けた炭と鉄、そして男達の汗が混ざった臭においが鼻を突いた。

（これに比べれば、少々の汗臭さなど問題でもないのう）

　アルバには悪い事を言ったと、少し前の事を反省しつつ、ガーネットは広い工房の中を通っていく。

　顔なじみのドワーフ達が熱気にも負けず炉ろを吹ふかし、懸けん命めいに鉄を打ち、何度も折り返して強きよう靱じんな刃やいばを作り上げていく姿は、むさ苦しくありながらも宝石のように輝いて見えた。

（鉄嫌いのエルフなんぞは、一目で卒そつ倒とうしそうじゃがのう）

　半分人間の血を引いているうえに都会生まれなため、そこまで金属アレルギーの酷ひどくないルーファですら、工房には一度も訪れた事がないのだ。

　生きつ粋すいの森エルフならば寄りつかないどころか、魔術で焼き払いにくるかもしれない。

（犬けん猿えんの仲であるエルフとドワーフが親友というのも、よくよく考えれば不思議じゃな）

　ルーファと出会った幼い頃の事を思い出して、ガーネットは微笑を浮かべながら、工房の一番奥にある扉の前に辿り着く。

「親父殿、入るぞ」

　声をかけても返事はなかったが、いつもの事なので気にせず、ガーネットは扉を開けて中に入る。

　専用の炉や金かな床どこを備そなえた広い部屋の中心で、ドワーフ族の中でも飛び抜けて毛深い、まるでクマを思わせる赤毛の男が、打ち終わった剣をヤスリで整えていた。

　無駄な部分を力強くも慎重に削けずり落おとし、何度も確認しながら真まっ直すぐな美しい刃に仕上げていく。

　呼び出しておいてこちらに気づきもせず、作業に没頭する父親・レッドベリルに、ガーネットは文句の一つも告げず、壁際の椅い子すに座ってその姿を見守った。

（やはり、親父殿の作品が一番美しいのう）

　少し身み贔びい屓きも入っているが、決して過か剰じような評価ではない。

　名工レッドベリルの作り上げた武具は、下手な魔導具よりも優すぐれた実用性と、芸術品にも負けぬ美しさから、皇帝や大貴族達が愛用するほどの逸いつ品ぴんなのだ。

　一人娘というだけで、ほぼタダで使わせて貰っているガーネットとしては、申し訳なく感じるほどである。

「……ん」

　ようやく納得がいったらしく、レッドベリルは満足そうに整えた剣を置く。

　それからゆっくりとガーネットの方を振り向いた。

「……ん」

「『元気そうで安心した』じゃと。三日前に会ったばかりではないか」

「……ん」

「『冒険者は明日も生きているか分からない』か。確かにその通りじゃが、ワシには心強い仲間がいるから大丈夫じゃよ」

　心配そうに顔を曇くもらせるレッドベリルに、ガーネットは笑顔で胸を張ってみせる。

　ほぼ無言の父親を相手に、娘が一人で喋しやべっている光景は、余所から見れば奇き妙みよう極きわまりないが、彼ら親子の間では慣なれ親したしんだやり取りだった。

　騒音が鳴り止まない鍛冶屋で働くうちに、ドワーフは大きく二つに分かれていく。

　カナヅチの音にも負けないほど大声になるか、話すのを止めて無口になるかである。

　レッドベリルは後者であり、そんな父親と毎日接するうちに、ガーネットはいつしか視線や仕草だけで相手の意思が分かるようになったのだった。

「……ん」

「『この前はなかった怯えが見える』とな。ははっ、親父殿に隠し事はできぬな。実を言うと二日前の探索で、シーサーペントに呑のみ込こまれてしまってな」

「……んっ！」

「だから、仲間に助けられて大丈夫だったのじゃ。死んでもおらんから安心せい」

　思わず立ち上がる父親を、ガーネットは苦笑しながら宥なだめる。

　どこかのお人好しが見たら「やっぱり超能力者っ!?」と驚きよう愕がくしそうな光景だが、父娘共にそんな異能は持ち合わせていない。

　ただ、異能と変わらない一種の才能がなければ、不可能な意思疎通ではあった。

　ドワーフは生まれながらの鉱夫であり、鍛冶屋であり、宝石職人である。

　それは他種族よりも優れた腕力と器用さを持っているからだが、もっと重要なのが『目の良さ』であった。

　薄暗い洞どう窟くつの岩肌から鉱石のありかを嗅かぎ取とり、毛先ほどの歪ゆがみすら見逃さずに剣を研ぎ、ダイヤの結晶構造を読んで的確にカットする。

　そんな物の細部まで見抜く目の良さこそが、ドワーフを一流の職人たらしめているのだ。

　ガーネットは体毛が薄くて手先が不器用と、ドワーフらしさに欠けており、本人も酷ひどくそれを気にしているが、種族の特徴がゼロというわけではない。

　小柄だがメイスや大盾を振り回す怪力を持っており、何よりも名工たる父親から一流の観察眼を引ひき継ついでいた。

　そんな彼女の青い瞳ひとみにかかれば、無口な父親の意図を読むのも、クールな暗黒騎士ぶって喋らないくせに、内心は多た弁べんなドアホウの思考を読む事も容易たやすかった。

「……ん？」

「いや、助けてくれた仲間の事がちと頭に浮かんでな。いっそ彼奴の間ま抜ぬけさに気づかぬ方が、いちいちツッコんで疲れる事もなかったのではないかと……」

　心配して顔を覗き込んできたレッドベリルに、ガーネットは説明しかねて言葉を濁にごす。

　丁ちよう度どその頃、噂うわさのドアホウが往おう来らいの真ん中で、アホ姫とポンコツ侍ざむらいに引っ張られて、彼女に助けを求めていたと知ったら、ガーネットの頭痛はより増したに違いない。

「そんな事よりも、人を寄こしてまでワシを呼び出すとは、いったいどうしたのじゃ？　まさか祖父殿が死んだわけでもあるまいし」

「…………」

「うん？」

　レッドベリルが気まずそうに目を逸らしてしまい、思考が読めなくなってガーネットは首を傾げてしまう。

　こういう時、父親は何かしら後ろ暗い事を隠しているのだ。例えば妻に黙だまって秘蔵の火酒を飲み干してしまったとか。

「お袋ふくろ殿どのと喧けん嘩かでもしたのか？　ははーん、さては結婚記念日を祝い忘れたのじゃな」

「……ん」

「『それは祝ったし青玉サフアイアをプレゼントした』と、ならば問題あるまい。他にお袋殿が怒りそうな事というと──」

「……ん」

「お袋殿の事ではない？　ならば何なのじゃ？」

　問い詰めると、レッドベリルはまた目を逸らしてしまう。

　ガーネットが困って頭を掻かいていると、工房の扉が開いて噂をしていた人物が現れた。

「あんた、帰って来たんなら一言いいなさい！」

　現れるなり叱りつけてきたのは、レッドベリルの妻にしてガーネットの母親・サファイア。

　その名に相応ふさわしい青く透き通った瞳は、娘との血の繋つながりを感じさせるが、結婚当時から随ずい分ぶんと肥こえた腹と、ヘソまで伸びた長い髭は似ても似つかなかった。

「お袋殿、また太ったじゃろう？」

「まぁ、憎たらしい子だね。三日ぶりに会った母親に言う言葉がそれかい！」

　憎まれ口を叩くガーネットの頭に、母親は拳こぶしを振り下ろす。

　しかし、まるで鉄でも殴なぐったような感触が返ってきて顔をしかめた。

「痛いたたっ、なんて石頭に育ったんだい」

「ふっ、これでも三階級冒険者じゃからのう」

「本当に可愛かわいげのない子だね。そんなんだから髭の一本も生えないんだよ」

「髭は関係ないじゃろ！」

　やれやれと肩を落とす母親に、ガーネットは怒って眉まゆを吊つり上あげる。

　とはいえ、母娘は仲が悪いわけではない。俗ぞくに言う喧嘩するほどというやつなのだ。

「それより、あんたに大事な話があるんだよ」

「うん？　親父殿の呼び出しではなく、お袋殿の呼び出しじゃったのか？」

「私の名前で呼んだら、あんた来ないじゃないか」

「当たり前じゃ。お袋殿の用件なぞどうせ、『六階級冒険者のサインを貰ってこい』とかの下らないものじゃろ？」

「そうそう、お隣のペリドットさんが聖乙女様の大ファンでね──って今はそれどころじゃないんだよ！」

　話を逸らすなと、自分で脱線しておいて怒ってから、母親はようやく本題に入った。

「呼び出す事にしたのは私だけど、これは旦だん那なの友人が持ってきてくれた話だからね」

「だから何じゃ」

「ガーネット、あんた結婚しなさい」

「……はぁ？」

　自分からは最も縁遠い単語が出てきて、ガーネットは唖あ然ぜんとしてしまう。

「いや、急に何を言っとるのじゃ。結婚しようにも相手が──」

「だから、あんたと結婚したいって相手が現れたんだよ」

「はぁぁぁ───っ!?」

　さらに理解不能な話が出てきて、ガーネットは思わず叫んだ。

「いやいや、あり得んじゃろ！　ワシみたいな髭なしのチンチクリンを嫁に貰いたいとか、どんなド変態でもあり得んじゃろっ!?」

「言ってて悲しくないかい？」

　自分をこき下ろしてまで否定する娘を見て、母親は憐れん憫びんの表情を浮かべてしまう。

　他種族と比べてドワーフは髭の生える時期が早い。人間の男子は十五歳くらいからだが、ドワーフの場合は男女共に六歳くらいから生え始める。

　つまり、髭が全くないガーネットの顔は、ドワーフには六歳児よりも幼く感じられるのだ。

　しかも、身長や言動は年齢相応なため、それがよりアンバランスな印象を生み出してしまっている。

　人間の感覚でいえば、体は十七歳なのに顔だけ六歳の少女というのが近いだろう。

「とにかくあり得ん。お袋殿も悪い冗じよう談だんは腹肉だけにせいっ！」

「うるさいよ！　そんなに信じられないなら、直接本人に聞いてみな」

「なっ、ここに居おるのかっ!?」

　狼ろう狽ばいするガーネットを無視して、母親は工房の外に声をかける。

「トリフェンさん、来ておくれ」

「失礼します」

　渋しぶいバリトンボイスと共に、ドワーフの青年が現れる。

　その姿を見た瞬間、面食いではないガーネットですら思わす見み惚とれてしまった。

　黒曜石のように艶つややかな髪と髭、眼光は鷹たかのように鋭するどく、鼻は鷲わしのように高い。

　鋼はがねのような筋肉の上に、適度な贅ぜい肉にくという鎧をまとったその肉体は、理想のドワーフ体型であり、東方生まれのチドリが見れば、まるで力士のようだと賞賛しただろう。

「これはまた、何とも男前な」

「お褒ほめにあずかり光栄です」

　驚き固まるガーネットに向かって、トリフェンと呼ばれたその青年は優雅にお辞じ儀ぎを返す。

　無口で無愛想か、酒飲みでがさつな連中が多いドワーフの中で、彼の紳士的な態度は珍しく、また好印象でもあった。

「えーと、トリフェン氏といったか？」

「はい、バルツァー伯はく爵しやく家けの次男・トリフェンと申します」

「伯爵子息じゃとっ!?」

「北方の小さな片かた田舎いなかを治おさめる、名ばかりの伯爵ですが」

　またも驚愕してしまうガーネットに、トリフェンは謙けん遜そんの笑みを返す。

「曾そう祖そ父ふが五階級まで上り詰めた冒険者でして。引退後に帝国軍の将軍として活躍し、そのよしみで隠居先として小さな領地を貰っただけなのです」

「いやいや、実に立派な家柄ではないか」

　まさに冒険者ドリームの体現者である。先祖の事とはいえ誇ほこって当然、謙遜するのが嫌味なくらいであった。

「家柄で言えば、長い歴史を持つ鍛冶屋であり、現皇帝陛下とも深い繋がりを持つ、ガーネットさんの家とて同じでしょう？」

「いや、そうかもしれぬが……」

　それは父親であるレッドベリルの功績であり、不器用でナイフの一本すら打てないガーネットの手柄ではない。

　劣等感から顔を曇らせる彼女を見て、トリフェンは即座に話題を変えた。

「それにしても、ガーネットさんは話に聞いた通り可愛らしい」

「何を言っとるのじゃ。ワシはその、これじゃぞ？」

　どうせ知っている事だろうからと、ガーネットは少し躊ちゆう躇ちよしながらも付け髭を取る。

　しかし、現れた髭なしの童顔を目にしても、トリフェンの態度は変わらなかった。

「髭がなくても、いや髭がないからこそ、ガーネットさんは可愛らしい」

「お主、まさか幼女趣味の変態ではあるまいな？」

「はい」

「認めたじゃとっ!?」

「ですがご安心ください。幼女を愛するからこそ手を出さない、変態という名の伯爵子息です」

「自慢にならんわっ！」

　堂々とカミングアウトしてきたトリフェンに、ガーネットは思わず身分差も忘れてツッコミを入れてしまう。

　それを見て母親が怒鳴り声を上げた。

「あんた、将来の旦那に何をやってんだい！」

「こんな変態が旦那などまっぴら御ご免めんじゃ！」

「変態の何が悪いんだい」

「はぁ？」

　また突とつ拍ぴよう子しもない事を言い出したと、唖然とするガーネットに向かって、母親は懇こん々こんと言い聞かせる。

「あんたみたいな髭なしを、ちゃんと女として見てくれるドワーフ男が今まで何人いた？　一人もいなかっただろう？　なら変態でもいいじゃないか」

「いや、それは……」

「だいたい、ちょっと変態なくらいがなにさ。こんな男前で伯爵家の息子なんて良物件、髭ありの女だってそうそう捕まえられないんだよ！」

「…………」

　母親の言い分も正しいだけに、ガーネットは反論できずに黙り込んでしまう。

　そんな彼女に向かって、トリフェンは穏やかに語りかけた。

「伯爵家は兄が継ぐので、私は子爵としてその補佐に就つく事となるでしょう。ですが、貴方あなたを苦労させないだけの暮らしは保証します」

「ほら、こんなイイ男は帝都にだってそうはいないよ！」

　低姿勢ながらも自信満々に言い切るトリフェンに、母親は大喜びで太たい鼓こ判ばんを押す。

「う～む……」

　ガーネットは唸うなりながら、自慢の観察眼で伯爵子息の顔を窺うかがう。

　彼は噓うそを吐ついていない。ドワーフとしては少々変態趣味なだけで、悪意は欠片かけらも感じられなかった。

　実は詐さ欺ぎ師しだったり、妻を虐ぎやく待たいするような男であれば、仮にガーネットが見落としたとしても、両親が見抜いて事前に断っていただろう。

（お袋殿の言う通り、ワシにはもったいない話なのじゃろうな）

　ガーネットとてそれは分かっている。これが数ヶ月前の事であれば、突然の事に驚きつつも喜んで求婚を受け入れたであろう。

　問題は今、一年以内に終焉の魔神を倒さねば世界が滅びるという、重大な危機に直面している事であった。

「その、いくつか確認したいのじゃが構かまわぬか？」

「お好きなだけどうぞ」

　笑顔で促うながすトリフェンに、ガーネットは平静を装よそおって質問する。

「結婚を了解した場合、ワシはお主の故こ郷きように嫁とつぐのじゃよな？」

「はい、そうして頂きたいです。私では鍛冶屋を継げませんしね」

「式はいつ頃を予定しておるのじゃ？」

「今すぐにでも私と共に故郷へ行って、結婚式を挙あげて欲しいです」

「その、一年後とかでは駄目なのか？」

「交際期間を置きたいという事ですか？　それは構いませんが、私は数日中に故郷へ戻らなければならないので、仮に断る事になったとしても、一緒に来て貰いたいですね」

「う～む……」

　魔神の件を解決してから結婚、という選択肢は許されないらしい。

　顔をしかめるガーネットを見て、トリフェンは何やら悟さとった様子で口を開く。

「ひょっとして、冒険者の活動に未み練れんがあるのですか？」

「う、うむ、そうなのじゃ！」

「なるほど。私も曾祖父の話くらいしか知りませんが、深き迷宮での冒険はとても刺激的だと聞きますしね」

　活かつ路ろを見いだして目を輝かせるガーネットに、トリフェンも頷うなずいて同意を示す。

　だが、すぐに真剣な表情で否定を口にした。

「冒険者の仕事を貶おとしめるつもりはありませんが、愛する人が毎日命の危険に晒さらされるなんて、私にはとても耐たえられません。私の愛を受け入れてくれるのなら、今すぐ冒険者を辞めて欲しい」

「そうじゃよな……」

　至し極ごくまっとうな意見だけに、ガーネットは反論できずに項垂うなだれる。

　先日も消滅の危機に遭あったばかりなのだ。一年後に生きている保証もないのに、結婚を待ってくれなんて都合の良い事は言えない。

　結局、ガーネットはこの縁談を断るしかないのだ。

「あー、冒険者なんて粗そ忽こつ者ものを貴族の嫁に迎えてもよいのか？」

「何度も言ったように曾祖父が冒険者でしたから、両親や兄はむしろ喜びますよ」

「しかし、ワシに貴族の嫁が務つとまるとは思えんのじゃが」

「ご謙遜を。第七皇女殿下と親しい間柄で、帝城にも出入りしていた方なら、今さら恐れるものでもないでしょう？　それに私の故郷は田舎ですから、礼法に口うるさい者もいませんよ」

　穏おん便びんに断る口実を探してみたのだが、全く効果がなかった。

「そうじゃ、結婚してお主の故郷に嫁いだら、この家を継ぐ者がいなくなるではないかっ！」

　ガーネットはふと思い浮かんだ名案を叫ぶ。しかし──

「弟子の中から養子でも迎えればいいよ。それか、あんたの子供が成長して鍛冶屋になりたくなったら、こっちによこしてくれればいいさ」

　母親にあっさりと論破されてしまった。

「うぐっ……お袋殿はそんなにワシを結婚させたいのかっ！」

「当たり前だろう。娘の幸せを望まない親がどこにいるんだい」

　キレて叫ぶガーネットに、母親は真顔で言い返す。

　口うるさいし自分の価値観を押しつけてくるきらいはあるが、母親は本当に娘の事を思っているのだ。

　だからこそ、結婚して子供を生み、両親を安心させてやりたいという思いが、ガーネットを余よ計けいに悩ませるのだった。

（いっそ嫌な親であれば、ルーファのように割り切れたのじゃがな……）

　装備をほぼタダで用意して貰ったりと、今も世話になっている事も含めて、親子の関係は断ち切りたくない。

　そう悩み続けるガーネットに向かって、母親がここぞとばかりに不満をぶつけてくる。

「だいたい、姫様と一緒に冒険者ゴッコを始めた事だって、私は反対だったんだからね！　親友の助けになりたいって気持ちは立派だけど、親友だからこそ危険な真ま似ねは止めろって、説得するべきだったんじゃないかい？」

（あぁー、もぉぉぉ───っ！）

　母親の説教を受けながら、ガーネットは心の中で頭を掻かき毟むしる。

　両親には終焉の魔神の事を話していない。余計な心配をさせたくないし、下手に首を突っ込まれると困るからだ。

　無口な父親の方はともかく、口の軽い母親が近所に言いふらして、いらぬ混乱を引き起こしてしまったら、いくら皇帝と懇こん意いの鍛冶屋といえども、口封じに消されかねない。

　だから話せないのだが、そのせいでトリフェンの求婚を断るに相応しい理由を示せなかった。

（くっ、こうなれば親父殿に頼るしかっ！）

　まるでどこかのドアホウが、困って彼女にすがりつく時のような反応だったが、ガーネットは気にせず父親に助けを求める。

　すると、レッドベリルは妻の肩を叩いて説教を止めさせた。

「……ん」

「『あの子にも考えがあるのだから、好きにさせてやりなさい』だって？　何を言ってんだい、あんたは娘が遠くに嫁ぐのが寂さびしいだけじゃないか」

「……ん」

「『違う。親が押しつけた相手ではなく、好きな人と添そい遂とげさせてやりたいだけだ』だって？　何を甘っちょろい事を言ってんだい。この子が好きになって、この子を好きになってくれるなんて、そんな都合の良い相手がどこに転がってるのさ」

「…………」

「だいたい、私とあんただってお見合い結婚だったけど、上手くやってきたじゃないか。『恋は焼けた鉄のようにすぐ冷めるが、二人で鍛え上げた愛情という剣は、何十年経たっても錆さび付つかない』ってプロポーズの台詞せりふは噓だったのかい？」

「……ん」

「『噓じゃない、愛している』って、馬鹿だね、照れるじゃないか！」

「茶番なら余所でやってくれんか？」

　自分達を放置して惚気のろけ始めた両親に、ガーネットは白けた顔でツッコミを入れる。

　それを受けた母親は、慌あわてて咳せき払ばらいをして誤魔化しつつ、話題を元に戻してきた。

「とにかく、トリフェンさんほどイイ男なんて絶対に見つからないんだから、冒険者なんて辞めてさっさと結婚しなさい！」

「いや、ワシは──」

「断るってんなら、私達はともかく、トリフェンさんを納得させる理由を言いなっ！」

　曖あい昧まいに断ろうとしたガーネットに、母親が怖い顔で迫ってくる。

　結局、問題はそこに行き着く。髭なしでドワーフ女としては失格の彼女を、本気で嫁に欲しいと言ってくれた相手を拒こばむのだ。人として誠意を見せねばならない。

　しかし、世界の危機という真実は話せない。

　相反する事情に挟まれ、混乱の極きわみに至いたったガーネットは、父親の発言が頭の片隅に残っていたのか、気がつけば半分自や棄けになって叫び返していた。

「こ、恋人が、好き合っている恋人がおるのじゃっ！」
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「──というわけで、両親とトリフェン氏を諦あきらめさせるために、ワシの恋人のふりをして欲しいのじゃ」

　ガーネットは長い説明を終えて、深々と溜息を吐いた。

　なんだ、そういう事情があったのか。恋人になって欲しいなんて急に言い出すから、ビックリして心臓が口から飛び出るかと思った。

　納得する僕の横で、ルーファも安あん堵どして胸を撫で下ろす。

「よかった。ガーネットを殺して私も死のうかと、本気で悩んでしまいました」

「お主が言うと冗談に聞こえぬぞ」

「……冗談ですよ？」

「その間はなんじゃ！」

　能のう面めんのような顔で呟つぶやくルーファを見て、ガーネットは怯えて背を震わせる。

　無理心中まで考えるなんて、まさか、二人は親友として好きなんじゃなくて、同性として愛し合っていたのかっ!?

「そのおぞましい妄想を捨てぬと、空からっぽの頭をペーストにして食らうぞ？」

　僕の思考を読んだガーネットが、キレてメイスを振りかぶる。だ、大丈夫、まだ彼女の腕力ではこの漆しつ黒こく兜かぶとを潰つぶせないはず！

　本気で怒られてしまい、慌てて頭を下げる僕を余所に、ルーファが思案顔で口を開いた。

「しかし、アルバ様を恋人役にですか。個人的な感情は抜きにしても、向いていないのではありませんか？」

　うん、ルーファの言う通りだ。僕にそんな難しい演技ができるとは思えない。

　そう告げると、ガーネットは難しい表情で首を横に振った。

「ワシも同感じゃが他に適てき役やくがおらん。役者に頼んで演技をさせても、親父殿達にそれと見抜かれてしまうのがオチじゃ」

　なるほど。ご両親もガーネット並の観察眼があるなら、噓で騙だますのは不可能なのか。でもそれだと、僕でも無理ではないだろうか？

　そう首を捻ひねる僕に、ガーネットが真剣な表情で問いかけてくる。

「アルバよ、ワシの事が好きか？」

「好きだ」

「……そう言われるのを期待していたのじゃが、少しは躊躇せぬか」

　聞かれたから素直に答えたのに、困り顔で叱られてしまった。理り不ふ尽じんである。

　あと、ルーファが急に険けわしい顔で歯ぎしりを始めたのが怖い。

「ワシもお主の事が好きじゃ。それは仲間としての信頼であり、男女の愛情ではないが、好意を抱いておるのは間違いない。じゃから、赤の他人よりは噓と見抜かれぬじゃろう」

「なるほど」

　納得して思わず頷く。「上手な噓は九割の真実に一割の噓を混ぜる」と聞くが、それと同じ事なのか。

　僕とガーネットが恋人関係というのは噓でも、好意は偽いつわりなく本物だし、何より冒険者を辞めて欲しくないと強く思っている。その熱意を伝えれば、ご両親や相手の人も話を信じて、縁えん談だんを諦めてくれるかもしれない。

「そういう事じゃ。ワシの都合に巻き込んで悪いが、協力しては貰えぬか？」

「分かった」

　頭を下げて頼み込んでくるガーネットに、僕は迷わず頷き返す。

　むしろ、世界を救うためとはいえ、良い縁談を断らせてしまって、こちらの方が申し訳ない気分だ。

「ルーファもよいか？」

「聞くまでもないでしょう？　貴方がいなくなったら誰が私の暴走を止めるのです」

「自覚があるのなら自重せぬか」

　冗談を言って笑うルーファに、ガーネットも笑顔でツッコミを入れる。

　うん、やっぱりこの二人が揃そろっていないと、僕達の冒険は始まらない。

「それで、ご両親の説得はいつ行うのですか？」

「今日か明日には相手を連れて来いと言われておるのう」

「では明日にしましょう。怪しまれるかもしれませんが、打ち合わせの時間が欲しいですし」

　ルーファはそう言うと、自分の部屋に戻って紙とペンを持ってきて、ガーネットの両親に向けて手紙をしたためた。

「それはそうと、今日の探索はどうしますか？　悩み事を抱えたままでは、注意力が散漫になって危険ですし、休んでも構いませんが」

　ルーファはそう探索の中止を提案するが、ガーネットは首を横に振った。

「いや、二日も連続で休むのは時間の無駄じゃろう。それに悩みすぎてちとイライラしておったから、魔物をすっ飛ばして鬱うつ憤ぷんを晴らしたいのじゃ」

　ガーネットはそう言ってメイスを手に立ち上がる。八つ当たりの的まとにされる魔物達には少し同情してしまう。

　そうして、飛ひ脚きやくに銀貨五枚で手紙を頼むと、僕達は迷宮に潜って魔物退治をしてから、明日に備えて話し合いをするのだった。
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　翌日、僕とガーネットは馬車に乗って、彼女の両親と縁談相手に会いに向かった。

　まずは六番地にある南門を通って、普通の人達が暮らす八区へと入るのだが、商人や旅人が平然と門を通り過ぎるなか、僕達を乗せた馬車は命じるまでもなく、門の横に停車する。

　そして、門番さんが駆け寄って馬車の扉を開けてきた。

「冒険者の方々ですね。冒険者カードと通行許可証の提示をお願い致します」

　門番さんは僕を見て一瞬驚いた顔をしたが、すぐ職務に忠実な役人の顔に戻って告げてくる。

　僕が初めて帝都に来た時も言われたのだが、冒険者が九区より内側に入るのには許可証がいる。霊気という強大な力を使って、悪事を働かれては堪たまらないからだ。

「ほれ」

　まずはガーネットが二枚のカードを差し出す。

「ガーネット・ラーリウス様ですね。通行許可証の方も問題ありません」

　門番さんは確認したカードを返すと、今度はこちらに視線を向けてくる。

　僕は慌てず冒険者カードを差し出しながら、ルーファに教わった台詞を告げた。

「当日の通行許可証が欲しい」

「分かりました。暫しばらくお待ち下さい」

　門番さんはそう言うと、僕の冒険者カードを持ったまま、城門横の詰め所へと入っていった。

　それから少しして、白いカードを持って戻ってくる。

「アルバ・イ・ラプセル様は三階級なので、金貨六十枚になります」

　事前に聞いていたので文句はないが、それにしても高い。

　まぁ、あまり安いと冒険者が簡単に出入りできてしまうから、治ち安あん維い持じのために高価な金額をふっかけて、遠ざけておきたいのだろう。

　しかし、守護者のメダルを見せたわけでもないのに、どうして僕の階級を知っているのだろうか？

「帝国銀行などから得られた情報が、各所に伝えられておるのじゃろ」

　僕の疑問を読んでガーネットが答えてくれる。なるほど、それを確認するのもあって、一度詰め所に戻ったのか。

　納得しながら金貨の入った袋を差し出すと、門番さんはしっかり枚数を確認してから、白い通行証と冒険者カードを渡してくれた。

「このカードで六区までは出入りが自由です。五区より先には特別な許可がないと進めません」

　目的地は六区にあるから構わないけれど、五区から先って何があるんだっけ？

　視線で問いかけると、ガーネットがまた察して教えてくれた。

「五区は金持ちが住んどる。一般人が住めるのはそこまでじゃ。四区から先は隊長級の軍人や貴族、皇族の住居となっておるから、招まねかれなければ一般人は入れん」

　なるほど、僕がマイホームを建てられるのは五区までか。帝都の内側に入る機会なんて滅めつ多たにないし、できれば見学してみたかったな。

　そんな事を考える僕に、門番さんはさらに注意事項を告げてくる。

「今夜の八時、城門が閉まるまでにここへ戻って、通行許可証を返却してください。それが果たされなかった場合、高額の罰金を科かせられるか、冒険者の許可を剝はく奪だつされて、帝都から永久追放される可能性もあります」

「えっ!?」

　予想以上の重い罰に、僕は驚いて声を上げてしまう。

　それだけ冒険者の犯罪を警戒しているという事か。ひょっとしたら過去に重大な事件が起きて、規制が強化されたのかもしれない。

「あと言うのが遅れましたが、武器の持ち込みは別途許可が必要です。武器をお持ちではありませんか？」

　門番さんに尋ねられたので、僕は軽く体を捻ってナイフ一本身に付けていない事を示す。

　これも事前にルーファから聞いていたので、大剣は彼女の元に預あずけておいたのだ。

　しかし、鎧は着たままで構わないのだろうか？

「下手に私服で入られるよりは、一目で冒険者と分かるから都合が良いのじゃろう」

　ガーネットがまたまた僕の疑問を察して答えてくれた。確かに冒険者と分かれば、普通の人は警戒して近づいてこないだろうし、無用なトラブルを減らせるだろう。

　納得する僕を見て、門番さんが馬車の扉に手をかける。

「説明は以上です。それでは、節せつ度どある良い休日を」

　そう言って扉が閉められると、馬車がゆっくりと動き出して、城門を潜くぐって八区へと入っていく。

　途端、九区とはまるで違う景色が目に飛び込んできた。

　木造の高い家が所ところ狭せましと建ち並んでいるので、道は広いのに空が狭い。土地が余あまって広々としている九区と比べると、まさに都会といった感じで胸が躍る。

　ただ、僕が一番驚いたのは、石いし畳だたみの歩道を楽しそうに駆かける子供達の姿だった。

（そういえば、九区には子供がいなかったな）

　ドワーフみたいに小柄な種族はいたし、年齢を誤魔化していそうなほど若い冒険者も見かけたが、親と暮らす子供らしい子供はいなかった。

（やっぱり、普通の街とは違ったんだな）

　慣れて感覚が麻ま痺ひしていたけれど、九区は冒険者という武装した超人が平然と闊かつ歩ぽする、世間的に見れば異常な場所だったのだ。

　それを卑ひ下げするわけではないけれど、こうして普通の街並みを見た後だと、改めて自分達が他の人達とは違う、隔かく離りされた存在だと感じられて、少し寂しくなってしまう。

　こんな事ではマイホームを建てたとしても、ご近所さんと仲良くできるのだろうか？

「何じゃ、捨てられた犬のような顔をしおって」

　落ち込む僕を見て、ガーネットが呆あきれ顔がおで溜息を吐く。フルフェイスの兜で顔は見えないはずなのに……まさか、読心だけでなく透とう視しの超能力までっ!?

「アホウ、そんな顔をしている雰囲気だったというだけじゃ。それで、何を悩んでいるのじゃ？」

「実は──」

　この際なのでマイホームの事も含めて相談してみた。

　すると、ガーネットは何な故ぜか疲れた顔で頭を抱えてしまった。

「一国一城とは、やはりそちらの意味じゃよな……」

「うん？」

「いや、気にするでない。ルーファとて薄うす々うす勘かんづいておる事じゃろうしのう。それで帝都の内側に住むという話じゃが、まぁ色々と難しいじゃろうな」

　やっぱりそうなのか。お金の事ばかり心配していたけれど、まさかこんな方向から問題が出てくるなんて……。

「ワシは帝都生まれの帝都育ちで、ご近所さんは皆顔見知りじゃから、冒険者となっても怖がられた覚えはないのじゃが、見ず知らずの元冒険者が近所に住み着いたら、住人は不安を覚えるのが普通じゃろう。何せ一般人など指一本で殺せる化け物じゃからな」

　もちろん、僕はそんな犯罪をしでかす気はないのだけれど、それを目に見える形で証明する事はできない。

「自分より強い者を恐れて遠ざかろうというのは、生物として正しい本能じゃ。ワシとて時々お主が怖くなるというのに、一般人がお主に怯えるなという方が無理じゃろう？」

　ガーネットはそう言って意地悪に笑う。

　遠慮なくツッコミを入れてきたり、怒って漆黒鎧をピンクに塗ぬろうとする彼女が、僕を怖がっているとは到とう底てい思えない。いや、嬉しい事だけど。

「帝都の内側に住んでいる元冒険者は、軍人や貴族になるか、もしくは稼かせいだ大金で豪邸を建てるかして、五区以内に住んでおるのがほとんどじゃ。それは一般人に迷惑を掛けぬよう、隔離した結果なのじゃろうな」

　そうか、軍人になるか多額の寄付をしないと帝都の中に住めないのは、住む場所を分けるためでもあったのか。

　しかし、自由なはずの冒険者が、冒険の最中は九区に隔離され、冒険を止めても五区から先に隔離されるって何だか皮肉だな。

「自由とは己おのれの意思で選択し、その責任を背負うという事であって、あらゆる束縛を拒む事でも、何をしても許されるという事でもあるまい」

「なるほど」

　真面目な顔で告げるガーネットに、僕は深く頷き返す。

　そもそも、本気で何にも束縛されたくないのなら、家や国、さらには友人や恋人といったものすら、何一つ持つべきではないのだろう。

　けれど、それはとても空くう虚きよな生き方だと思う。

　爺じいちゃんも言っていた、「浮気をするなら結婚するなと言うが、結婚という束縛があるからこそ、浮気という解放の味が増すのだ」と。

　……うん、最低の理屈だ。爺ちゃんの事は尊敬しているけれど、こういう所は絶対に真似しないように気をつけよう。

　そう決意を固める僕を見て、ガーネットが呆れた顔をする。

「また何ぞ変な事を考えておるな」

　あれっ？　いつも超能力者みたく僕の思考を読んでくるわりにはキレが悪い。

　そう不思議に思っていると、ガーネットが溜息を吐いて答えた。

「ワシはお主の視線や仕草から、思っている事をそれとなく察しておるだけで、心の声を聞いているわけではないからのう。ワシの知らん事は知りようがないぞ」

　そういうものなのか。じゃあ試ためしに、僕の爺ちゃんと婆ばあちゃんの名前は分かる？

「誰かの名を尋ねておるようじゃが、知らん者の事は答えようがないぞ」

　ガーネットはそう言って苦笑した。そこまで読める時点で、やっぱり超能力者にしか思えないのだけど、何でも分かるわけではないのか。

　納得して頷く僕に、ガーネットはふと真面目な顔になって告げる。

「ワシはともかく銀行の化け物女なんぞは、おそらく人の心を読む魔術を使っておるから、下手な事は考えぬ方がよいぞ」

　あぁ、元六階級の女性行員さんね。お客さんの顔と名前を魔術で全行員に覚えさせるとか、脳に悪影響がありそうな怖い真似を平然としているくらいだし、防犯のために相手の心を読むくらいは普通にやっていそうだ。

「他にも蒐しゆう集しゆう会かいのアイビス嬢とか、六階級の魔術師ならば心を読めるじゃろうな。迷宮に潜っている時ならばともかく、普段のお主は隙すきだらけじゃからのう」

　心外だな。暗殺剣である黒くろ陰かげ流りゆうの修行で、いつ襲われても反撃できる警戒心を身に付けているというのに。

　そう告げると、ガーネットは残念そうに首を横に振った。

「魔物のような敵に限れば、お主の言う通りじゃろう。じゃが、一度でも言葉を交わして気を許した相手には隙だらけじゃ。エクレアにまんまと剣を奪うばわれ、白角熊スロウスの部屋に突き飛ばされた一件、よもや忘れてはおるまいな？」

　うっ、それを言われると辛つらい。

「お主が何を秘密にしておるのかは知らぬが、仲間であるワシらにすら明かせぬのじゃから、身の危険に関わる大事なのじゃろう。人に悟られぬよう努ゆめ々ゆめ気をつけよ」

　ガーネットはそう言って話を締めくくった。

　彼女の言う通り、今後はもっと注意しよう。しかし、ガーネット達って僕が妖精フエアリーとの交雑種ハイブリツドだと気がついてたんじゃなかったっけ？

　だからルーファが「素顔で出歩くのを控ひかえて頂けますか」と言ったんじゃ……あれれ？

　気がついていなかったのなら、「人前で兜を取るな」なんて幼おさな馴な染じみと似たような事を、どうして僕に言ったんだろう？

「何を考えておるのかは知らんが、どうせ底抜けにドアホウな勘違いをしている事は分かるのじゃ」

　混乱して頭を抱える僕を見て、ガーネットは呆れ果てた顔で吐き捨てる。酷い、僕はこんなにも真剣に悩んでいるのにっ！

　そう抗議の声を上げようとした瞬間、御ぎよ者しや台だいから声がかけられた。

「お客さん、そろそろ目的地に着きますよ」

「むっ、もう着くのか」

　両親と縁談相手の説得という、本来の目的を忘れて話し込んでしまったと、ガーネットは反省した様子で付け髭を撫でる。

　まぁ、詳くわしい打ち合わせは昨日の内に済すませたし、きっと大丈夫だよ！

「そう上手くいくとよいがのう。しかし──」

　馬車がゆっくりと止まり、扉を開けて歩道に下り立ったガーネットは、心底不思議そうに首を傾げる。

「何故こんな所に呼び出したのかのう？」

　昨日の夕方、迷宮から戻ってルーファの部屋で打ち合わせをしていると、飛脚が朝送った手紙の返信を持ってきた。

　差出人はガーネットの縁談相手・トリフェンさんで、話し合いをする場所と時間が書かれており、それに従って僕達はここに来たのだけれど──

「お城？」

　目の前にそびえる、まるでお城のように立派な建物を見上げて、僕も困惑してしまう。

　そんな僕達を見て、馬車の御者さんが笑って説明してくれた。

「お客さん、知らなかったのかい？　ここは六区でも一番の高級料理店として名高い『黄金の獅子亭』だよ」

「えっ!?」

「ほら、すぐそこに五区へと続く城門が見えるだろう？　あの先に住むお金持ちやお貴族様が食べに来るくらい、私ら一般人には縁えんのない高級店なのさ」

　御者さんが指さす方に目を向けてみれば、確かに城門が目と鼻の先にあった。それだけでもここが六区の一等地であり、目の前のお店が凄すごい所なのだと分かってしまう。

「実力のある冒険者ともなれば、こんな高いお店に呼ばれるのですな。いやー、羨うらやましい」

　御者さんはそう愛想笑いを浮かべると、馬車を走らせ去っていった。

「ど、どどどしようっ!?」

　僕は声も手も震わせて、ガーネットの小柄な体にすがりつく。

　多少は都会に慣れてきたといっても、田舎育ちの僕にこんな高級料理店なんてハードルが高すぎる。テーブルマナーとか分からないよっ!?

　というか、鎧姿で入っていいの？　絶対にドレスコードとかあるお店だよねっ!?

　そんな怯える僕を見て、ガーネットはまた呆れた顔をする。

「どんな貴族よりも高価な物を着ておるくせに情けないのう。どのみち飯が目的で来たわけではないのじゃから、恥を掻くのが嫌だというのなら、手を出さず大人しく座っておればよかろう」

　美お味いしそうな高級料理を前にただ座っていろって、新手の拷ごう問もんかな？　しかし、ガーネットは何でそんなに平気そうなの？

「いや、ワシはルーファに付き合わされて、この手の店には何度も来た事があるからのう」

　そうだ、ガーネットって第七皇女の親友という、セレブなお嬢様だったんだ。

　伯爵子息に求婚されるくらいだし、テーブルマナーも完璧なのだろう。

「ワシ自身は鍛冶屋の娘に過ぎぬのじゃがな。ほれ、突っ立っておらんで行くぞ」

　ガーネットは怯える僕の背中を押して、黄金の獅子亭に入って行く。

「いらっしゃいませ」

　煌きらびやかな店内に足を踏み入れた途端、黒服の男性給仕が出迎えてくれる。

　彼は鎧姿の僕を見ても非難したりせず、穏やかな笑みを浮かべた。

「ガーネット様とそのお連れ様ですね。最上階の個室でトリフェン様がお待ちです」

　そう言って、上の階へと続く階段に案内してくれる。

　僕は床に敷かれた高そうな絨じゆう毯たんを汚さないように、おっかなびっくり彼の後についていく。

　そして、三階にある部屋へと案内された。

「こちらでございます」

　給仕さんが扉を開けてくれた先では、二人の人物が席に着いて僕らを待っていた。

　一人は黒い髭の青年ドワーフ。彼が縁談相手のトリフェンさんだろう。

　ただ、もう一人は髭があるものの背が高く、どう見ても人間の中年男性だった。ガーネットのお父さんじゃないよね？

「誰じゃ？」

　戸と惑まどう僕の横で、ガーネットも驚いて首を傾げる。

　それからハッと気がついて、トリフェンさんの元に歩み寄って頭を下げた。

「お待たせして申し訳ないのじゃ」

「いえ、私達の方が時間より早く来ていただけですから、お気になさらず」

「かたじけない。ところで、そちらの方はどなたじゃろうか？」

　ガーネットの視線を受けて、中年男性は立ち上がって自ら名乗った。

「私はレッドベリルの友人でギラッフェ伯爵という。トリフェンを貴方の夫にと紹介したのが他ならぬ私なのだ。縁談を断る理由を聞かせて欲しくて、こうして同席させて頂いた」

「あぁ、そうじゃったのか」

　ガーネットは納得しながら、ギラッフェ伯爵の姿を改めて眺めた。

　年齢は五十代中盤くらいだろうか？　ドワーフではないが茶色い髭を蓄えており、とても落ち着いた感じで威い厳げんに溢あふれている。

　ただ、大きめの豪華な服で誤魔化しているけれど、背が高くて体格も良いので、老いた印象は全くない。肉体だけなら三十代くらいにも感じられた。

　あと、抑えているようだけれど、全身から強い霊気の流れを感じる。きっと元冒険者の貴族なのだろう。

　そう観察する僕の横で、ガーネットがまた不思議そうに首を傾げる。

「親父殿の友人じゃし、どこかで顔を合わせたじゃろうか？」

「いや、会うのはこれが初めてだ」

「そうじゃよな。しかし……」

「立ち話もなんだ、まずは座ろうか」

　納得がいかない顔で考え込むガーネットに、ギラッフェ伯爵はテーブルに着くよう告げた。

　僕達はそれに従って、彼らと向かい合って椅子に座る。

　そうして、まずはトリフェンさんが口を開いた。

「ガーネットさん、未練がましいと思われるでしょうが、もう一度だけ言わせてください。私と結婚してくれませんか？」

　とても真剣な愛の告白に、ガーネットも真面目な顔で答える。

「申し訳ないが答えは変わらぬ。ワシにはこの通り、惚ほれた男がいるでのう」

　ガーネットはそう言って僕の腕に抱きついてきた。演技だと分かっていてもちょっと照れる。

　そんな僕に対して、トリフェンさんは一見穏やかながらも、奥に鋭さを秘めた視線を向けてきた。

「貴方がガーネットさんの恋人なのですね？」

「あぁ」

「名をアルバと言う。共にパーティーを組んで冒険するうちに、気がつけば惹ひかれ合あっておったのじゃ」

　僕に代わってガーネットが説明してくれる。警戒していた彼女の両親がいなくて安心したのか、噓もスラスラと淀よどみがない。

　それを疑っているのか、トリフェンさんは僕を胡う乱ろんげに見つめてきた。

「アルバさん、何か理由があるのかもしれませんが、まずは顔を見せて頂けませんか」

「…………」

　僕は答えられず黙り込む。いや、縁談を断るために連れてきた相手が、兜で顔を隠している方が失礼だと分かっているのだけれど、「素顔で出歩かない」ってルーファと約束しているから……。

　困ってガーネットの方を窺うと、彼女は視線で「頼む」と告げてきた。

　なので、僕は心の中でルーファに謝りつつ、兜を両手で摑つかみゆっくりと脱いだ。

「人間の男性でしたか」

　現れた僕の素顔を見て、トリフェンさんは少し驚いたように呟く。

　まさかエルフの女性が入っているとでも思ったのだろうか？　確かにガーネットが一番好きな人はそうだけれども。

　だから違うと何度言わせるのじゃ──という視線がガーネットから飛んでくるなか、トリフェンさんが改めて僕に尋ねてきた。

「アルバさん、人間の貴方がドワーフのガーネットさんを本当に愛しているのですか？」

「あぁ」

「なら、ガーネットさんの好きな所を言ってみてください」

「小柄で可愛らしい。赤い髪が綺麗だ。親友想いで、いつも気を遣つかってくれて、母親のように包容力がある」

　質問に対して僕はあっさりと答える。すると、トリフェンさんは感心した様子で頷いた。

「なるほど、見る目がある方のようだ」

「貴方の方こそ」

　僕は本心から賞賛を返す。ドワーフの男性は髭が生えていないというだけで、ガーネットを大人の女性扱いしてこなかったようだけれど、この人は違う。ちゃんと彼女の魅み力りよくに目を向けているのだ。

　分かり合って穏やかに見つめ合う僕達を余所に、ガーネットは両手で顔を覆ってうつむいてしまう。

「肝かん心じんな事は話さぬくせに、どうして余計な事に限って口が軽いのじゃ……」

「ガーネット？」

「何でもないわっ！」

　心配して顔を覗き込んだら、真まっ赤かな顔で怒鳴り返されてしまった。恋人のフリをしている最中なのに、喧嘩するような真似をしちゃ駄目だよ？

　そんな無言の訴えが届いたらしく、彼女は悔しそうに歯ぎしりを堪え、引きつった笑みを浮かべてトリフェンさんを見た。

「これで分かったじゃろう。見ての通りワシとアルバは相思相愛なのじゃ。悪いが諦めてくれるな？」

　その問いに対して、トリフェンさんは真剣な顔で頷いてから首を横に振った。

「確かに、お二人が好き合っている事は理解しました。けれども、はたして結婚して幸せになれるのでしょうか？」

「何じゃとっ!?」

　驚くガーネットから視線を外して、トリフェンさんは再び僕の目を見つめてくる。

「アルバさん、貴方はガーネットさんと結婚した後、どのような生活を送っていくのか、将来の設計ができているのですか？」

「それは……」

　マ、マズい。恋人になった経けい緯いとかはともかく、結婚後の事なんて打ち合わせしてきてないよっ!?

　動揺して答えられない僕に、トリフェンさんは矢継ぎ早に問いかけてくる。

「今は冒険者をなされているようですが、結婚するとなれば危険な仕事を続けるわけにはいかないでしょう。引退した後はどうなされるのですか？　稼いだお金を元手に商売でも？　それとも帝国軍に仕官なさいますか？」

「…………」

「何も考えておられなかった？　貴方一人の人生ならばそれも良いのでしょう。私も男ですから刹せつ那な的てきな生き方への憧あこがれは分かります。ですが、愛する人と結婚して家庭を持つのならば、住む家から生計の手段まで、しっかりと将来の設計を練ねっておくべきではありませんか？」

　トリフェンさんの指摘が胸に刺さって、僕は全く言い返せない。

　ガーネットとの事はあくまで演技にすぎないし、誰かと結婚なんて想像もつかないけれど、僕の夢──都会の一等地にマイホームを建てた後の事を、何も考えていなかったと気づかされてしまったからだ。

（そうだよね、家を建てて終わりじゃないのに……）

　いつからか、ひょっとすると最初から、僕は『家を建てる』という目標に目を奪われて、『何のために家を建てるのか』という目的を見失っていたのだろう。

　落ち込む僕に対して、トリフェンさんは同情的な表情を浮かべながらも、厳しい言葉を吐き続けた。

「愛のない結婚は不幸を招くのでしょうが、愛だけの結婚も幸福を招くとは思えません。ガーネットさんに対する貴方の想いは疑いませんが、夫としての資質には疑問が残ります」

「…………」

「私は田舎者ですが貴族です。家も地位も富もある。そして何より、ガーネットさんと同じドワーフです。人間の貴方よりもきっと彼女を幸せにできるでしょう」

「えっ？」

　どうして種族の話が出るのだと、困惑する僕に向かって、トリフェンさんは硬い表情で告げる。

「これを口にするのは卑ひ怯きようだと分かっています。ですが、やはり人間とドワーフは違うのです。緑鬼人オークや蜥蜴人リザードマンほどではないにせよ、文化や生活習慣が異なり、どうしても違和感や軋あつ轢れきが生まれてしまうのです」

　それはあるだろう。例えば髭に対する美び醜しゆうの感覚とか。

　他にはパッと思いつかないけれど、それはガーネットがあまりドワーフっぽくないし、僕に気を遣ってくれていたお陰で、一般的なドワーフと共に過ごせば、色々と違う点が見えてくるのだろう。

「貴方達二人だけならば、多少の齟そ齬ごは愛情で乗り越えていけるでしょう。けれども、結婚は二人だけの問題ではないのです。お二人の家族、親戚、友人とも末永くお付き合いしなければなりません。アルバさん、人間の貴方がドワーフの方々と馴染めますか？」

「それは……」

　答えられない。仮にそうなったら頑張るけれども、上手くやれるなんて断言できる自信は欠片もない。

　また黙り込んでしまう僕に向かって、トリフェンさんは思わぬ単語を口にした。

「種族の違いは結婚だけでなくその先、子供が生まれた時にこそ問題となります。『交雑種』という存在は貴方も知っているでしょう？」

「──っ!?」

　もちろん知っている。だって、僕自身がその交雑種なのだから。

　驚きながらも頷く僕に、トリフェンさんは硬い表情で語った。

「異ことなる種族の間に子供が生まれた場合、基本的にはどちらか片親の種族になります。ですが極ごく々ごく稀まれに、両親の特徴を併あわせ持もって生まれてくる子供がいます。それが交雑種なのですが、彼らは必ずしも幸せな存在とは言えません」

　その言い分には反論したい。僕は爺ちゃんや婆ちゃん、幼馴染みや他の妖精達に囲まれて育って、本当に幸せだったのだ。

　けれども、珍しい交雑種であるために、人間の両親と離れて育った事を、寂しいと思わなかったわけではない。

「貴方とガーネットさんの間に交雑種が生まれた場合、人間ではないため人間社会に馴染めず、ドワーフではないためドワーフ社会にも馴染めない、そんな辛い思いをするのではないでしょうか？」

「人間にもドワーフにも馴染んで、両者の架かけ橋はしになれるとは思わぬのか？」

　トリフェンさんの悲観的な意見に、ガーネットが強気に言い返す。

　両者の架け橋か……人間と妖精の関係を改善し、婆ちゃん達を説得して島にかけられた結界を解いて、両者が仲良く交流可能になったら素晴らしいとは思うけれど、僕にはできる気がしない。

　そんな僕の悩みはともかく、トリフェンさんは苦笑して少し話題を変えた。

「交雑種のように稀な件は別にしても、生まれてくる子供の種族による悩みは尽きないでしょう。人間だったら母親と違い、ドワーフだったら父親と種族が違うのです。それは子供にとっても親にとっても、決して無視できない壁になるでしょう」

　それは気にするほど大きな壁なのだろうか？　首を捻る僕に、トリフェンさんはまたも思いがけない事を口にした。

「現皇帝ジュラーフ様とその第七皇女ルーファ様の間にも、種族の違いによる壁があると聞きます」

「なっ!?」

　まさかここでルーファの名前が出るとは思わず、驚いて声を上げる僕を余所に、トリフェンさんは隣に座ったギラッフェ伯爵の顔をチラリと窺った。

　皇帝一家の赤せき裸ら々らな内情を話すなんて、不ふ敬けいだと怒られないか不安を抱いたのだろう。

　だが、ギラッフェ伯爵が黙って頷いたので、トリフェンさんは改めて話し始めた。

「皇帝陛下と第五婦人・フォフィア様の間に生まれたルーファ様は、ご存じの通りエルフでした。ただエルフというだけで差別してくる人間至上主義の貴族は多く、大変な苦労をなされた事でしょう」

　そう言ってトリフェンさんは顔を曇らせる。ドワーフの伯爵子息である彼自身、いわれのない差別を受けてきたのだろう。

「ただ、親子の間で一番の問題となったのは、世間の風評などではなく、人間とエルフの間で決定的に異なる『寿命』に違いありません」

「寿命……」

　普段はあまり意識していなかったけれど、僕達とルーファの間には決定的な時間の差があるのだ。

「一般的なエルフの寿命は三百年とも四百年とも聞きます。表に性質の表れる交雑種ではないといえ、人間の血を半分引いている事や、深い森の奥ではなく大都市で育った事によって、多少の影響は受けるかもしれませんが、それでもルーファ様は二百年以上の時を生きられるのでしょう」

　百年も生きられない僕では、ルーファの人生を半分も共に過ごせないのか。

　急に寂しくなってうつむく僕に、トリフェンさんも暗い顔になって告げる。

「子供より先に死ぬのが親の定めとはいえ、自分の何倍も長く生きて、皇帝の血を引くエルフとして、周囲から辛い扱いを百年以上も受け続ける娘に対して、皇帝陛下がどれほど罪悪感に胸を痛めた事か……」

　あれ？　ルーファ本人の話によると、終焉の魔神を信じてくれなかったクソ親父って評価で、あまり良い父親という感じがしなかったのだけれど、他の人から見ると違うのだろうか。

　困惑して隣のガーネットを窺うと、彼女も微妙な表情をしている。ずっとルーファの友達として彼女の側に立ってきたから、第三者として公正な評価がし辛づらいのだろう。

「皇帝陛下の例ほど顕けん著ちよではなくとも、貴方とガーネットさんの間に生まれた子供もまた、種族の壁によって大いに悩まされるでしょう。異種族差別と罵ののしられるかもしれませんが、やはり人間は人間と、ドワーフはドワーフと結婚するべきだと思いませんか？」

　これで自分の言いたかった事は終わりだと、トリフェンさんは口を閉じて、僕達に答えを求めてくる。

　これ、何と答えればいいんだろう？　『愛があればどんな壁も乗り越えられる』なんて言うのは簡単だけれど、何の根拠もない口先だけの言葉では、彼を納得させられるとは思えない。

　僕が何も言い返せず黙り込んでいると、隣のガーネットが深い溜息の後に呟いた。

「ワシは人間との交雑種だと疑われた事がある」

「えっ!?」

「根も葉もない虚きよ言げんじゃ。名工と名高い親父殿を妬ねたんだ連中のな」

　驚く僕に向かって、ガーネットはそう念を押しながら付け髭を外す。

「しかし、ワシはこの通りじゃろう？　『髭がないドワーフなどドワーフではない。人間との不ふ義ぎで生まれた交雑種に違いない』と、心ない事を囁ささやく奴らがおってのう。親が言うのを聞いた子供が、深い意味も知らずワシにも言ってきたものじゃ」

「許せないっ！」

　思わず口から怒声が漏れる。たとえ子供であろうとも、言って良い事と悪い事がある。

　そんな心ない噓で、ガーネットと両親がどれほど傷ついた事か。

「アルバよ、霊気が出ておるぞ」

「あっ、ごめん」

　ガーネットに小こ突づかれて、僕は怒りのあまり漏れ出ていた黒い霊気を慌てて抑える。

　見ればトリフェンさんが顔中に冷や汗を掻いていた。まるで脅おどしたようで申し訳ない。

　ギラッフェ伯爵の方は平然としている。やっぱり元冒険者なのだろう、胆たん力りよくが違う。

　そう思う僕を余所に、ガーネットは話を戻した。

「今となっては気にしてもおらんが、言われ始めたのが六歳や七歳の頃じゃったからのう。流石のワシも傷ついて家の中に引きこもり、両親や工房の弟子達以外とは顔も合わせんほど落ち込んでいたものじゃ」

　今のハキハキとしてツッコミを忘れない彼女からは、まるで想像もつかない。

　けれども、本当にあった事なのだろう。ガーネットは思い出して苦い顔をしながらも語り続けた。

「それを心配したのじゃろうな。親父殿が嫌がるワシを宥なだめ賺すかして、友人の家に連れていったのじゃが、それが何と二区にある皇族の住むお屋敷じゃった」

「まさか……」

「うむ、そこで出会ったのが小生意気なエルフの娘──ルーファじゃった」

　驚く僕に向かって、ガーネットは楽しそうに笑いながら頷いた。

「彼奴もエルフだからと周囲から色々と言われて、刺突剣レイピアのように尖とがっていた時期でな。出会い頭に『鉄臭い』とか罵声を言われて、カチンときたワシも『葉っぱ臭い』とか言い返して、気がつけば殴り合いの喧嘩になっておった」

「え～っ」

　僕は驚いて声を漏らすが、よく考えれば不思議でもない。

　何かあれば叩いたり蹴けったりと、容よう赦しやなくツッコミを入れ合う二人の気さくな関係は、喧嘩友達とか腐れ縁という言葉がよく似合う。

「それで、顔が腫はれるほど殴り合ったら、胸のモヤモヤがスッキリしてしまってな。気がつけば今の関係になっておったのじゃ」

　ガーネットはそう言って照れ臭そうに鼻を掻いてから、少し不満そうに口を曲げた。

「おそらく『捻ひねくれた者同士を会わせたら、凸でこ凹ぼこが嚙かみ合あって友達になれるだろう』と、親父殿と皇帝陛下が考えたのじゃろうな。すっかり掌てのひらの上で転がされてしまったわ」

　ルーファと親友になれた事は感謝しているが、それが誰かの策略によるもので、自分達の関係が作られたモノのようで不満なのだろう。

　そんなの気にする事じゃないよ──と僕が言う前に、ギラッフェ伯爵が急に口を開いた。

「娘の事で悩みを抱える父親同士、相談をしに来たら、娘達が勝手に仲良くなっていただけではないか？」

「うん？」

「権力者とて全知全能の神ではない。何もかも計算しているわけでもなければ、計算通りにも進まぬものだ」

「ふむ、そうかもしれぬのう」

　ガーネットは半信半疑といった感じながらも頷いた。この様子だと、ギラッフェ伯爵も娘さんの事で相当苦労しているんだろうな。

　そう同情の視線を送ると、ギラッフェ伯爵からほんの一瞬、刃のように鋭い視線が返ってきた。えっ、怒っているというか、非難している？

　僕が戸惑っている間に、伯爵は目を穏やかなものに変えて、ガーネットに話の先を促した。

「それで？」

「うむ、結局何が言いたいのかというとな、種族違いの結婚だの、両親と種族が違う子供だの、問題も悩みも尽つきぬじゃろうが、人はこの通り幸せになれるという事じゃ」

　ガーネットはそう話を締めくくり、付け髭を外した素顔でとびきりの笑みを浮かべた。

　真夏のヒマワリを思わせる、大きく鮮あざやで眩まぶしい、こちらまで幸せにしてくれる微笑ほほえみ。

　そんなものを見せられたらもう、トリフェンさんでなくても言い返せる言葉などなかっただろう。

「私の負けです。どうぞお幸せに」

　本当にガーネットの事が好きだったのだろう。トリフェンさんは涙を堪えながら、深々と頭を下げて僕らを祝ってくれた。

　うっ、こんな善いい人ひとを騙してしまったなんて胃が痛い……。

　お腹なかをさすりながら横を窺えば、ガーネットも申し訳なさそうに顔を曇らせていた。

　とはいえ、これで無事に縁談は白紙となった。ガーネットが寿ことぶき引いん退たいする事態は避けられ、今まで通り三人で冒険が続けられるぞ！

　僕はそう意気込み、兜を抱えて席を立ったのだが──

「待ちたまえ」

　ギラッフェ伯爵の低い声によって、出口に向かうのを止められてしまった。

「何じゃ？」

　訝いぶかしみながらも尋ねるガーネットに、ギラッフェ伯爵は鋭い眼差しで告げる。

「異種族の結婚でも問題はないという話は分かった。だが、そもそもの話として、君達は本当に恋人なのか？」

「──っ!?」

　驚愕が顔に出ないように、僕は必死に頰の筋肉に力を入れたが、鋭い視線の前では隠し通せなかったのだろう。

　ギラッフェ伯爵はさらに疑惑を深めた様子で、僕達に詰きつ問もんしてきた。

「君達が同じパーティーの仲間として、信頼し合っているのは分かる。しかし、そこに男女の恋愛感情が窺えない。我々を騙すために恋人のフリをしているだけでは？」

「それは本当なのですかっ!?」

　トリフェンさんも息を吹き返して、僕達に詰め寄ってくる。

　……マズい、完全に看かん破ぱされている。本当の事だけに上手い言い訳も思いつかない。

　僕は混乱してただガーネットの顔を窺う。すると、彼女は全く取り乱した様子もなく、ギラッフェ伯爵達に言い返した。

「人より淡たん泊ぱくなのは認めるが、ワシとアルバは愛し合っておるぞ」

「信じられん」

「なら、証拠を見せるのじゃ」

　ガーネットはそう言うと、僕の手を引っ張って屈かがむように促してきた。

　戸惑いながらも屈むと、彼女は僕の頰を両手で摑み、両目を瞑つむりながら顔を近づけてきて──唇くちびると唇が触れ合った。

　あー、ガーネットの睫毛まつげってこんなに長かったんだ。鼻息が当たってちょっとくすぐったいな……って、これってキスじゃ、えぇぇぇ───っ!?

（黙っておれ）

　混乱する僕の口の中で、ガーネットが小さく呟く。

　それからゆっくりと唇を離すと、真まっ白しろに固まったトリフェンさんと、初めて驚いた顔をしたギラッフェ伯爵に向かって、濡れた唇で告げた。

「見ての通りじゃ。では失礼する」

　ガーネットはそう言い残して、僕の手を摑んで部屋から出て行く。

　彼女に引っ張られるまま階段を下り、黄金の獅子亭を出て、僕は気がつけば馬車に乗って九区へと向かっていた。
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「ガ、ガーネット、さっきのは……」

　暫くしてようやく頭が回ってきて、僕は震える声で問いかける。

　すると、ガーネットは大げさに驚いた顔をしてみせた。

「ひょっとして初めてじゃったか？　それは悪い事をしたのう。まぁ、ワシも初めてじゃったから、お相あい子こという事で許して欲しいのじゃ」

「いや、そういう事じゃ──」

「あーっ、もうそれ以上言うでない！　ワシもムキになってアホな真似をしたと反省しておるのじゃっ！」

　問い詰めようとした僕の言葉を遮り、ガーネットは真っ赤になって悶もん絶ぜつする。

　無理に平静を装っていただけで、やっぱり彼女も恥ずかしかったのか。

　ならばこそ余計に、ギラッフェ伯爵達を黙らせるためとはいえ、僕なんかとキスをしてよかったのだろうか？

　申し訳ない気持ちで見つめていると、ガーネットは何故か不機嫌そうに僕を睨にらんできた。

「言っておくがのう、いくら演技のためとはいえ、嫌いな相手の口を吸うほど、ワシは軽けい薄はくな女ではないぞ」

「えっ!?」

　そ、それってまさか……。

　驚愕に震える僕を見て、ガーネットは急に意地悪な笑みを浮かべた。

「誰も男として好きな相手とは言っておらんぞ？」

「え～……」

　酷い。男心を弄もてあそばれたっ！

　怒りと安心と落らく胆たんが混ざり合ったような、複雑な気分になる僕に向かって、ガーネットは急に真面目な顔になって頭を下げてくる。

「ともあれ、これでトリフェン氏は諦めてくれたじゃろう。真面目なお方じゃったから、ワシの両親にも説明してくれるじゃろうしな。改めて礼を言うのじゃ」

「いや」

　仲間だから助け合うのは当然だし、ガーネットがいなくなると困るのは僕達の方なんだから、全く気にする事はない。むしろ、あんな善い人との縁談を駄目にしてしまって、こっちが申し訳ないくらいだ。

　そう告げて頭を下げ返すと、ガーネットは困ったように笑った。

「本当にクソ真面目な奴じゃのう。どこぞのアホ姫にはもったいないくらいじゃ」

「えっ？」

「あぁ、心配するでない。ワシは親友と泥どろ沼ぬまの三角関係とか、恋愛小説みたいな真似をする気は更さら々さらないのじゃ」

　何で急にルーファの話をしたのだろう？　よく分からないけれど、一つだけ分かった事がある。

「ガーネットって、恋愛小説とか読むんだ」

「ワシを何だと思っておるのじゃ」

　驚いて呟くと、心外だという目で睨まれてしまった。

　いや、自分でも言っていたけれど、ガーネットって恋愛とかには淡泊みたいだから、そういった本を読むイメージがなくて……。

　心の中で言い訳をする僕に、ガーネットがふと問いかけてくる。

「そう言うお主は恋愛小説を読まぬのか？」

「読まない」

　僕はキッパリと即答する。婆ちゃんの書庫にはそういう本もあったけれど、ちょっと難解で僕には面白く感じられなかったのだ。

　あと、爺ちゃんが社会勉強だと言って、ロマンス小説とかいうのを買って来てくれた事があったんだけど、僕が読む前にそれを見た幼馴染みに奪い取られてしまったのだ。

　何か「こんなのを読んで、人間の女に興味を持たれたら困るじゃない！」とか、よく分からない理由で怒られて、眉み間けんに流りゆう星せい蹴げりまで食らってしまった。理不尽である。

　という事を掻かい摘つまんで話すと、ガーネットは何故か深々と溜息を吐いた。

「はぁ～、お主がそんなドアホウに育ったのは、その幼馴染みが一因でもあるのじゃな」

　酷い言われようだ。幼馴染みは大切な親友だから、凄く影響を受けたのは確かだけれど。

「しかも、幼馴染みの想いは全く伝わっておらんようじゃし。ルーファの友としては歓迎すべきかもしれぬが、同じ女として同情を禁じ得ぬのじゃ」

　ガーネットはそう言って、僕の顔を見ながら失望の溜息を吐く。

　さっきから理不尽な理由で貶されまくっている気がする。酷い。

「酷くないわっ！　そのドアホウを矯きよう正せいするために、今からでも恋愛小説を読んで少しは勉強せい」

「え～……」

「嫌そうな声を出しおってからに。ならばどんな小説が良いのじゃ？」

「英えい雄ゆう譚たん」

　僕はまた即答する。千年以上も前の遙はるか昔、まだ地上に魔物が溢れていた神話の時代、人類を守るために戦った六英雄の話とか、最高に胸が躍るよね！

　瞳を輝かせて語る僕に向かって、ガーネットは苦笑を浮かべる。

「その神話は知らぬが、英雄物が好みという事は分かったのじゃ。恋愛要素も入ったものを図書館で借りてきてやるから、暇ひまな時にでも読むといい」

「本当っ!?」

　僕は大喜びで頷く。そうか、図書館なんてあったんだ。本は買うと高いから手を出せずにいたけれど、これで心置きなく読書が楽しめるぞ！

　そう思い、あれこれと本の話をしているうちに、気がつくと僕達の乗った馬車は九区の前に辿り着いていた。

　南門で当日の通行許可証を返してから、妙に懐なつかしく感じる冒険者達の街に戻って行く。

「お客さん、着きましたよ」

「ありがとう」

　七番地・宿屋街の停留所に着いたところで、御者さんに礼を言って僕達は馬車を降りる。

　そして、少し暗くなってきた道を歩き出した所で、ガーネットが不意に僕の腕を引っ張ってきた。

「ところで、一つ言い忘れておったのじゃが」

「うん？」

　何だろうかと首を傾げつつ、促されるまま屈み込むと、彼女は先程と同じように顔を近づけてきて、僕の耳元で小さく囁ささやいた。

「ワシと口づけを交かわした事、ルーファには内緒じゃぞ」

「──っ!?」

　唇の感触が鮮明に蘇ってきて、僕は真っ赤になって飛とび退のいてしまった。

　動揺のあまり足がもつれ、みっともなく尻しり餅もちをついてしまう僕に手を差し伸べながら、ガーネットは悪戯いたずらっ子このように笑う。

「そういえば、せっかく高級料理店に招かれたというのに、飯を食たべ損そこねてしまったのう。ルーファも呼んで今日はちと豪勢な飯でも食いに行くとするか」

「あ、あぁ……」

　手を引かれて僕が立ち上がると、ガーネットはさっさとアパートの方に歩き出す。

　僕もお腹が空いてきたから、ご飯を食べるのは賛成なんだけれど、今ルーファに会うのは気まずいというか怖いというか……。

　僕は落ち着かない気分のまま、ガーネットの小さいけれど大きな背中を追いかけるのだった。
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　アルバ達が去ったあと、暫くの間真っ白に燃え尽きていたトリフェンだったが、ようやく正気を取り戻すと、ギラッフェ伯爵に向かって素早く膝ひざを突いた。

「申し訳ございません。貴方様の期待に応える事ができませんでした」

「よい」

　ギラッフェ伯爵は急に口調を変えながらカツラと付け髭を取り、タオルで顔を拭ふいて変装として施ほどこしていた化粧を落とす。

　現れたのは四十歳を超えながらも生気に満ち溢れて若々しい、この帝国の支配者──皇帝ジュラーフの尊そん顔がんだった。

「あくまで友人の娘に縁談を勧すすめただけの事。本人が頑かたくなに拒むのならば無む理り強じいはできぬ」

「お心遣い感謝致します。しかし……」

　トリフェンは礼を告げながらも顔を曇らせる。

　両親からの圧力等でガーネットを結婚させ、冒険者を引退させる事で、第七皇女ルーファのパーティーを瓦が解かいさせる足がかりとする。それがこの縁談の目的であったはずだ。

　しかし、皇帝は失敗した怒りも落胆もない表情で、ゆっくりと首を横に振った。

「よいと言っている。それに知りたかった事は知れた」

「えっ？」

「それよりも、其方そなたには迷惑をかけたな。許せ」

　皇帝は支配者として軽々と頭を下げる事こそなかったが、素直に謝罪を口にした。

　それを受けて、トリフェンは叱しつ責せきされるよりも取り乱してしまう。

「全てはガーネットさんの心を射止められなかった、私の不徳の致すところ。陛下に何の罪がございましょう」

「そう言ってくれるか。善よき臣しん下かを持って余よは満足である」

「ははっ！」

　賞賛の言葉を頂き、トリフェンは改めて深く頭こうべを垂たれた。

　そんな彼に、皇帝は努めて優しく声をかける。

「この度の謝罪と礼は、後日別の形で示そう。今日の所は屋敷に戻るがよい」

「ははっ、では失礼致します」

　トリフェンは皇帝に顔を向けたまま静かに後ずさり、扉の前でもう一度礼をしてから部屋を出て行った。

　そうして一人になってから、皇帝は軽く溜息を吐く。

「惜おしいな」

　すぐにでも配下に招きたい優秀な青年だったが、人間至上主義者が蔓延はびこるこの帝都で、ドワーフの伯爵子息など重用すれば、どんな嫌がらせを受けるか分かったものではない。

　住み慣れた田舎で気ままに暮らした方が、よっぽど彼の幸せに繋がるだろうと思い、皇帝は勧誘を諦めながら部屋を出ると、すぐ隣の部屋の扉を開ける。

　そこには彼の友にしてドワーフの名工・レッドベリルが一人で席に着き、テーブルの上に置かれた水晶球──『遠見ビジヨン』と『盗聴ワイアタツプ』の魔術が込められた、貴重な魔導具をジッと見つめていた。

「見ての通りの結果となった」

「……ん」

　向かいの席に座ってきた皇帝に向かって、レッドベリルは重く頷き返す。

　彼も水晶球の魔導具によって、隣の部屋で起きた出来事を全て見聞きしていたのだ。

「……ん」

「レッドベリルよ、余は其方の妻子ほど察しが良くはない。少しは喋れ」

「……辛い」

「それは悪い事をした」

　一言呟いて項垂うなだれた友を見て、皇帝は素直に謝罪を告げる。

　愛まな娘むすめが男とキスをする場面を見せられたのは、さしもの名工といえども堪こたえたらしい。

「しかし、演技であろうに口づけまでするとは、其方の娘は存外、暗黒騎士に気があるのやもしれん」

「……別に」

「『人間の男と結婚しても構わない』と？　其方ならばそう言うであろうな」

　皇帝がエルフを妻に迎えると言った時、周囲が揃って反対するなかで、唯一賛成してくれた友がこのレッドベリルであった。

　もう二十年も前の事を思い出し、皇帝は懐かしさに微笑みを浮かべる。

　しかし、すぐにその笑みを消して、友人ではなく支配者の表情に変えた。

「結婚させて円満に冒険者を辞めさせるという、余の寛かん容ようを拒んだのだ。今後、其方の娘に何があっても恨むでないぞ」

「……ん」

　レッドベリルは苦い顔一つ見せずに頷き返す。

　皇帝が帝国の支配者であり、帝国の何千万人という民の為ためとあれば、友人の娘すら手にかける男である事など、出会った時から覚悟していた。

　とはいえ、仮に殺す事はあっても、消滅にまでおいやるほど非道な男でもないと信用している。

　何せ娘の嫁ぎ先が見つからなくて困っていた友人のために、髭なしの少女を好むドワーフ貴族などという、ダイヤモンドの何百倍も貴重な青年を探し出してきたほどだ。

　今回、娘のルーファを城に戻すという、自らの目的に利用したとはいえ、ガーネット達が冒険者となってから探したのでは間に合うはずもない。もっと以前から配下に調べさせていたのだろう。

「……感謝」

「礼を言うのは早いぞ。縁談が駄目になったと知れば、其方の妻が荒れ狂うであろう」

「…………」

　考えないようにしていた痛い所を突かれて、レッドベリルは真っ青になって押し黙る。

　そんな友の姿に苦笑してから、皇帝は水晶球を摑んで立ち上がった。

「ではさらばだ」

「……ん」

　颯さつ爽そうと去って行く皇帝の背中を、レッドベリルは黙って見送ると、妻の怒りをどう宥めるか考えて、深い溜息を吐くのだった。

　そうして友と別れた皇帝は、店の裏手に待たせていた馬車に乗って、人目につかぬよう帝城に戻って行く。

「いるか」

　皇帝が呟いた瞬間、どこからか黒装束の人影が馬車の中に現れる。

「ここに」

「次に時間が空あくのはいつだ」

「十日後の夕刻より」

　黒装束はメモの一つも見ずに、皇帝のスケジュールを思い出して答える。

　とはいえ、皇帝も念のために聞いただけで、職務の日程を忘れていたわけではない。

「明日から南方の視察であるから、それくらいは間がいるか」

　厄やつ介かい事ごとはすぐにでも片付けたいというのに、相変わらずままならんと、皇帝は軽く溜息を吐きながら手を振る。

　すると、黒装束は音も立てずに一瞬で馬車の中から消え去った。

「さて、どうするか」

　そう呟きながらも、次に指す手は既に決まっていた。

　近衛このえ騎き士しであったオックスが、封ふう蠟ろうの偽ぎ造ぞうと国庫横領の罪という名目で幽ゆう閉へいされた件によって、皇帝が裏で何やら動いていた事に、他の貴族達も薄々勘づき始めている。

　そもそも、自ら冒険者となった前代未聞の第七皇女には、様々な者達が目を光らせていた。

　今の所は噂話を集める程度で、詳しく探りを入れる者こそいなかったが、それは冒険者の街という特殊な場所に溶け込める、優秀な密偵が少ないからにすぎない。

　現役の冒険者は二千人にも満たず、七番地・宿屋街で働く店員を含めて、ほとんどが顔見知りであるため、余所者が入り込むのは非常に困難である。

　また、冒険者に害をなす真似をすれば、宿屋や酒場の店長、アパートの家主といった元冒険者達が、全力で排除に動き出す。

　皇帝が遣わした迷宮保安部隊・エクレア達の暗殺行為が咎とがめられなかったのは、彼女らが仮にも同じ冒険者であり、問題行為を起こしたのが法の及およばない迷宮内に限られ、被害者であるアルバ達が騒ぎ立てなかったからにすぎない。

　もしも、普通の密偵がルーファの監視など始めれば、一日すらもたず誰かに見つかり、お仕置きを受けて寺院に直行となるだろう。

　そのような理由により、ルーファを中心とした騒動は、他の貴族達にはまだ悟られていない。

　ただ、それも時間の問題だろう。現役の冒険者と密かに繋がっている貴族も、少ないが確実にいるのだ。

　アルバ暗殺未遂の件が露ろ見けんし、皇帝の失脚を企たくらまれる程度なら笑って対処できるが、終焉の魔神による世界崩壊が真実だと悟られ、混乱を拡散されるのは冗談で済まない。

　下らぬ連中に帝国の平穏を荒らされぬよう、早さつ急きゆうに解決する必要がある。

　となれば、方法は一つしかない。彼が自ら手を下すのだ。

「余も堪え性がない」

　皇帝は呟きながら自じ嘲ちようの笑みを浮かべる。帝国の支配者などという、王座を温めるだけの詰まらない立場にいるが、彼は本来自ら動き回る方が好きな質たちである。

　まだ帝位を継ぐ前、自分と僅わずかな部下だけで、古き森の奥深くまで入り込み、エルフ族の姫──後の第五婦人・フォフィアを連れ帰った事などが、その代表例であろう。

　皇帝は若き日の冒険を思い出し、懐かしい気持ちになりながら目ま蓋ぶたを閉じる。

「暗黒騎士アルバよ、楽しみにしているぞ」

　彼は口元に微かすかな笑みを浮かべながら、馬車が帝城に辿り着くまでの僅かな間、仮眠を取って溜まった職務に備えるのだった。
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　ガーネットの婚こん約やく破は棄き騒動の件から、早くも十日が過すぎていた。

　その間は特に目立った事もなく、僕達は順調に地下三階の探たん索さくを進めていった。

　いや、一つ変わった事があった。ガーネットがあの大おお仰ぎような付つけ髭ひげを止やめたのである。

　驚いて理由を尋たずねてみると「破談になったとはいえ、ワシのような髭なしを気に入る物好きもいると分かったからのう。意い地じを張はって付け続けるのもアホらしくなったのじゃ」との事だった。

　トリフェンさんとの事は残念だったけれど、ガーネットのトラウマが一つ解消されて本当に良かったと思う。

　そんな変化に加えて、合計で二百体を超こえる魔物を倒した事で、ルーファとガーネットの霊気は見違えるほど成長していた。

　だから今日、僕達はついに地下三階の最さい奥おうに向かったのだった。

「ここか」

　通路の先に現れたのは、透すき通とおった水の壁や天てん井じようとは不ふ釣つり合いな、重い鈍にび色いろをした鉄の扉と、泥どろのように濁にごった何かで造られた巨大なドーム。この中に地下三階の守護者がいるのだ。

「『嫉しつ妬との緑蛇女エンヴイ』、人魚マーメイドのシーサーペント版とでも言いますか、巨大な女の上半身に海蛇の下半身を持った魔物です」

「主に水の魔術を多用してくる、搦からめ手てが得意な相手だそうじゃ」

　巨大なドームを見上げながら、ルーファとガーネットが説明してくれる。

　魔術を多用する相手か。白角熊スロウスも赤[image: ]豚グラツトンも基本的にはパワー系だったから、今までとは異ことなるタイプだ。上手く戦えるだろうか。

　不安を抱く僕の肩を、ルーファが笑顔で叩たたいてくる。

「ご安心ください。緑蛇女が使ってくる魔術は私がどうにか相そう殺さいしますので、アルバ様は渾こん身しんの一撃を叩き込む事だけをお考えください」

「あぁ」

　元気づけられて僕は強く頷うなずき返かえす。守護者の魔術を消すのは大変だろうけれど、短期決戦に持ち込めば霊気が切れる前に倒せるだろう。

　そう考える僕の横で、ガーネットが渋しぶい表情で呟つぶやく。

「何事も起きなければ良いのじゃがな……」

「やめてください、縁えん起ぎでもない！」

　ルーファが即座に叫び返したのは、彼女もその危険性を考えていたからだろう。

　地下二階の守護者『暴ぼう食しよくの赤[image: ]豚』が逃走し、迷宮の壁を食べて三つ首に進化したという異常事態。あれと同じ事が緑蛇女にも起きないという保証はどこにもない。

　また心配になってきた僕を、ルーファが再び励はげましてくれる。

「赤[image: ]豚の一件以来、蒐しゆう集しゆう会かいの皆さんが地下一階から五階の守護者を倒して回ったそうですが、進化したのは二階の赤[image: ]豚だけだったと聞いております。二度も不測の事態が起きたりはしませんよ」

「検証しておったのか。流石さすがと言うかなんというか」

　ガーネットは感心しながら呆あきれた顔をする。あの男魔剣士さんは本当に魔物が好きなんだな。

「好きな相手の事を知りたいから殺して回るとか、サイコパスかの？」

「魔物からすればいい迷惑でしょうが、私達冒険者にとっては本当にありがたい方なんですけれどね」

　ガーネットは胡う乱ろんげに首を傾かしげ、ルーファも苦笑を浮かべる。

　ともあれ、蒐集会の人達が試ためして大丈夫だったのなら、緑蛇女が進化する事はないのだろう。可能性がゼロとは言えないけれど、それに怯おびえていたらいつまでも先に進めない。

「行こう」

　僕達は決心して、守護者の待つドームへと歩み寄る。

　そして鉄てつ扉ぴに手をかけようとした瞬間、地面が激しく揺ゆれ出だした。

「何じゃっ!?」

「きゃあっ！」

　ガーネットは驚きながら身みを屈かがめ、転びそうになったルーファを僕は慌てて受け止める。

　水の壁や天井も激しく揺れて、雨のように水滴が飛び散るなか、十秒ほどして地面の揺れはようやく収まった。

「地震？」

「なのでしょうか……」

　僕の腕に抱かれたまま、ルーファは不安そうに周囲を見回す。

　鉄扉が中から開いたり、泥のドームが壊れて緑蛇女が飛び出てくるような様子はない。とりあえず守護者のせいではないようだ。

　そう考える僕の前で、ガーネットが立ち上がりながら首を傾げる。

「ここは異界じゃろう。地震など起きるのか？」

　あっ、そうか。地下二階以降は帝国の下にあるんじゃなくて、別の空間にある異界なんだっけ。でも地面があるのだから揺れてもおかしくはないのかな？　そもそも、異界はどういう構造をしているのだろうか？

　考えすぎて頭がこんがらがる僕に、ルーファが半信半疑といった顔で告げる。

「大地が揺れる普通の地震とは、発生の仕組みが違うのかもしれません」

「というと？」

「異界全体が揺れたのではないでしょうか。何かとてつもない変化が起きて、その影響で……」

「──っ!?」

　僕は改めて周囲を見回すが、水みず飛沫しぶきで地面が濡ぬれてしまったくらいで、地震の前と変わった様子は見られなかった。

　しかし、僕達に見えない深い場所や、目に入らないほど大きなものが、何か変わってしまったのかもしれない。

「まぁ、小難しい事は後でゆっくり考えるとしよう。それより、どうするのじゃ？」

　ガーネットはそう言って、濡れた鉄扉を顎あごで指す。

　その問いに、ルーファは少しだけ考えてから首を横に振った。

「止めましょう。今日の所は帰還して、数日様子を見てから挑いどむのが安全かと」

「あぁ」

　僕も頷いて彼女の意見に賛成する。迷宮の中で地震が起きるなんて異変が起きた後に、守護者と戦うのはちょっと怖い。

　臆おく病びようと言われるかもしれないけれど、師匠も「勇気と無む謀ぼうは違う」と言っていたし、ここは焦あせらず退ひくべきだろう。

　質問したガーネットも同じ意見だったようで、満足そうに頷いた。

「じゃな。変な事が起きぬうちに帰るとしよう」

「えぇ、そうしましょう」

「それはそうと、いつまでやっておるのじゃ？」

　僕の腕に抱かれたルーファを、ガーネットは呆れ顔で睨にらむ。

「……永遠にでも」

「馬鹿やっとらんで立たんか」

　ガーネットは何な故ぜか幸せそうに微笑ほほえむルーファの頭を叩いてから、彼女の手を摑つかんで無理やり立たせた。

　あっ、今思い出したけど、前に「女性を抱きしめてはいけません」って注意されてたんだった。約束を破ってごめんなさい！

　僕がそう言って謝ると、ガーネットはまた呆れた顔で溜ため息いきを吐ついた。

「あのな、今のように事情があれば構わんのじゃぞ。あと、相手さえ嫌がっていなければ抱きしめても良いのじゃ」

　はぁ、そうなのか。前に言ってた事と矛む盾じゆんするような、しないような……。

　曖あい昧まいに頷く僕の横で、ルーファが何故か嬉うれしそうに拳こぶしを握にぎり締しめる。

「ガーネット、ナイスですよ！」

「そのうち誤解を解くと言ったしのう。あと罪つみ滅ほろ──普段のお礼というやつじゃ」

　二人で何かボソボソと呟いた後で、ガーネットが僕の元に歩み寄ってきて腰を叩く。

「ほれ、行くぞ」

「あぁ」

　頷いて歩き出そうとした瞬間、彼女はルーファに聞こえない小さな声で呟いた。

「言うでないぞ」

「何が？」

「……お主ぬしが鳥頭で助かったのじゃ」

　問い返したら呆れと安あん堵ど、そして少しの怒りが交じったような顔で睨まれてしまった。

　酷ひどい。ガーネットにまで阿呆鳥アルバトロス扱あつかいされる日がくるなんて……。

　僕は肩を落としながらも周囲の警戒を忘れず、来た道を戻っていくのだった。
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　二回ほど魔物の襲撃を受けたが、他に異常事態が起きる事はなく、僕達は無事に迷宮の外へと戻ってきた。

「お疲れ様です」

　迷宮の出入り口に立っていた新人の番兵さんが、帰還した僕らを出迎えてくれる。

　僕も会え釈しやくを返す横で、ルーファが彼に問いかけた。

「少し前に地震が起きませんでしたか？」

「地震ですか。そう言われればちょっと揺れたような気もしましたね」

「そうか？　俺は何も感じなかったぞ」

　新人さんの答えに対して、隣に立つ中年の番兵さんが疑わしそうな顔をする。

「それは先せん輩ぱいがお喋しやべりに夢中だったからですよ」

「おっ、じゃあ賭かけるか？　俺は揺れてなかった方に銅貨一枚な」

「全く自信ないじゃないですか」

「地震だけにってか？」

　自分の下らない冗談で笑う中年番兵さんに、僕達が揃そろって呆れていると、迷宮の階段を駆け上ってくる音が響いてきた。

　誰だれかと思って目を向けると、よく知る黒髪ポニーテールの少女が現れた。

「アルバ殿どのっ!?　こんな所で出会えるとは、運命の女神も粋いきな計はからいをしてくださる」

「冒険者が迷宮の入り口で顔を合わせるなんざ、日超茶飯事だろうが」

　僕に気づいて嬉しそうに微笑むチドリさんに、大柄なオークの戦士さんが呆れ顔で告げる。

　なるほど、この人が白はく翼よく団だんにおけるツッコミ役ガーネツトなのか。

「ワシに変な役回りを押しつけるでない」

　僕の思考を読んで早さつ速そくツッコんできたガーネットの横で、ルーファが白翼団のリーダーである中年男性の聖せい騎き士しさんに挨あい拶さつをする。

「これはレオン様、ご無ぶ沙さ汰たしております」

「こちらこそ、その節せつは大変な失礼を致しました」

　微笑むルーファに対して、聖騎士さんが恐きよう縮しゆくした様子で頭を下げる。慣なれて忘れがちだけど、第七皇女ってやっぱり偉い人なんだよね。

　ところで、後ろにいる女魔術師さんが、威い嚇かくする猫みたいな顔をしているのは何故だろうか？

「カナリアの事ならお気になさるな」

　チドリさんにそう言われて気がつく。あぁ、この人が聖騎士さんを使い魔フアミリアでストーカーしている犯人か。

　ルーファが美人だから、普通に話しているだけでも嫉妬しているのだろう。

　納得と同時に恐怖を覚える僕を余よ所そに、チドリさんが曇くもり顔がおでガーネットに尋ねる。

「それより、迷宮から出てくるタイミングがかち合うとは、まさか……」

「チドリ嬢じよう達が探索していた地下六階でも、地震が起きたのじゃな」

「やはり、そちらでも起きたのか」

「何っ!?」

　二人のやり取りを聞いて、白翼団の人達が一いつ斉せいに驚きの声を上げた。

「別の階でも地震が起きていただと？　まさか地下六階だけでなく、迷宮全体で起きた異変だったとは……」

「そんな話は聞いた事がないワンッ！」

「異界が揺れただけでも異常事態なのに、それが別々の異界で一斉に起きるなんてあり得ないわ！」

「だが、実際に起きただろうが。『学んできた知識と異なろうとも、目の前にあるものが事実だ』という金言を忘れたのか？」

　聖騎士さんが考え込み、獣じゆう人じん神官さんと女魔術師さんが混乱して叫ぶなか、オークの戦士さんだけは冷静に現実を受け止める。

　六階級の人達でさえこれほど困惑するなんて、本当にとんでもない異変だったのか。

　改めて怖くなってきた僕を余所に、ルーファがチドリさんの側そばに歩み寄って囁ささやいた。

「チドリ様、地震はどのくらいの強さと長さでしたか？」

「とても立っていられず、戦っていた巨竜ドラゴンさえ転げ回るほどの揺れが、一分以上も続いただろうか。某それがしの故郷は地震が多い国なのだが、あれほどの揺れを経験したのは生まれて初めてだ」

　危うく死にかけたと、チドリさんは思い出して額に冷や汗を浮かべる。

　戦闘中に地震が起きたとは災難だな。僕達も下手をすれば守護者と戦って──うん？　ドラゴンが転がるほど強い揺れが一分以上も？

　おかしい。僕達がいた地下三階はそこまで激しくなかった。蹌よ踉ろける程度の揺れが十秒ほどで終わったはずだ。

　ハッと気がついてルーファの方を窺うと、彼女はとても険けわしい表情を浮かべていた。

「深い階層ほど激しく揺れて、僅わずかとはいえ地上まで揺れていたのですね。ならば原因は間違いなく──」

　迷宮の最下層に封印されし、世界を滅ぼす終しゆう焉えんの魔神──という言葉を、彼女は咄とつ嗟さに呑のみ込こんだ。チドリさんはともかく、白翼団の人達や番兵さん達は何も知らないのだ。

　ただ、意味深に黙り込んだルーファに気がついて、聖騎士さんが問いかけてきた。

「姫様、先程の地震について何かご存じなのですか？」

「……申し訳ございませんが、今は何も言えません」

　ルーファは僅かに沈黙してから、無念そうに首を横に振った。白翼団の人達に事情を打ち明けて協力を仰あおぐのは、まだ時じ期き尚しよう早そうと判断したのだろう。

「そうですか、失礼致しました」

　聖騎士さんはあっさり引き下がりながら、チラッとチドリさんの顔を窺うかがう。最近僕達と仲良くしているのは知っているだろうし、彼女は事情を聞いていると気づいたのかもしれない。

　大丈夫かな。彼女が変に疑われて、白翼団から追い出されたりしないだろうか？

　そう不安に思って顔を窺うと、チドリさんは微笑んで僕の耳元で囁いてきた。

「心配めされるな。某達のリーダーはそれほど狭きよう量りような男ではない」

　そうか。とても善よい人ひとそうだし、余計な心配だったか。

「なにせ、カナリアから重度のストーキング行為を受けながら、何年もそ知らぬ顔を通せる胆たん力りよくの持ち主だからな」

　凄すさまじい説得力だが、そろそろ衛兵さんに通報した方が良いのではないだろうか？

　怯えながら女魔術師さんの顔をそっと窺うと、「あんなのが良いなんて、チドリは趣味が悪いわね」と呟いて、やれやれと肩を竦すくめていた。

　よく分からないけれど、あの女魔術師さんと何年も仲間を続けている、リーダーの聖騎士さんが本当に凄い男だという事は理解した。

「魔術師は問題児という法則でもあるのかのう」

　横で話を聞いていたガーネットがボソッと呟く。

　それは流石さすがに偏へん見けんだろう。僕が出会っただけでも、家出したエルフの皇女とか、記憶を弄いじくる銀行員とか、魔石集めが趣味の人とか、リーダーをストーキングする人とか……う、うん、個性的だよね！

「そもそも冒険者になろうという輩やからが、普通なわけもないしのう」

　ガーネットが諦あきらめた様子でそう呟いていると、ルーファとの話を終えた聖騎士さんが、チドリさんを呼んだ。

「チドリ、とにかく一旦屋敷に戻ろう」

「うむ、では失礼致す」

「じゃあ」

　お辞儀をして去って行くチドリさんに、僕も手を振って応える。

　その間に、ルーファが番兵さん達に話しかけていた。

「この後、迷宮から出てくる冒険者がいたら、どの階でどのくらいの地震が起きたのか、他にも何か異常がなかったか、聞き調べて私に知らせて頂けませんか？」

「はぁ、別に構いませんが……」

「今はこれしか手持ちがないのですが、家まで知らせに来てくだされば、倍の額をお支払い致します」

　ルーファはそう言って、二人の番兵さんに金貨を三枚ずつと、住所を書いた紙を握らせる。

「うひょうっ!?　流石は姫様、胸はないが太ふとっ腹ぱらだ！」

「せ、先輩、失礼ですよ！」

「ではお願い致しますね」

　喜びのあまり迂う闊かつな事を口走った中年番兵さんに、ルーファは一瞬殺気を漏もらしながらも、すぐに笑みで誤ご魔ま化かし背を向けた。

「まだ午前中ですから、迷宮に潜もぐっていたパーティーは少ないと思いますが、これで各階の情報が得られるでしょう」

「そうじゃな。白翼団の話からして、全ての階で地震が起きており、下層ほど激しかったのは間違いないと思うが、証言は多いほど良いからのう」

「あぁ」

　迷宮の入り口から遠ざかりながら、僕達は深刻な表情で話し合う。

　あれって、やっぱり最下層に封印された終焉の魔神が、復活する前兆なのだろうか？

　視線で問いかける僕に、ルーファは深く頷き返してくる。

「そう考えるのが自然でしょう。魔神の膨ぼう大だいな魔力が迷宮という異界を生み出しているのでしょうから、魔神に何かが起きたのなら、異界が丸ごと激しく揺れたり、その余よ波はが地上に届いても不思議はありません」

「改めて桁けたの違いすぎる話じゃな」

　強大すぎる魔神の片へん鱗りんを感じて、ガーネットはもう笑うしかないという顔をする。

　広大な迷宮を揺るがすほど膨大な力か。それはもはや本物の地震と変わらない、星が生み出した災害みたいなモノではないだろうか？

　いくら六階級冒険者といえども、台風や地震は倒せないように、僕達がいくら力を合わせても、終焉の魔神には勝てないのでは……。

　今までも幾度か脳のう裏りを掠かすめた不安が、より実感を伴ともなって胸を締め付けてくる。

　そんな俯うつむく僕の腰を、ガーネットが思い切り叩いてきた。

「ウジウジと悩むなど似合わん事をするでない。お主はいつも通り脳天気に構えておればよいのじゃ」

　酷い。それじゃあ僕が考えなしのドアホウみたいじゃないか！

「そう言っておるのじゃが？」

　反論の視線を送ったら、ガーネットはむしろ不思議そうに首を傾げ返してきた。本当に酷い。

　そんな僕達のやり取りを見て、ルーファはおかしそうに微笑んだ。

「ふふっ、ガーネットだって本当は不安なのです。だからこそ、アルバ様には普段通り、悠ゆう然ぜんと構えていて頂きたいのですわ」

「まぁ、そういう事じゃ」

　ガーネットは頷いて素直に認める。そこまで頼られると照れるな。

　ともあれ、悩んだからといって勝てるわけでもないのは事実だ。今はできる事に全力を尽くそう。

　そう前向きになりながら、僕達は城門を潜って七番地・宿屋街に辿たどり着つく。

「アルバ様、私達は自宅の本や図書館の資料を漁あさって、過去に迷宮内で地震が起きた事がないか調べてみます」

「面倒な調べ物はワシらに任せて、お主はこの前貸してやった本でも読んでおれ」

　ルーファ達はそう言ってアパートに戻って行った。さて、僕はどうしようか？

　あんな異常事態が起きたばかりだし、流石に今日はチドリさんも剣の稽けい古こに来ないだろう。ガーネットが言っていた通り、部屋で大人しく本を読もうか。

　そう考えながら永遠の乙女亭に帰り着くと、給仕をしていた店長さんが笑顔で出迎えてくれた。

「お帰り、今日も無事で良かったね」

「はい」

　僕も笑顔で頷き返す。もう一ヶ月近く住んでいるから、ほとんど自分の家みたいな感覚だ。

　そのせいか、お金が貯たまった今もアパートを借りようという気がしない。美お味いしい料理をいつでも食べられるのが便利だしね。

「お任せセットを一つ」

「あいよ、すぐ部屋に届けるから待ってな」

　早速お昼ご飯を頼みつつ、僕は二階の部屋に向かう。

　そしてガーネットから借りた、英雄の王子様が悲劇のお姫様を救う話を読んでいると、ノックの音がして店長さんが現れた。

「持ってきたよ」

「ありがとうございます」

　僕はお礼を言って料理の載ったトレーを受け取る。今日は豆と鶏とり肉にくのスープにパン、それとイチゴか。新鮮な果物くだもののデザートは嬉しいな。

　思わず兜かぶとの中で唾つばを飲み込んでいると、店長さんは何故か立ち去ろうとせず、妙に真剣な顔で呟いてきた。

「そろそろ覚悟しときな」

「えっ？」

「いや、あんたらに真面目なのは似合わないか。蝶ちよう々ちようみたく呑のん気きにフラフラしながらも、事を収めちまうのがあんたらだもんね」

　店長さんは妙に懐かしそうな顔でそう告げると、部屋の扉を閉めて去っていった。

　いったい何だったんだろう？　さっぱり分からないが、とりあえずスープが冷めないうちに食べてしまおう。

　そうして、僕はお昼ご飯を食べ終えると、暫しばし読書に熱中し、日が落ちる頃には鎧よろいを脱いでベッドに横たわるのだった。
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　幼い頃から僕は、婆ばあちゃんに神話や英えい雄ゆう譚たんを読み聞かせて貰もらうのが大好きだった。

　その中でも一番のお気に入りが、六英雄の物語である。

　千年以上も前、時に神と呼ばれるほど強大な魔物が、地上を闊かつ歩ぽしていた時代。人間やエルフ、ドワーフといった脆ぜい弱じやくな人類は、森や山の奥深くに隠れて、魔物に怯えながら暮らしていた。

　そんなある時、この苦境から人類を救うために、様々な種族から六人の英雄が集まった。

　彼らは力を合わせ、知恵と勇気を振り絞り、各地の強大な魔物達を倒して封印していく。

　笑いあり涙ありな彼らの冒険が本当に面白くて、子供の頃は彼らのような格好良い英雄になりたいと思っていた。いや、今でも憧あこがれている。

　都会の一等地にマイホームを建てたいという夢だって、自分の力を試すために立てた、現実的な分かりやすい目標でしかない。本当は六英雄のように、世界を救うために格好良く戦いたかったのだ。

　けれどもそれは、世界の危機という人々の不幸を望む事と変わらない。

　だから、僕は成長するうちに自然と、マイホームを建てるという平和な、誰も不幸にならない夢を目指すようになったのだろう。

　そんなマイホームを建てるために訪れた帝都で、奇くしくも世界の危機に巻き込まれるとは、何とも皮肉な話だと思う。

　ともあれ、大好きな英雄達と似た状況に立ったから、こうして彼らの事が夢に出てきたのだろうけれど、一つだけどうしても思い出せない事がある。

　それは物語の結末。六英雄はどうやって世界中の魔物を封印したのか、という事だった。

　最終的に世界中から魔物が消えて、今の平和な世界が訪れたという、ハッピーエンドを迎えた事は覚えているのに、『どのような方法でそこに至いたったのか』という経けい緯いがスッポリと抜け落ちているのだ。

　夢の中なのだから、都合良く思い出してくれてもよさそうなのに……いや、ひょっとすると、僕は思い出せないのではなく、知らないのではないだろうか？

　婆ちゃんは六英雄の活躍を何度も話してくれたけれど、肝かん心じんの部分だけは曖昧に濁して、世界は平和になりましたと強引に終わらせたのではないだろうか。

　そもそも、六英雄の活躍を書いた本のタイトルって何だっけ？　自分で読んだ記憶がない。婆ちゃんの書庫にあったら絶対に読み返しているはずなのに。

　まさか本は存在せず、婆ちゃんが──




「──っ!?」

　背中に氷柱つららを突き刺されたような感覚が走り、僕は夢の中から急激に覚かく醒せいする。

　見開いた目に映ったのは、真っ暗な部屋の中で鈍にぶく光るナイフが、僕の胸に振り下ろされようとしている光景だった。

「ふっ！」

　考えるよりも早く体が動き、霊気を集中した右みぎ拳こぶしでナイフを弾はじく。

　甲かん高だかい音を立てて飛んでいくナイフを横目に、襲撃者が立っているであろう方に向かって、左ひだり掌てのひらから霊気の衝撃波を放つ。

　だが、人を吹き飛ばしたような感触や音が返ってこない。避けられた？

　襲撃者の実力を感じ取りながら、僕はベッドから飛び起きて木の窓を叩き破る。店長さんごめんなさい、修理費は後でちゃんと払うので。

　月の光が差し込んできて、うっすらと照らし出された部屋の中は、一見すると誰もいない。

　だが、すぐにそれと気づく。天井の隅すみにまるで蜘く蛛ものように、黒装束の人物が張り付いていたのだ。

「誰だ？」

「…………」

　全身から霊気を放ちながら問い詰める僕の前で、黒装束は無言で天井から下りてくる。

　顔も覆面で覆われており、男か女か、若者か老人かすら分からない。ただ、唯一覆面の隙すき間まから覗のぞいている瞳ひとみは、氷のように冷たく透き通り、何の感情も窺えなかった。

（間違いない、アサシン忍者だ）

　己おのれの肉体を限界まで鍛きたえる事を目的とした空手忍者とは違う、人を暗殺するためだけに技を磨みがいた暗黒の忍者。

　それがどうして僕を……いや、考えるまでもない。エクレアさん達と同じように、僕を邪魔に思う皇帝一派の差し金だろう。

　だとすると、新たな疑問が湧く。

「何故、手加減した？」

「…………」

　黒装束は黙もくして答えないが、彼が本気でなかったのは間違いない。

　僕が敵意のこもった霊気を浴びせているのに、相手は動揺の一ひと欠片かけらすら見せない。ナイフを振り下ろされる直前まで気がつかなかった気配遮断の技といい、冒険者でいえば六階級の達人なのだろう。

　だからこそ、わざとらしいほど稚ち拙せつな面が目につく。

　師匠から聞いた話によると、アサシン忍者が使う武器は、闇の中で光を反射しないように黒く塗られているという。

　だというのに、先程僕が弾き飛ばして、今は床に転がっているナイフは、普通に銀色の光を放っていた。この黒装束ほどの達人がそんなミスを犯すとは思えない。

　そもそも、極限まで鍛えたアサシン忍者ともなると、毛先ほどの殺意すら放つ事なく、対象を殺せるのだという。もしもそうであったなら、僕が気づいて起きられたか怪しい。

　そう順序立てて考えていくと、一つの信じられない結論に達する。

「殺す気がなかったのか？」

　襲撃に気がついて防げるか試すだけでなく、その後の対応まで含めて、僕を測はかるのが目的で殺意はなかったと、そう思えて仕方がない。

　だが何故そんな真ま似ねをしたのかと、困惑して首を傾げていると、黒装束は覆面に覆われた口を初めて開いた。

「お見事」

　賞賛を告げながら胸元に手を入れて、何か光る物を僕の足下に投げてくる。

　緑色の柘榴石ツアボライトがついた銀の鎖くさりと、蜂はち蜜みつ色いろの琥こ珀はくがついた革かわの紐ひも。

　それはあの日、僕がガーネットとルーファに贈おくったペンダントだった。

「何故これをっ!?」

　彼女達に何をしたのだと、僕は怒りに突き動かされて拳に霊気を集中させる。

　だが、僕が殴りかかるよりも早く、黒装束は北の方向を指さして告げた。

「九番地で待つ」

　そう言い終えるやいなや、僅かに空いていた天井板の隙間に飛び込み、まるで煙のように消えてしまった。

「くっ！」

　僕はさっぱり事態が摑めないまま、急いで漆しつ黒こく鎧よろいを身に着けると、大剣を担かついで窓から飛び出す。

　目が覚める直前まで、何か重要な夢を見ていた気がするのだけれど、ルーファ達の身が心配でもう思い出す事もできない。

　とにかく、今は黒装束の言葉に従う他になくて、僕は九番地に向かって走った。

　七番地・宿屋街から八番地・迷宮入り口に繋つながる城門は、深夜を迎えて固く閉ざされている。

　理由を話せば開けて貰えるかもしれないけれど、そんな暇ひまはない。

　僕は城門の前から逸それて、人目のない所まで来ると、両足に溜めた霊気を爆発させて、背丈の十倍もある城壁の上まで一気に跳び上がった。

　そのまま城壁の上を駆けて九番地を目指すのだが、ふと疑問が過よぎる。

（見張りがいない？）

　夜中でも何人かの兵士さんが、今の僕みたいに城壁を越える不届き者がいないか、交替で見張りを行っているはずなのだが、今日に限ってその姿がない。

　見つかって怒られずに済むのは好都合だけれど、僕がここを通るのを予期して用意されていたようで、嫌な予感がさらに増す。

　とはいえ、考えても仕方がない。僕は城壁の上を走り抜けて、九番地・西門へと辿り着く。

　僕が初めて帝都に足を踏み入れた、思い出深いその場所は、あの日から変わる事もなく、何もない平野が広がっていた。

　昼間と違って行き交う人々の姿もなく、月の光だけが照らす寒々しい光景を見ていると、ここが人口二十万人を誇る巨大都市だという事を忘れそうになってしまう。

　そんな平野の中心で、四つの人影が僕を待っていた。

　一人はあの黒装束で、その足下にはルーファとガーネットが座り込んでいる。

「アルバ様っ！」

「すまぬ、しくじった」

　僕の姿に気がついて叫ぶ二人は、見たところ怪け我がはない。ただ、両腕に手て枷かせのような物がはめられていた。

　普通の手枷なら『解錠アンロツク』などの魔術で外せる事を考えると、あれは霊気を一時的に封じる魔導具か何かなのだろう。

　だが今はそれよりも、ルーファ達の前に立つ、黄金の鎧を身にまとった男が、僕の意識を占しめていた。

「早かったな、ご苦労である」

　嫌味でもなく労ねぎらいの言葉を告げる男。歳としは四十代中盤くらいだと思うが、全身から放たれる力強い威圧感のせいか、もっと年上のようにも感じられる。

　ただ、鎧の上からでも分かる鍛え上げられた肉体だけなら、三十代にも見えた。

　あれ？　初めて見た顔なのに既き視し感かんがある。それに全身を流れる霊気の感じは──

「ギラッフェ伯爵？」

「何じゃとっ!?」

　僕が思わず呟くと、驚くガーネットを余所に、男は感心した様子で頷いた。

「ほう、報告通り頭も切れるようだ。このような出会いでなければ、余よの配下に迎えたかったところぞ」

　本心からの賛辞なのだろうけれど、あくまで上から目線なせいかあまり嬉しくない。

　あと、ガーネットが「誤解じゃ。此こ奴やつはただのドアホウじゃ！」とでも言いたそうな顔をしているのがとても心外だった。

　それはさておき、かつてギラッフェ伯爵を名乗ったこの男が何者なのか、流石の僕でも見当がつく。

「皇帝か」

「然しかり。余が帝国を治める第四十一代の皇帝・ジュラーフである」

　つい呼び捨ててしまったのだが気にもとめず、黄金鎧の男──皇帝は堂々と名乗った。

　この人がルーファの父親であり、既き得とく権けん益えきを守るために、終焉の魔神について知りながらも無視して、僕達の邪魔をしてきた張本人！

　思わず大剣を握る手に力をこめる僕に向かって、皇帝は掌を掲かかげて待ったをかけてきた。

「暗あん黒こく騎き士しアルバよ、余の話に耳を傾けるがよい」

「今さら何のつもりですかっ！」

　僕よりも早くルーファが叫ぶ。彼女の言う通りだ。何度も人の暗殺を企たくらみ、今もこうして人質を取って誘い出すなんて真似をしておいて、今さら何を──あれ？

　何かが引っかかって動きを止める僕に、皇帝は低く通る声で厳おごそかに告げた。

「余の娘ルーファを連れて、帝都を去るがよい」

「……へっ？」

　思わず間抜けな声が漏れてしまう。それくらい全く予想外の提案だった。

　皇帝の後ろで聞いていたルーファも驚き、顔を真っ赤にして取り乱してしまう。

「な、ななな何を急に言い出すのですかこのクソ親父は！　アルバ様と駆け落ちしろだなんてそんな素敵提案を今さら呑むと思ってますよっ!?」

「落ち着け、本音がダダ漏れじゃぞ」

　早口でまくし立てるルーファの頭に、ガーネットが手枷を叩き込む。

　流石に痛かったらしく、頭を押さえて蹲うずくまるルーファを気にも留めず、皇帝は僕の目を見て話を続ける。

「不ふ服ふくか？　この通り至いたらぬ娘だが、見目だけは同量の宝石程度には価値があろう」

　馬鹿にしているようにみせかけて、娘の自慢をしているように感じるのは、僕の気のせいだろうか？　いや、ルーファが凄すごい美人なのは事実だけれど。

　ともあれ、意図が読めなくて僕は問い返す。

「何故？」

　あれだけ暗殺を仕掛けておいて、今さら帝都を去れなんて言い出したのか。それに応じれば第七皇女をやるなんて、釣つり餌えにしても過剰すぎる。
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　一言に込めた数々の疑問を察してくれたらしく、皇帝は淡々と答え始めた。

「第一に、余の目的は帝国の繁栄であり、そのために深き迷宮を存続させる事にある。暴走する娘を連れ戻すために其方そなたを排除しようとしたのは、手段であって目的ではない」

「なるほど」

　確かにその通りだ。終焉の魔神を倒そうとする僕らが消えるなら、暗殺でも懐かい柔じゆうでも手段は何でもかまわないのか。

「娘に世の厳しさを知らしめ、二度と馬鹿な考えを起こさせぬためには、目の前で頼りとする其方を殺すのが手っ取り早いと判断しただけの事。それが難しいとなれば、レッドベリルの娘に策さくを仕掛けたり、このような真似もする」

　あっ、ギラッフェ伯爵の正体が皇帝だったのなら、縁談の件も皇帝の差し金だったのか。

　ガーネットを結婚させて引退に追い込む事で、僕らのパーティーを崩壊させようと目もく論ろんでいたわけだ。うわ～、実現していたらと思うと改めて寒気がする。

　ガーネットは敵の注意を引く盾役という以上に、パーティーの精神的な支柱だ。彼女がいなくなっていたら皇帝の思惑通り、僕らは遠くないうちに崩壊していただろう。

「皇帝陛下ともあろうお方がお見み合あい婆ばばの真似とは、余よ程ほどお暇なのじゃな」

「怒るな。其方そなたに対するトリフェンの想いに噓うそはない」

　皮肉たっぷりの視線で睨むガーネットに、皇帝は眉一つ動かさずに言い返す。

　うん、トリフェンさんの告白は本物だったと思うけど、それを悪事のために利用した事には変わりない。

　僕も怒って睨みつけるが、皇帝の表情はやはり小こ揺ゆるぎもしなかった。

「第二に、余は其方の事を知らなかった。暗黒騎士の装備に身を包み、高い力を持った正体不明の存在が、娘とパーティーを組んだとしか聞かされていなかったのだ。帝国に恨うらみを抱く者が、第七皇女を利用して復讐を遂とげる気かと疑っても、余を責せめられまい」

　えっ、そんな風に思われていたのっ!?　いくら地下六階の守護者と似た漆黒鎧姿だからって、悪い方に解釈しすぎではないだろうか。

　そう動揺する僕を庇かばうように、ルーファが父親に向かって辛しん辣らつに叫ぶ。

「帝国の崩壊を目論む他国の間かん者じやが、暗黒騎士なんて目立つ格好をするわけがないでしょう！」

　すると、皇帝は失望したように溜息を吐いた。

「其方は少しばかり聡明だが、それ故ゆえに考えが一歩足りぬ。間者は怪しまれぬよう平凡な装よそおいを偽るが、それがかえって目につき疑惑を抱かれる。故にあえて目を引く格好をする事で、『間者ならこんな真似はしない』と思わせ、疑惑を逸らすという手法もある」

「然り」

　今まで黙っていた黒装束が声を上げ頷く。アサシン忍者が同意するくらいだから、本当にそういう手が使われているのだろう。

　思わず感心する僕に向かって、皇帝は視線を戻して告げる。

「とはいえ、其方の場合はちと目立ちすぎであった。故に意図が読み切れず、事を起こす前に始末するのが最善と判断した。それが早計だった事は謝罪しよう」

「流石の皇帝陛下といえども、何も考えていないドアホウの思考は読めぬよな」

　頭を下げず口だけながらも謝る皇帝に対して、ガーネットが同情の眼まな差ざしを向ける。酷い、僕だって色々と考えているのに……。

　そんな不満を抱く僕に対して、皇帝は真面目に話し続ける。

「繰り返すが、余は其方を知らなかった。故にこそトリフェンとの縁談を利用し、其方を知る事にした」

　ギラッフェ伯爵と偽ってあの場に現れたのは、そういう理由だったのか。

　あれ？　という事は、僕がガーネットの恋人役として行くのを事前に知っていた？

　彼女の両親とトリフェンさん宛てに手紙を出した時も、僕の名前は書いてなかったと思うのだけれど……。

　そう疑問に思っていると、黒装束の懐ふところからネズミが顔を覗かせて、まるで人間のように口を手で押さえて笑った。

　あっ、使い魔に監視されてたのっ!?　いったい何い時つから……。

　今まで全く気がつかなくて、ゾッと寒気を覚える僕を見て、皇帝はほんの少しだけ愉快そうに口角を上げた。

「余は其方の事を誤解していたようだ。いまだ考えの読めぬ所はあるが、少なくとも悪人ではあるまい」

　褒めてくれるのは嬉しいけれど、そんなに評価されるような事を何かしたっけ？

　僕が首を傾げていると、皇帝は疑問を察して答えてくれた。

「レッドベリルやその妻子ほどではないが、余も人を見る目はあるつもりだ。皇帝として何百何千という敵や味方と顔を合わせてきたのでな」

「なるほど」

「その経験からいって、其方は噓の吐つけぬ正直者であろう。あの大根演技を見れば余でなくとも察しはつく」

　皇帝はそう言ってフッと笑う。うわ～、改めて指摘されると凄く恥ずかしい。

　顔が真っ赤になってしまい、つくづくフルフェイスの兜で良かったと実感する僕を余所に、ルーファが父親を睨みつける。

「正直者だから嫁にやる気になったと？　冷れい徹てつな皇帝陛下らしからぬ愚おろかな判断ですね（ニコニコッ）」

「満面の笑みで言っても説得力がないのう」

　笑顔で煽あおるルーファに、ガーネットが呆れ顔でツッコミを入れる。

　でも実際、僕のような素性の知れない男を帝都から追い出すためだけに、第七皇女を嫁にやるっておかしいよね？　お姫様って普通は国益のために、他国の王子や大貴族との政略結婚に使われるって、ガーネットから借りた本にも書いてあったし。

　そんな疑問の視線を送ると、皇帝は察しているだろうに答えず、結論を迫ってきた。

「暗黒騎士アルバよ、今一度問う。余の娘を連れて帝都を去るがよい」

「断る」

　僕は一秒の迷いもなく拒否する。

「アルバ様、私では駄目なのですか……？」

「落ち着け。今はそういう話じゃなかろう」

　何故かルーファが悲しそうに涙を浮かべ、ガーネットが呆れ顔で慰なぐさめているのが気になるけれど、とにかく帝都を去る事はできない。

　だって、それは終焉の魔神を放置して、帝都の二十万人だけでなく、この大陸で生きる何千万という人々を危機に陥おとしいれる事になるからだ。

　全貌の窺えない強大な敵が相手だからといって、我が身可愛かわいさに逃げるなんて卑ひ劣れつな真似はできない。

　そう決意の眼で睨み返すと、皇帝はまた僅かに微笑んだ。

「やはり其方は人が善い。その禍まが々まがしい黒き鎧にはまるで似合わぬ」

　褒め言葉なんだろうけれど、膝ひざから崩れ落ちそうなくらいショックだ。そんな、この超格好良い漆黒鎧が似合わないだなんて……。

「だが、それ故に気づかぬのであろうな」

「何っ？」

　衝撃を受けていた僕だが、皇帝の言葉でハッと我に返る。気がつかないって何に？

「女おな子ごの気持ちかのう」

　ガーネットが責める視線を送ってくるが、多分そういう話ではない。

　無言で答えを待つ僕に、皇帝はまた別の話を切り出してきた。

「暗黒騎士アルバよ、改めて問おう。其方は何のために迷宮の最奥を目指す？」

「終焉の魔神を倒し、世界を救う」

「であろうな」

　分かっていただろうに、どうして再確認などしたのか。

　困惑する僕に向かって、皇帝は一拍の間を置いてから、その言葉を告げたのだった。




「終焉の魔神なんて都合の良い敵が、本当に存在すると思っておるのか？」




「……えっ？」

　衝撃のあまり頭の中が真っ白になって、数秒の間硬直してしまった。

　いや、ちょっと待って。終焉の魔神はいるんだよね？　いまさら大前提を覆くつがえされても困るんだけどっ!?

　混乱する僕の思いが届いたのか、ルーファが代わりに父親を問い詰めてくれる。

「父様、私の忠告を表向きは否定しながら、貴方あなたも魔神の事を信じていたはずでは？　それとも、この期ごに及んでまだ魔神が復活しないなどと、甘い考えを抱かれているのですか？」

　言葉遣いこそ丁寧ながらも、侮ぶ蔑べつも露あらわな娘に対して、皇帝は怒りもせずに呆れがこもった溜息を返す。

「だから、其方は一歩足りぬと言うのだ」

「では、どういう事だと？」

　苛いら立だちを堪こらえて尋ねるルーファから視線を外して、皇帝は僕の方を見て告げる。

「其方らは余の事を、愚かな悪しき皇帝だと思っておるのだろう」

「それは……」

「偽らずともよい。余は既得権益を守る事に腐心し、終焉の魔神という不確定な危険に目を瞑つぶり、其方の暗殺を命じた。いまさら名君や善人を気取るつもりはない」

　口ごもる僕を気にせず、皇帝は自らそう断言した。

　今こうして直接話をした事で、抱いていた印象はかなり変わってきたのだけれど、それでも善人でないのは確かなのだろう。

「だが、余を倒せば諸もろ々もろの問題が片付き、平和が訪れるなどと考えているのならば、愚かとしか言い様がない」

　そんな事はないと、はたして言い切れるだろうか。

　今まで散々邪魔をしてきた皇帝が消えれば、スムーズに迷宮の探索が進められるし、人々に魔神の脅威を信じさせる事ができると、僕は一度でも考えなかっただろうか？

「断言しよう。余が一線を退しりぞくか、ましてこの世から消滅ロストなどすれば、大陸中が戦火に包まれる」

「…………」

　皇帝の不穏な仮定を、ルーファ達すら否定できずに黙り込む。それがどうしようもなく事実だからだろう。

「余が消えれば帝都の内外で争いが噴出する。まずは七人の皇女とそれを擁よう立りつする貴族達による、次期皇帝を巡る継承争いだ」

「私は皇帝の座など──」

「いらぬと断言はできまい。其方が皇帝となって権力を握れば、下らぬ嫌がらせをしていた姉達の鼻を明かせると、一度くらいは考えた事があろう？」

「くっ……」

　咄嗟に反論しようとしたルーファだが、皇帝に先回りされてしまって悔しそうに口を噤つぐむ。お姉さん達と仲が悪いような事は、前に愚ぐ痴ちっていたしな。

「無論、そんな私し怨えんに囚とらわれた小物ならば、民を救うために自ら冒険者になど成ならぬ事は分かっている。冗談では口にしても、本気では皇帝の座を望まぬ事もな」

　皇帝は少し優しげな声で前言を撤回する。そうだよね、ルーファが仕返しのために皇帝を目指すはずがないよね。

　僕は安堵して胸を撫なで下おろすが、皇帝はそれを砕くかのように、再び不穏な言葉を口にする。

「だが、其方の姉達は信じぬであろうな」

　えっ、何で？　今言ったように、ルーファが地位や名誉に興味がないのなんて、誰の目にも明らかだよね？

　不思議で首を傾げる僕に、皇帝は羨せん望ぼうにも似た視線を向けてきた。

「其方は善人故に考えもせぬのだろう。だが、人とは己の定規でしか他者を測れぬものだ。欲深き者の目には全ての人間が欲深く見えるものよ」

　だから、皇帝の座を狙う人達は、ルーファも同じように野心を抱いていると思い込むと。

　理屈としては分かるが、感情的に受け入れきれない僕に対して、皇帝はさらに驚きの言葉を告げる。

「そもそも、次期皇帝の座に最も近いのはこの娘ぞ」

「えっ!?」

「其方らがこのまま迷宮に挑み続ければの話ではあるがな」

　条件付きとはいえ第七皇女のルーファが最有力っ!?

　驚いて彼女を窺うが、嫌そうに顔を歪ゆがめているだけで否定はしなかった。じゃあ、本当にルーファが皇帝、いや女帝に選ばれる可能性が高いのか。

「其方は知らなかったようだが、ゴルドー帝国の皇帝は生まれの順などでは決まらぬ。実力と実績によって自ら摑み取るものよ」

「そうでなければ何千万という帝国の民を背負えぬ、ですか」

　幼い頃から耳にタコができるほど聞かされたのだろう。ルーファは苦々しい顔で皇帝の言葉を継いだ。

「確かに、冒険者として今も実力をつけ、何よりもこの美貌によって、民衆から高い人気と知名度を誇る私が、皇帝の座に最も近いのかもしれません」

「自分で美貌とか言うでないわ」

「ですが私はエルフです。人間至上主義の貴族達が、エルフになど従うわけがないでしょう」

　ガーネットのツッコミを流しつつ、ルーファはそう断言する。

　幸か不幸か、僕がちゃんと話をした貴族はドワーフのトリフェンさんくらいだから、人間至上主義の貴族と言われてもピンとこないのだけれど、お姉さん達に虐いじめられたとか言ってたし、やっぱり人間以外への差別はあるのだろう。

　だから、皇帝になど成れないとルーファは言うが、父親は残念そうに首を横に振った。

「人間至上主義者と同じくらい、それに反発する者達も潜せん伏ぷくしている。特に元冒険者の軍人達は、他種族への差別意識が薄く、何よりも実力を尊とうとぶ。其方が六階級の英雄となれば、それだけで権力しか持たぬ姉達よりも支持するであろう」

「くっ……」

　ルーファはまた反論できず、悔しそうに唇くちびるを嚙かむ。彼女の味方がいるのは心強いけれど、この場合は逆に重荷となってしまうのか。

「今まで虐しいたげられてきた他種族の貴族達も、エルフの其方を皇帝に担ぐ事で、人間至上主義者達に反撃しようとするだろう。差別の撤廃、種族平等といったお題目も掲げれば、綺麗事が大好きな民も味方するに違いあるまい。故に其方は次期皇帝の座を十分に狙える」

「──と、あの姉共は警戒していると。本当に鬱うつ陶とうしいですね」

　皇帝からむしろ気の毒そうに断言されて、ルーファは心底嫌そうに悪態を吐く。仕方のない話かもしれないけれど、血の繋がった姉妹で争う姿なんて見たくないな。

　そう気持ちが沈む僕を気にせず、皇帝はさらに暗い話題を続けた。

「余が消え、帝都が帝位争いに明け暮れれば、この機を逃さず周辺諸国が領土を奪いに動き、征服され帝国に組み込まれていた国々が反乱を起こすであろう」

　本当にそんな戦争が起こるのだろうか？　帝国は元冒険者という強力な戦力を持っているし、迷宮から採とれる魔石を使った魔導具もあって、他国は全く敵かなわないという話を聞いた事がある。負けるのが分かっていて戦争を仕掛けてくる国はないと思うのだけれど。

　そんな僕の疑問を察して、皇帝はまた丁寧に答えてくれた。

「帝国は大陸の大半を支配するほどの強国となった。真っ正面から戦って勝てる国など一つもない。だが広大な領地を得た故に、それを守る人材が常に不足しておる」

「なるほど」

　いくら冒険者が強力とはいえ、毎年何百人も増えるわけじゃないだろう。六階級に至っては一人も増えない年の方が多いのではないだろうか？

　引退した冒険者の全員が軍人になるわけでもないし、帝国の人材不足は深刻なのか。

「元冒険者は敵軍を討ち滅ぼす攻めの力には長たけておるが、領地を守る力には欠けておる。常に迷宮を攻める側であったため、自陣を守る戦いくさには慣れておらぬし、学がなく統治の手腕を持たぬ者が多い」

　そうだよね。一騎当千の戦士だからって、優れた指揮官や領主になれるわけじゃないよね。

「故に、元冒険者を補佐する武官に文官、多数の兵士も必要となるが、その人材もまた足りぬ。そもそも、帝国は領地の広さに対して人口が少なすぎるのだ」

　皇帝は本気で顔をしかめる。それだけ深刻な問題なのだろう。

「人を増やすには食料がいる。食料を増やすには農民がいる。農民を守る兵士や、税を集める役人もいる。兵士や役人を増やすには食料がいり、そのために農民を……堂々巡りで遅ち々ちとして進まぬのだ」

　全くままならぬと、皇帝は盛大に溜息を吐いた。苦労しているんだな。

　千年の時間があっても、そう簡単に人口を増やせるわけではないのか。食料をもっと簡単に増やせる方法でも発明されない限り、この問題は解決されないのだろう。

　統治者の苦労を垣かい間ま見みて同情を覚える僕に、皇帝はさらなる爆弾を投げつけてきた。

「仮に人材不足が解決されても、元冒険者が裏切るという最悪の問題が起こりえる」

「えっ!?」

「力を得れば同等の野心が育つものだ。自領の独立を企む者や、他国に逃亡して帝国に反旗を翻ひるがえす者など、千年の歴史において何百人といたのだ」

「そんな……」

　僕はショックを受けるが、考えれば当然の話である。

　冒険者は正義の味方ではないのだ。自分のために魔物を殺してお金を稼かせいできたのだから、利益になるとみれば帝国だって裏切るのだろう。

「謀む反ほんを警戒する故に、元六階級や五階級の実力者ほど、帝都から離れた辺境に派遣し難がたいのがまた、人材の不足を加速させているのだが、その辺りを詳くわしく話しても仕方があるまい」

　このままでは愚痴だらけになると気がついたのか、皇帝は顔を引き締め話を戻しにかかった。

「斯か様ように、其方らが悪とみなす余を滅ぼせば、世はさらなる混乱に見舞われるであろう」

「だから自分を殺すなと、命いのち乞ごいでもするつもりですか？」

　ルーファが鋭い目で父親を睨む。ただ、彼女も本当は分かっているのだろう。

　皇帝は保身のためにこんな話をしたのではない。もっと酷い、僕達の希望を打ち砕く話に繋がっているのだ。

　嫌な予感がして堪らず、全身に悪寒が走る僕に向かって、皇帝は淡々と結論を告げた。

「余という悪を倒しても、世界は平和になどならぬ。それと同じように、これを倒せば皆が幸せになれるなどという、都合の良い巨悪などこの世には存在せぬ。そんな分かりやすいモノが許されるのは、お伽とぎ噺ばなしや英雄譚の中だけよ」

「では……」

「『終焉の魔神』と呼称されている、深き迷宮を創り出し、魔物を生み出し続けている『それ』は実在するのであろう。だが、『それ』を人の手で倒せて、倒せば世界が救われるなどという、都合の良い話など存在せん」

　一年以内に終焉の魔神を倒せば世界は救われる。そんな希望の灯ともし火びを、皇帝は一刀のもとに切り捨ててしまう。

　それは神話の英雄みたいになりたかったという、僕の幼い憧れも砕くだき折おる一撃だった。

「そ、そんなの、ただの憶おく測そくではありませんかっ！」

　ルーファが顔を青ざめ、声を震わせながらも叫ぶ。父親の言葉を認めてしまえば、今までの努力が全て無むに帰きすだけでなく、大勢の人々を救えないと諦める事になるからだ。

　けれども、そんな娘の希望さえ、皇帝はあっさりと切り捨ててしまう。

「ならば何故、歴代皇帝の誰一人として、冒険者の力を集結して地下七階に辿り着こうとしなかった？」

「そ、それは……」

　ルーファは声を詰まらせる。彼女も薄々その不自然さに気がつきながらも、見て見ぬふりをしていたのだろう。

「余はこの通り既得権益を守る事に終始し、変化を恐れた臆病者にすぎん。だが帝国の千年近い歴史において、四十一代も続いた皇帝の中で、それを補佐する貴族や将軍の中で、誰一人として地下六階の守護者を打倒しなかったのは何故だ？　全員が全員、余のように愚かな凡ぼん夫ぷにすぎなければ、帝国がここまでの繁栄を築く事などなかったのだぞ？」

　皇帝は淡々と事実を突きつけるように告げる。卑ひ下げしすぎな気はするけれど、その言葉には強い説得力が伴っていた。

　確かに、約千年も帝国を存続させてきた凄い人達なら、誰か一人くらいは「目先の利益を失っても、子供達の未来を守るために、力を結集して終焉の魔神を倒そう」と言い出してもおかしくはないよね。

「『千年という長い猶ゆう予よがあった故に、今まで先延ばしにしてきた』と其方は反論するかもしれぬ。だがそれを言うならば『帝国が今ほど巨大化する前ならば、深き迷宮を失っても痛手が少なくて済んだ』とも考えられる」

　ルーファが何かを言う前に、皇帝は丁寧に反論の芽めを摘つんでしまう。

「まさか千年もの時間がありながら、地下六階の暗黒騎士を倒せなかったなどと、世よ迷まい言ごとを口にはすまいな？　あれは恐るべき強者であるが、決して倒せぬ敵ではない。方法はいくらでも思いつく」

　えっ、そうなのっ!?

　驚く僕に向かって、皇帝はあっさりと解決策を示してくれた。

「いくら暗黒騎士といえども、その魔力は無尽蔵ではない。力が回復する暇もないほど立て続けに攻めて、物量で押し切ればよい。六階級が百人や二百人もいれば事足りよう」

　いや、それが無理だから今まで倒せなかったんじゃ……。

「別に難しい話ではあるまい。其方が余の娘にしているように、寄生して霊力を鍛えれば済む事だ」

　僕が抱いた疑問を読んで、皇帝は簡単に答えてしまう。

　事件が片付いた後にチドリさんから聞いたのだけれど、元々三階級くらいだったエクレアさん達が、白翼団の人達に三日間寄生しただけで、五階級の霊力を手に入れたのだという。

　その事実から考えれば、皇帝の告げた何百人の六階級という話も、決して荒こう唐とう無む稽けいではないのだろう。

「大量の六階級が生まれれば、力に酔って帝国を混乱させる者も増える故に、できれば使いたくない手ではある。だが、世界の命運と天てん秤びんにかければ安かろう」

　それが分かっていながら行動しなかったから、自分の事を愚かな凡夫と卑下したのだろうか。

　冷静な皇帝の表情から、その本心を窺い知る事はできない。

　ただ、帝国が本気で動けば地下六階の守護者を倒し、地下七階に到達できたのは厳げん然ぜんたる事実なのだろう。

「だというのに、今まで誰一人として実行しなかった。何故か？　行っても無意味だと悟っていたからだ」

「そんな……」

　ルーファは反論の言葉を失い、絶望の表情で崩れ落ちる。

　皇帝が言った通り、千年の歴史を紡つむいできた歴代の統治者が、全て利己的で保守的な人達だったとは思えない。

　なのに何故、終焉の魔神を放置してきたのかと問われれば、もうそれしか答えがないのだろう。

「世界を滅ぼせるほど強大な『それ』を、人の手で倒せるとは到底思えぬ。そして、倒せば世界を救えるという代しろ物ものでもないのだろう」

「…………」

「地震をなくすためだからといって、この大地を消し飛ばしたらどうなる？　『それ』に挑むとは、つまり大地に挑むのと同じ愚行ぞ」

　黙り込むルーファに向かって語る皇帝の声は、優しく諭さとす教師のようですらあった。

　実際問題、あれほど巨大な異界を生み出すほどの力なんて、大地の神様とかそんな別次元の存在に違いないのだろう。

　人の手では倒せない。倒しても世界が崩壊する。つまり──

「詰みである。元よりこの帝都も帝国も、千年の後に滅びる運命にあったのだ」

　皇帝はあくまでも冷静に、世界の終わりを告げた。

「だから父様は、私が何を言っても……」

「逃れられぬ滅びならば、何も知らず穏やかに迎えるのが唯一の救いであろう」

　絶望しながらも納得するルーファに語りかける皇帝の顔には、同情と共に罪悪感の影が差していた。

　それを見たガーネットが、衝撃を受けた表情で呟く。

「ひょっとして、陛下が終焉の魔神を知ったのは、ルーファが生まれた後なのか？」

「えっ!?」

　驚いて声を上げるルーファに、ガーネットは半信半疑の様子ながら頷いた。

「皇女であるお主ですら、禁書庫を漁るまでは知らなかったのじゃ。代々帝位を継いだ者にしか明かされぬ秘密だったのじゃろう」

「えぇ、おそらくそうでしょう」

「陛下が帝位を継いだのは確か十六年前じゃから、計算は合うのじゃ」

「…………」

「それにおかしいと思っていたのじゃ。既に七人の娘がいて、過去に女帝の例もあるとはいえ、跡継ぎに適した男児を作ろうとなさらなかったのは──」

「レッドベリルの娘よ、そこまでにしておけ」

　皇帝は力のこもった声で、ガーネットの言葉を遮さえぎる。

　ただ、彼が冷徹な顔の下でどれほどの苦悩を抱いていたのかは、もう僕にも伝わっていた。

　可愛い子供達に囲まれ、帝国の頂点たる皇帝になり、公私ともに幸せの絶頂だと思っていたのに、あと十数年で千年目を迎えて、逃れられぬ滅びが訪れると知らされた時、どれほどの絶望に襲われた事か。

　まだ幼い子供達が、二は十た歳ち前後までしか生きられないと悟った時の罪悪感なんて、想像しただけで胃に穴が空きそうだ。

　あぁ、だから皇帝は『あと一年で封印が解けるとは限らない』なんて、危機感がない希望を掲げていたのか。

　自分でも本当は信じていないくせに、そんなお題目の下もとに変わらぬ日常を守る事でしか、妻や娘達、そして何千万という国民に対して、罪滅ぼしができなかったのだろう。

　僕が深い同情を抱くなか、皇帝は優しい瞳で娘を見つめる。

「其方が終焉の魔神を信じ、淡い希望に縋すがり、自ら冒険者になるまで追い詰めてしまったのは、余の不徳の致すところよ。許すがよい」

「父様……」

　皇帝として決して頭を下げる事はなく、けれども真しん摯しな謝罪を口にする父親を、ルーファは何とも言えぬ表情で見上げる。

　そんな娘から視線を外して、皇帝は改めて僕の方を向いた。

「暗黒騎士アルバよ、余の娘を連れて帝都を去るがよい。『それ』が目覚める事によって、どれほどの災さい厄やくが起こるのかは分からぬが、この大陸から遠く離れれば、健すこやかに過ごせるやもしれぬ」

　皇帝は三度同じ言葉を繰り返す。それに対する僕の答えは、先程までと少しだけ異なった。

「安心した」

「何っ？」

「ルーファの父親が娘思いで」

「…………」

　皇帝だけでなくガーネット達までが揃って、「こんな時に何を言い出すんだ？」という顔をしているけれど、これが偽りのない感想なのだから仕方がない。

　ルーファが散々クソ親父と罵ののしっていたし、僕自身が何度も暗殺されかけたから、どれだけ冷酷非道な男なのかと思っていたら、現実は全く違った。

　いや、帝国の支配者として冷酷ではあるのだろう。諦めて抗あらがう事を止めた愚か者でもあるのだろう。

　ただ、娘の身を案じる優しい父親でもあった。その事実が堪たまらなく嬉しい。

「余が、そんな甘い男だと？」

「あぁ」

　僕が力強く頷き返すと、皇帝は心外だとばかりに顔を歪めた。

「愚かな。余は其方と娘という、帝国の統治を乱す厄介者を、体ていよく追放したいだけよ」

　え～、今さらそんな照れ隠しをしても遅いと思うんだけど。

「変なところで噓が下手なのは親子じゃのう」

　ほら、ガーネットも呆れた顔でこう言っている。

　だが、そこまで素直に認めないというのなら、今度は僕が事実に基づき論破してみせよう。

「貴方は、ルーファを無理に連れ帰らなかった」

　僕はそう言って無言の黒装束を指さす。あれほど腕の立つアサシン忍者を使えば、冒険者になろうと九区に向かったその日にだって、力尽くで連れ戻す事はできたはずだ。

　今こうして、ルーファとガーネットが簡単に捕まっているのが良い証拠だろう。

　いっそ殺して連れ帰るという方法だってあった。お城に連れ戻してから蘇そ生せい魔法を使えばいいだけの話だし、もう二度と勝手な真似をしないように、お灸きゆうを据える効果も望める。

　……まぁ、世の中には何度殺されても反省せず、浮気を繰り返すどこかの爺じいちゃんもいるけれど。

　皇帝ならそういった手段をすぐに思いついただろうし、実行に移せる部下も持っていた。けれども、娘のルーファにはそういった酷い真似をしなかった。他人の僕はあっさり暗殺しようとしたのに。

　即すなわち、ここから導き出される結論は──

「貴方はルーファを愛している」

「え～」

　僕が断言すると、皇帝ではなくルーファが嫌そうな声を上げる。

　それを聞いた父親の顔が、平静を装おうとしながらも悲しそうに歪んだのを、僕の目は見逃さなかった。

「仮に余がそんな甘い男だとして、それがどうしたというのだ。余の性格がどうであろうと、帝国の崩壊は避けられぬ」

　皇帝はあくまで娘思いなのを認めずに言い返してくる。

　確かにその通りかもしれないが、それが僕に一つの光明をもたらしたのだ。

「悪あしき皇帝だと思っていた貴方が、娘思いの父親であった」

　何事も自分の目で確かめてみなければ、真実は分からないという好例だと思う。

「だから、終焉の魔神もまた、世界を滅ぼすとは限らない」

　そんな希望も残っていると、僕は再び断言してみせた。

「馬鹿な、そんな都合の良い話があるものかっ！」

　当然、皇帝は声を荒らげて反論してくる。けれども、ちょっと待って欲しい。

「終焉の魔神が世界を滅ぼすという証拠が、どこにある」

「何っ!?」

「お主は何を言っとるのじゃ？」

　皇帝だけでなくガーネット達まで、驚き呆れた表情を浮かべる。

　うん、自分でも厳しい事を言っているのは分かっている。深き迷宮を創り出し、大量の魔物を生み出し、そもそも『終焉の魔神』なんて物騒な名前を付けられた存在が、世界を滅ぼす以外に何をするのかとは思う。けれども──

「魔神の名も、世界を滅ぼすというのも、古代の人間が言った事にすぎない」

　確か、最初の冒険者でもある初代皇帝・レオナルドが、禁書にそう書き残したんだっけ？

　それを読んだルーファが、世界を救うために奔ほん走そうを始めて、今こういう事になっているわけだけれど、その始まりが間違っていた可能性はあるのだ。

「魔神に会って、直接聞いたわけではあるまい」

　そう、ただ本に書いてあっただけで、決して本人の発言ではない。

　けれども、大昔から伝わる由ゆい緒しよ正しい禁書で、書いたのが初代皇帝という偉い人だから、皆が疑いもせず信じてしまった。

「皇帝が噓を吐かないと、誰が保証できる？」

　僕はそう言って、娘思いなのをひたすら認めない父親を指さす。

　しかし、皇帝は憤いきどおって言い返してきた。

「馬鹿馬鹿しい！　ならば迷宮内における魔物の増加や、新種の誕生、守護者の進化といった近年の異常事態をどう説明する。其方らが直接その目で確かめた事であろう？」

　うっ、そこを突かれると痛い。今までなかった事が起きたのだから、不吉の前兆であり、魔神の復活が近いと捉とらえるのが普通だよね。実際、僕達もそう思っていたし。

　だが、苦しいけれど言い訳は可能である。

「終焉の魔神──いや、『それ』の悪意とは限らない」

　さっき皇帝が地震に例えていたけれど、地震というか大地には、人間に対する悪意なんてない。ただ揺れているだけだ。

　それと同じように、『それ』も別に悪意はないのだけれど、ちょっと身震いをしただけで、魔物が増えたり進化したのかもしれない。

　そう告げると、皇帝はまた険しい顔で言い返してきた。

「仮に悪意がなかったとしても、『それ』のせいで世界が滅びるなら同じ事であろう」

　うっ、また痛い所を突かれてしまった。悪意の有無に拘かかわらず地震が迷惑な災害であるように、『それ』の身震いで世界を滅ぼされてはたまらないのだ。だが、しかし──

「悪意がなければ、説得できるかもしれない」

　そう、「人間が滅びてしまうので、大人しくして貰えませんか？」と対話による解決が望めるかもしれないのだ！

「そんな都合の良い話があるものか」

　皇帝は先程と同じ台詞せりふで、僕の意見を否定する。だが──

「都合の良い敵など、存在しないのだろう？」

　倒せば全てが解決する絶対悪が存在しないのなら、『それ』と会話が通じたっていいはずだ。

「屁理屈だな」

「あぁ」

　皇帝の指摘を素直に認める。適当に言い返しているだけで、僕だって心の底からこの説を信じているわけではない。

「だが、可能性はある」

　そして、可能性に留まっている事が問題なのだ。

『それ』は世界を滅ぼすのか、滅ぼさないのか。倒せるのか、倒せても世界は救われないのか。悪意があるのかないのか。説得が可能かどうか。

　全ては過去の文献や出来事からの推測にすぎない。

「だから、迷宮の地下七階に辿り着き、真実を確かめる」

　結局、これが唯一無二の解決策なのだ。

　その結果、待っているのが希望か絶望かは分からない。色々な証拠から考えれば、皇帝の告げた絶望の方が確率は高いのだろう。

　けれども、この目で確かめるまでは決して諦めない。何故ならば──

「冒険者だからな」

　成功の見込みが少ない危険な行為──冒険に挑む者なのだから！

　……決まった。過去最高に格好良い台詞を告げられて、感動のあまり打ち震える。

　そんな僕に対して、ガーネットが暫しばらく沈黙した後に、呆れ果てた顔でこう告げた。

「お主は本当に、救いようのない、神がかった、底抜けのドアホウじゃのう」

　酷い。わざわざ一言ずつ句切って、強調してまで言わなくてもいいのに……。

　落ち込む僕に対して、ガーネットは急に優しい微笑みを浮かべる。

「じゃが、そんなお主と巡り会えた事を、心から感謝しておるのじゃ」

「えっ？」

「ガ、ガガガーネット、今のはどういう意味ですかっ!?」

　思わず頰が熱くなる僕と、妙に慌てるルーファを無視して、ガーネットは皇帝の顔を仰ぎ見る。

「陛下、アルバの言う通りじゃ。この場でいくら理屈をこねたところで真実は分からぬ。ならばこそ、ワシらは迷宮の最奥を目指すしかあるまい」

「…………」

　皇帝は渋い顔で黙り込んで答えない。けれども、答えられないという事が、僕達の意見を否定できない事実を示していた。

「地下六階の守護者を倒し、迷宮の最奥に行って『それ』を確かめる。仮に逃れられぬ滅びが待っていたとしても、諦めるのはそれからでよかろう」

　うん、ガーネットの言う通りだ。諦めるのは最後でいい。

「父様、私もアルバ様達と同じ意見です」

　先程の動揺から復帰したルーファも、真剣な表情で父親に語りかける。

「抗うにせよ、受け入れるにせよ、全てはこの目で見定めてから。それで良いではありませんか？」

「…………」

「父様は私など及ばないほどに聡明で、物事の先が見えてしまうから、早々に絶望してしまわれたのでしょう。けれど、今は下手な考えなど捨てて、全力で突き進むべき時なのです」

「うむ。時に天才より馬鹿の方が強いものじゃしな」

　ガーネットも深く同意して、僕の方をチラッと窺ってくる。

　そうそう、思慮深い天才であろうとも、馬鹿の考えは読めないから危険だって訓戒が──あれっ、僕が馬鹿だと言われてる？

「お主は本当に紙かみ一ひと重えで計り知れぬのう」

　首を傾げる僕を見て、ガーネットは微笑みながら溜息を吐くという、とても器用な真似をしてみせた。結局、褒められたのか貶けなされたのか分からない。

「ふっ」

　うん？　今笑ったのは誰だろう。ルーファでも皇帝でもないし……まさか、アサシン忍者がっ!?

　驚いて黒装束の顔を窺うが、覆面から唯一覗く目元さえ、既に氷のような無感情に戻っていたので真相は分からなかった。

　でも案外、この人も仕事中だから無駄口を叩かないだけで、プライベートだとお喋りで愉ゆ快かいな人だったりするのかもしれない。

　そんな事を考え込んでいると、険しい顔で黙っていた皇帝がようやく口を開いた。

「子に諭されるとは、余も焼きが回ったようだ」

「それでは──」

「だが、受け入れられぬ」

　ルーファの言葉を遮って、皇帝は腰に吊つるした長剣を鞘さやから引き抜く。

「余はゴルドー帝国の四十一代皇帝・ジュラーフである。そんなあるかも分からぬ希望にすがって、歴代の皇帝と国民達が築き上げてきた帝国を、無駄に乱す事などできぬ」

　そう断言する皇帝の表情は、鋼のように硬く冷たい。けれども、その内側では複雑な感情が渦巻いているのだろう。

　思い通りにいかない苛立ち。思わぬ希望に対する動揺。諦めない若者に対する羨望と、諦めたまま老おいてしまった自分への失望。

　そんな激情の切れ端が、皇帝の瞳には宿っているように感じられた。

「このままでは先がないと、父様も分かっておられるのでしょうっ!?」

「…………」

　ルーファが悲痛な声で糾きゆう弾だんしても、皇帝は黙して語らない。彼もそれが愚かな選択だと理解しているのだろう。

　ただ、今まで十数年もの間、滅びの運命は変えられず、その瞬間まで仮かり初そめの平穏を維持する他に救いはないと、絶望しながらも懸命に帝国を支えてきたから、今さら生き方を変えられないのだろう。意地っ張りというか、面倒臭いというか。

「こうと決めたらテコでも動かぬ所も、血の繋がりを感じるのう」

　ガーネットがそう言って諦めの溜息を吐く。ルーファは嫌がりそうだけど、やっぱり親子なんだな。

　ともあれ、皇帝が自分では変われないというのなら、僕にできる事は一つしかない。

「こちらが勝てば、地下七階に行って真実を確かめる」

　僕はそう宣言して大剣を構える。皇帝を打ち負かし、力尽くで考えを変えさせるのだ。

　実に暴力的だけれど、凝こり固かたまった頭をほぐすには、これくらいシンプルな方法がいい。

　そう戦意を漲みなぎらせる僕に対して、皇帝は笑みを浮かべながら長剣を構えた。

「よかろう。余が勝てば娘と共に帝都から去って貰う」

　一見すると、負けても僕の方にデメリットがない。だが、帝都の人々を見捨てて逃げたら、僕は一生後悔をし続けるだろう。

　悔やんでばかりで笑えない人生など嫌だ。だから、この戦いは絶対に負けられない。

「最後は剣で決めるか。冒険者の街には相応ふさわしかろう」

「あぁ」

　全くもってその通りだ。おそらく、皇帝もこうなるのを予見して、誰の邪魔も入らないこの場所に呼び出したのだろう。

　月の明かりだけが照らす何もない平野で、僕達はそれぞれの意地を剣に込めて、未来を決める戦いに挑むのだった。
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　長剣を正せい眼がんに構える皇帝に対して、僕はすり足で距離を詰めてから一気に跳びかかる。

「せいっ！」

　まずは小手調べとばかりに、上段からの幹から竹たけ割わりを見舞う。

　両手持ちの大剣による一撃を、片手持ちの長剣で止めるなど、普通なら不可能だろう。

　だが、皇帝はあっさりと僕の攻撃を受け止め、そのまま鍔つば迫ぜり合あいに持ち込んできた。

「くっ！」

　僕は全身のバネを総動員して、皇帝を押し崩そうとするが、まるで山でも相手にしているかのようにビクともしない。

　それどころか逆に押し込まれ、腹を蹴けり飛とばされてしまった。

　だが、僕はその勢いを利用して距離を取ると、大剣を横よこ一いち文もん字じに薙なぎ払はらう。

　黒くろ陰かげ流りゆう剣術・稲いな薙なぎ

　切っ先から伸ばした黒い霊気の刃やいばで、蹴り終えて動きの止まった皇帝を狙う。しかし──

「甘い」

　皇帝の長剣から放たれた黄金の刃が、黒い刃を嚙み砕き、そのまま僕の体を呑のみ込こんだ。

「ぐわっ！」

　赤[image: ]豚に轢ひかれた時以上の衝撃を受けて、僕は吹き飛ばされて地面を転がる。

「アルバ様っ！」

「馬鹿な、アルバが押し負けたじゃとっ!?」

　一瞬意識が遠のいて、ルーファの心配する声や、ガーネットの驚く声も遠くに聞こえる。

　強そうだとは思っていたけれど、まさかここまでとは……。

　大剣を杖つえにして立ち上がる僕を見て、皇帝は堂々と言い切った。

「何千という冒険者を抱える帝国の支配者が、一介の冒険者より弱いわけがなかろう」

「なるほど」

「いや、その理屈はおかしいじゃろっ!?」

　納得する僕に向かって、ガーネットからツッコミが飛んでくる。

　そんなに変だろうか。力こそが正義の冒険者達を従えるのなら、やはりこれくらい強くないと駄目だと思うけれど。

　首を傾げる僕を余所に、ルーファが震える声で呟く。

「あり得ません。六階級のチドリ様に勝ったアルバ様が、ここまで圧倒されるだなんて、それこそ──」

「七階級の冒険者でもなければ、か？」

　娘の言葉を引き継いで、皇帝は不敵な笑みを浮かべる。

「如い何かにも。余の霊気は六階級を超えて、七階級の域に達している」

「それこそあり得ません！」

　ルーファはほとんど悲鳴のような声で叫んだ。

「霊気の成長に限界はなくても、魔物を倒して浴びられる魔力は、地下六階で打ち止めなのです。地下七階に到達できていないのに、七階級の霊力など身に付けようがありません！」

「本当に手はないか？」

　皇帝は淡々と問い返す。それだけで悟ったらしく、ルーファは驚きよう愕がくに顔を歪めた。

「まさか、『霊気吸奪エネジー・ドレイン』を……？」

「如何にも。其方も用いた禁術を使えば、この通り七階級の完成である」

　娘の洞察力を褒めながら、皇帝は全身から黄金の霊気を立ち上らせる。

　禁術『霊気吸奪』──相手から霊気を奪い、自分のモノとする忌いまわしい魔法で、ルーファがこれを使ってエクレアさん達にお仕置きをしたと聞いていた。

　ただ、とても効率が悪い失敗作だとも言っていたはずだが……。

　そんな僕の疑問を読み取ったのか、皇帝は淡々と説明した。

「『霊気吸奪』は効率が悪い。一の霊気を十人から奪っても、二の霊気を得られるかも怪しい。そういった意味では失敗作であろう。だが、十人で足りぬのなら、何百人から霊気を奪えばいい話であろう？」

「なっ!?」

「もっとも、そこまで元六階級を集めるのは難儀なのでな、数名から霊気を奪っては、他の元六階級と組ませて、丁度今のように他の冒険者がいない頃合いを見み計はからって、密かに迷宮で鍛え直しては、また霊気を奪うという作業を、数十回と繰り返したのであるが」

「…………」

　僕は驚愕のあまり言葉を失う。いや、理屈ではその通りかもしれないけれど、そんなの協力してくれる人いるのっ!?

　寄生して楽に得たとしても力は力だ。それを喜んで手放す人がいるとは思えない。

　そんな僕の疑問に答えるかのように、ルーファが忌いま々いましげに舌打ちした。

「ちっ、そのための快楽ですか」

「誤解をするでない。快楽はあくまで副産物、狙って生まれたわけではない」

「けれど、それを利用したのでしょう！」

「如何にも」

　娘の詰問に対して、皇帝はむしろ愉快そうに笑い返す。え～と、どういう事？

　僕が視線で助けを求めると、ガーネットは苦い顔で答えてくれた。

「『霊気吸奪』を受けると、その際に魂たましいが抜けるような快楽を得られるのだそうじゃ。つまり、霊気を奪われる快楽の中毒にさせて、自ら進んで協力するように仕向けたのじゃろう」

「うわっ……」

　えげつなすぎて引いてしまう。それって危ない薬漬けにしてお金を稼がせるのと、やっている事は一緒だよね？

　そんな父親の所行を、ルーファも軽けい蔑べつの眼差しで責める。

「帝国の礎いしずえたる冒険者を、ボロ雑ぞう巾きんのように利用して恥ずかしくないのですか？」

「実力主義の冒険者達を従わせ、帝国の平和を守るために必要な手段である。其方とて実行が可能であれば、迷宮攻略のために同じ事をしたであろう？」

「…………」

「外道な所も親子じゃのう」

　否定できず黙り込むルーファに、ガーネットが呆れ顔でツッコミを入れる。

　まぁ、世界の命運と天秤にかけたら、そのくらい汚い手段も仕方がないのだろう。

「さて、続きといくか」

　皇帝は話を終えると、地面を蹴り跳びかかってきた。

　一瞬で目の前まで迫り、胴を狙ってきた横薙ぎの一閃を、僕は大剣を盾にして受け止める。

　だが、凄まじい衝撃を殺しきれず、また吹き飛ばされてしまった。

「くっ！」

　駄目だ、パワーが違いすぎる。まともに打ち合っては勝ち目がない。

　僕は吹き飛ばされた勢いを殺すため、地面に大剣を突き刺しながら、その切っ先から密かに霊気を飛ばす。

　黒陰流剣術・土ど竜りゆう

　地中を通り、皇帝の真下から霊気の串くしを伸ばす。しかし──

「小細工を」

　皇帝は黄金の霊気で輝かせた足で、僕が生み出した串を踏み砕いてしまった。

「ならばっ！」

　僕は一気に距離を詰めて、大剣を薙ぎ払いながら霊気の刃を二つ放つ。

　黒陰流剣術・朧おぼろ重がさね三さん爪そう

　頭、胴、足の三箇所同時攻撃。だが、皇帝は長剣から膨大な霊気を放ち、黄金に輝く盾を生み出して、容易たやすく受け止めてしまった。

「器用だな」

　そう褒めながら、眩まぶしいほど霊気を集中させた左拳で、僕の胸を殴りつけてきた。

「がはっ……！」

　心臓が止まりそうな激痛に呻うめきながら、吹き飛ばされる僕の胸元で、ピシッと小さな音が鳴り響く。

　まさか、この漆黒鎧『摂理の守護者プロビデンス・ガード』にヒビが入ったっ!?

　大剣『悪魔[image: ]いデーモン・イーター』と同じように、大気中の魔力を食って自動で再生するとはいえ……くっ許せない！

　一瞬、最愛の鎧を傷つけられた怒りに囚われてしまうが、そんな雑念を抱えて勝てる相手ではない。

　距離を詰めて斬りかかってきた皇帝の剣を、僕は全力で捌さばきながら必死に考える。

　皇帝は七階級の霊気により、パワーこそ桁けた違ちがいなものの、剣の技や術はそこまで洗練された感じがない。皇帝となってからは忙しく、鍛錬の時間が取れないからだろう。

　手札の数は僕の方が勝っている。だが、圧倒的な力の差を覆すには足りない。

　どうする？　こうなったら……いや、しかし……。

　そんな風に迷っていたせいだろう。皇帝が不意に繰り出した足払いを避よけ損そこねて、僕は無様に倒れ込んでしまった。

「アルバ様っ!?」

「終幕だ」

　ルーファの悲鳴が響くなか、皇帝は振り上げた長剣を、倒れ込んだ僕の胸に向かって──

　ズドンッ！

　突然、火山でも爆発したような轟ごう音おんと共に、地面が激しく揺れだした。

「何っ!?」

　あまりにも急で激しすぎる地震に、流石の皇帝も攻撃の手を止めて、倒れないよう懸命にバランスを取るので精一杯だった。

　僕はその隙を利用して、どうにか転がって距離を取る。た、助かった……。

　胸を撫で下ろしている間に、地面の揺れは徐々に収まってきた。

　しかし、僕が立ち上がるのと同時に、背後からまた別の音と震動が響いてくる。

　ドドドドドドドドドドッ！

「何だ？」

　僕は訝いぶかしみながらも、向かい合う皇帝に隙を見せるわけにもいかず、振り返る事ができない。

　そんな僕を余所に、先程の地震で倒れ込み、地面に耳を押し当てる形になっていたガーネットが、真っ青な顔で叫んだ。

「なっ!?　これは……」

「何があった？」

　凄く嫌な予感がしながらも、尋ねる他になかった僕に、ガーネットは震える声で答えた。

「八番地の、迷宮入り口の方から、とてつもない数の足音が聞こえてくるのじゃ……」

「えっ？」

　僕は愕がく然ぜんとしながら皇帝の顔を窺う。しかし、そこには僕達と同じ驚きと戸惑いしか浮かんでいなかった。

　つまり、皇帝が大量の伏ふく兵へいを隠していたとか、そういった事態ではない。

　いや、本当は分かっているのだ。ただ、信じられないというか、信じたくないというか……。

　つい現実逃避してしまう僕の代わりに、ルーファが呆ぼう然ぜんと答えを呟いた。

「まさか、迷宮から魔物が溢あふれ出だしてきた？」

「くそっ！」

　僕は慌てて正気に戻ると、皇帝に背を向けて八番地へと駆ける。

　背後から斬られるかもしれないが、もう決闘とかしている場合ではない。

　幸い、皇帝から攻撃を受けるような事もなく、僕は八番地の前に辿り着く。

　そして、城壁の上に駆け上り、信じたくなかった地獄の光景を目の当たりにした。

「「「オオオォォォ───ッ！」」」

　月明かりが照らす中、迷宮の入り口から津波のように溢れ出してきた魔物達の雄お叫たけびと足音が、遠く離れた僕の鼓こ膜まくさえ突き破る勢いで轟とどろいてくる。

　それはまるで、地上という世界に初めて顔を出した、魔物達の産うぶ声ごえに思えた。

　小鬼ゴブリンが、小型犬人コボルトが、大型犬人ノールが、愚鈍な巨人トロールが、投石植物カタパルト・プラントが、巨大蟻ジヤイアント・アントが、半魚人サハギンが、人魚マーメイドが……。

　今まで戦ってきた数々の魔物に加えて、合成魔獣キメラのような見た事のない魔物まで混ざっている。

　地下六階に出没するという巨竜ドラゴンや上級悪魔アーク・デーモンはいないのが、せめてもの救いだろう。

「四百、五百……何体いるんだ」

　最低でも二千体は超えていた。そして今も迷宮入り口から湧き水のように増え続けている。

　とても一人で相手にできる数ではない。だが、僕は城壁から飛び降りて、魔物の大群に向かって駆け出した。

　このまま放置すれば奴らは城壁を越えて、帝都の人々が静かに眠っている、八区へと侵攻を始めるだろう。

　そうでなくとも、迷宮入り口を見張る番兵さん達の兵舎が、既に取り囲まれて攻撃を受けていた。

「な、何が起きてるんだっ!?」

「来るな、来るなっ！」

　番兵さん達は兵舎に立てこもり、二階の窓から槍を投げたりして抵抗しているが、このままでは数分ともたないだろう。

　だから、僕は兵舎に群がる魔物達に向かって、ありったけの霊気を放った。

　黒陰流剣術・稲薙

　ゴブリンやコボルトといった弱い魔物達を、百体ほど一気に両断する。

　しかし、天馬ペガサスや鷹胴獅足グリフオンといった魔物達は宙に飛び上がり、僕の攻撃をあっさりと避けてしまった。

（あれを放置したら市街地に被害が出る。真っ先に倒さないと）

　だが、始めて遭遇した魔物なので、有効な戦い方が分からない。狭い迷宮内ならともかく広い地上では、下手に霊気の刃を飛ばしてもまた避けられるのがオチだろう。

　迷う僕に向かって、ペガサスとグリフォンが他の魔物達を引き連れて、一斉に襲いかかってくる。

「好機っ！」

　むしろ追い回す手間が省はぶけた。僕は迫る大群を直前まで引きつけると、回転しながら縦横無尽に霊気の刃を撃ち放つ。

　黒陰流剣術・乱月輪みだれがちりん

　半球状に隙間なく霊気の刃を敷き詰めれば、宙を飛んでいようとも避けようがない。

　群がっていた他の魔物達ごと、ペガサスとグリフォンをみじん切りにする。

　五十体を超える魔物が一斉に光の粒子と化して、周囲が一瞬昼のように明るくなるなか、僕は息を切らして片膝を突いてしまった。

「はぁはぁ……」

　マズい。皇帝との決闘でただでさえ消しよう耗もうしていたのに、今の大技で残っていた霊気が……。

　目め眩まいを堪えて立ち上がろうとする僕に、トロールの群れが迫ってくる。

　一斉に振り上げられた巨大な拳を、僕は避ける事もできずに見上げ──闇やみを切り裂いて飛来した何かが、トロール達の眉み間けんを尽ことごとく正確に貫つらぬいた。

「何っ!?」

　魔物達が光と化して消滅したあとの地面には、星形の投とう擲てき武ぶ器きが刺さっていた。

　これは手裏剣？　という事はまさかっ!?

「やれやれ、覚悟しときなって言っただろうに」

　聞き覚えのある声と共に、魔物達の首が立て続けに斬り落とされていく。

　そして、呆あつ気けにとられた僕の前に、音もなく大柄な中年女性が現れた。

「店長さんっ！」

「ロートルを出で張ばらせるんじゃないよ、だらしないねえ」

　永遠の乙女亭を経営する、元六階級の空手忍者こと店長さんは、そう僕を叱しかりながらも力強い笑みを浮かべてくれた。

　異変を察知して真っ先に駆けつけてくれたのか。何て心強い！

　勇気が湧いて立ち上がる僕の前で、店長さんは目にも留まらぬ速さで手裏剣を放ち、また無数の魔物を蹴け散ちらしてから、南東の方角を指さす。

「私だけじゃないよ」

　そう告げた瞬間、店長さんが指さした方向から、巨大な白い霊気の刃が飛んできて、無数の魔物達を一撃で真まっ二ぷたつにした。

　今のは稲薙？　という事は──

「アルバ殿、ご無事かっ!?」

　魔物達が消滅して生まれた道を通って、神しん速そくの侍さむらいことチドリさんが僕の元に駆け寄ってくる。

「こんな大群に一人で飛び込むなど、無茶にもほどがあろう！」

「すまない」

　心配し叱ってくれたチドリさんに謝りながら、僕は七番地の方に目を向ける。

　すると、彼女の仲間である白翼団の人達だけでなく、大勢の冒険者達が集まってきて、魔物の大群に向かっていた。

『魔物が地上に出てくるなんて、どうなってんだっ!?』

『何が何やら分からないが、街に被害が出る前に倒すんだ！』

『うひょーっ、こんな事もあるんだねぇ。地上における魔物の行動を観察したかったけど、流石に不ふ謹きん慎しんかな』

『貴方にそんな良識が残っていたなんて驚きだわ。あっ、魔石を踏まないように気をつけて』

　冒険者達は異常事態に困惑しながらも、剣を振り魔術を唱え、迷宮から溢れ出してきた魔物達をどんどん倒してく。

「あいつらは自分達のために戦っているが、薄情者ばかりじゃないんだよ」

　店長さんはそう言い、僕の頭を小こ突づいて無謀を叱る。

　うん、そうだよね。悲壮な英雄を気取って、僕一人で戦う必要なんてなかったんだ。

「アルバ殿はもう少し、某達を信用してくれ」

「すまない」

　切なそうに顔を歪めるチドリさんに、僕は深く頭を下げる。エクレアさん達に裏切られた事もあって、仲間以外を頼らないようになっていたのかな？

「坊主の場合は、ただ考えなしに突っ込んだだけだと思うがね」

「酷い」

　店長さんに笑われて、僕が文句を言っている間にも、迷宮から溢れ出してきた魔物の大群は、半数以上が倒されていた。

「大勢は決したようだが、あんたももう一働きしな」

　店長さんはそう言って、エプロンのポケットから取り出したガラス瓶を、僕の方に投げて寄こした。

　これはまさか、飲むだけで霊気が回復する霊薬エリクサーっ!?　魔術を極めた婆ちゃんですら、年に数本しか作れない貴重品だよ？

「一本、金貨一万枚だよ」

「お金を取るのっ!?」

　思わず声に出してツッコんでしまう。いや、元々そのくらいの価値はあるだろうし、この状況なら三倍の値段でも安いと思うけれど。

「支払いはツケにしといてやるよ」

　店長さんはそう言って笑うと、僕の返事も聞かず残った魔物達を倒しに向かった。一本で兵士の給料・約八十年分か……ええい、ままよ！

　僕は兜かぶとの口元をずらすと、ガラス瓶の中身を一気に飲み干す。

　途と端たん、全身の脱力感が消えて、体の奥から力が漲ってきた。

「ではアルバ殿、共に参ろうぞ」

「あぁ！」

　待っていてくれたチドリさんと共に、僕は戦い続ける皆の加勢をするため、魔物の群れへと駆けていった。
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　迷宮から溢れ出してきた魔物の大群を、大勢の冒険者達が蹴散らしていく光景を、皇帝ジュラーフは城壁の上から無言で眺めていた。

　その横に、ルーファとガーネットを抱えた黒装束が下り立つ。

「父様、詰みです」

　ルーファはアルバの無事な姿を確かめ、安堵に胸を撫で下ろしてから、硬い表情を作って宣告する。

「深き迷宮の奥に眠る『それ』が、伝承通りに世界を滅ぼす終焉の魔神なのか、それとも悪意のない何かなのかは分かりません。父様が危き惧ぐしているように倒せない、倒しても世界が救われない可能性もあるのでしょう」

　様々な証拠から推測するに、父親が告げた絶望の方が確率は高いと、ルーファも思っている。

　だが、アルバが言ったように、それは自分達の目で確かめるまで分からない。

　そして、迫る危機をひた隠しにして、せめて穏やかな終わりを迎えようという皇帝の願いは、目の前に広がる異常事態によって完全に破は綻たんした。

「これだけ大勢の冒険者が目撃した異変は、どうやっても隠し通す事などできません」

　もはや箝かん口こう令れいなど敷きようもない。明日には帝都中に知れ渡り、一ヶ月もすれば大陸中に広まるだろう。

　それだけで終焉の魔神による世界の崩壊という、大それた話にまで辿り着ける者は、流石にそうはいないだろうが、誰もが大きな不安を抱くに違いない。

　帝都の深き迷宮は、近いうちに何か大きな災厄を招くだろうと。

「事情を知らぬ貴族や民衆達からの突き上げに加えて、他国からの諜報活動も活発化するでしょう。こうなれば真相を明かして、国民が一丸となって事に当たるしかありません」

「…………」

　ルーファの言葉に、皇帝は黙して答えない。

　彼とて分かっている。歴代の皇帝と国民達が築き上げてきた帝都の平穏は、もはや取とり繕つくろいようもないほど崩壊した。

　このまま何もしなければ、魔神が復活する日を待つまでもなく、人々の混乱とそれに乗じた敵によって、帝都は長い歴史を終えてしまうだろう。

　変わるべき時が来たのだ。それは分かっている、分かっているが、易やす々やすと己の生き方を変えるには、四十年を超える歳月と、皇帝の座という重責によって、彼の魂たましいは冷えた鋼のように硬くなりすぎていた。

「手枷を解いてやれ」

　皇帝は背後の黒装束にそう命じると、城壁の上から飛び降りる。

　そして、地上に出てきた魔物達の掃そう討とうを終え、迷宮から新たに湧いてくる様子もなくなり、勝利の雄叫びを上げる冒険者達の中に交じった、暗黒騎士の元へと歩いていった。

『よっしゃ、あとは魔石を──えっ、あの黄金鎧はまさかっ!?』

『皇帝ジュラーフが何でこんな所にっ!?』

　彼に気がついてざわめく冒険者達を無視して、皇帝はアルバに向かって長剣を構える。

「暗黒騎士アルバよ、先程の続きだ」

「皇帝陛下がアルバ殿に剣を？　どういう事だ？」

「…………」

　側に立つ黒髪の女おんな侍ざむらいに尋ねられて、アルバは無言のまま困った様子で立ち尽くす。

　そこへ、手枷を外されたルーファが駆け寄ってきた。

「父様、もうお止めください。これ以上戦って何になるというのです！」

「下がれ」

　娘の悲痛な訴えには耳も貸さず、皇帝は全身から黄金の霊気を放って、周囲の冒険者達ごと威圧して遠ざける。

　七階級の圧力を受けて、多くの者達が距離を取るなか、諦めずに近づこうとするルーファの肩を、追ってきたガーネットが摑み止める。

「止よせ。男には退けぬ時があるのじゃろう」

「そんなの……っ！」

　ルーファは泣きそうな顔で反論しようとしたが、父親だけでなくアルバまで剣を構えるのを見て、もう何も言えなくなってしまう。

「事情はよく分からぬが、ご武運を」

「負けたら霊薬の代金は倍だよ」

　黒髪の侍と宿屋の店長も、声援を送りながらアルバの側を離れる。

　そうして、大勢の冒険者が見守るなか、もはや帝国の命運ではなく、己の意地をかけた男達の決闘は、最後の時を迎えるのだった。
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　上段に構えた長剣に、残る全ての霊気を集めていく皇帝と向き合いながら、僕は最後の躊ちゆう躇ちよを切り捨てる。

　この人に勝つにはもうあの手しかない。それによって、僕は帝都に居られなくなるかもしれないが、迷っている場合ではない。

　地上に魔物が溢れ出てくるなんて大事件のせいで、有う耶や無む耶やになりかけたけれど、僕は負ければ約束通り帝都を去る。

　けれども、そんな未来は決して認めない。だってルーファと約束したのだ、必ず帝国を救うと。

　正確には『一年以内に魔神を倒し、国と城と姫をどうか手にお入れください』だったか……あれっ、これってルーファと結婚して皇帝になれって事？

　いやいや、そんな事があるはずないし、雑念に囚われている場合でもない。

　僕の全てを振り絞って必ず勝つ。それはルーファのためだけではなく、ただ一人の男として本気で挑んできた皇帝──いやジュラーフさんに対する礼儀だ。

　だから、僕はその言葉を呟く。

「『出現エマージ』」

　漆黒鎧の止め金具が外れて、僕の体から剝はがれ落おちる。

『やっぱり、暗黒騎士の中身はあの銀髪男だったのか！』

　遠巻きに観戦する冒険者達から驚きの声が上がるなか、僕は悲壮な顔をしたルーファに頭を下げる。

「ごめん」

　素顔で出歩くなという約束をまた破ってしまった。けれども、これ以外に方法が思いつかなかったのだ。

　僕は一つ深呼吸をすると、決心して背中から霊気を放出する。

　体が軽くなる解放感と共に、霊気が黒い蝶ちようの羽を形成した。

「魔術でもないのに蝶の羽が生えるなんて……アルバ様、貴方はまさかっ!?」

「妖精フエアリーの血を引いておるのかっ!?」

　ルーファやガーネットの驚愕を耳にして、周囲の冒険者達も僕の正体を悟る。

『妖精ってまだ存在したのかっ!?』

『まさか。ミイラや剝はく製せいでさえ金貨数万枚で取引される絶滅種だぞ？』

『だが、あの羽はどう見ても妖精との交雑種ハイブリツドとしか……』
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　あぁ、これでもう今まで通りの生活は望めない。下手をすれば人買いに捕まって、見み世せ物もの小ご屋やに売られたりするのだろう。

　けれども、今は関係ない。ただ眼前のジュラーフさんに全神経を集中させながら、最後の一滴まで霊気を練り上げていく。

　黒陰流剣術の極意は、あらゆる通念に囚われず、どんな術すべを使っても敵を仕留める事にある。

　妖精空手の極意は、死を恐れず死地に飛び込む事で、生を摑み取る事にある。

　どちらも大切な教えだが、僕は冒険者となった事でもう一つの境地に気がついた。

（死んでもいい）

　文字通り死んでいいのだ。消滅さえしなければルーファ達が必ず蘇よみがえらせてくれる。そう信じられる仲間達がいる。

　だから、命がけで生き残るのではなく、命の全てで相手を倒す。

　そうでもしなければ、己のプライドを賭けた目の間の男に、決して勝つ事などできはしない。

（僕も賭けたぞ）

　妖精との交雑種だという正体と、今まで磨き上げてきた技、そして命の全てを盤上に乗せた。

（来いっ！）

　無言の誘いに応じるかのように、皇帝が雄叫びを上げて全霊気を乗せた長剣を振り下ろす。

「はぁぁぁ───っ！」

　視界を埋め尽くすほど膨大な黄金の津波が、僕を打ち砕かんと迫る。

　回避は不可能。そもそも避ける気はない。

　僕は大剣を前に突き出しながら、背中の霊力を爆発させて、自ら黄金の津波に突っ込んだ。

　──血迷ったかっ!?

　光の先で、皇帝の顔が驚愕に歪んだように思えた。

　もちろん、血迷ってなどいない。最大の攻撃だからこそ正面からは破られないと、相手には油断が生まれる。そこを針のごとき全霊の一撃で貫く。

　それが妖精の交雑種として生まれ、黒陰流を学び、冒険者となった僕だけの創意工夫オリジナル。

　我流・黒こく命めい翔しよう

　大剣の切っ先に全てを乗せて、黄金の津波を突き破る。

　守りに回す霊気が足りず、肩の肉がえぐれ、右足の先が吹き飛んでいくが、もはや痛みを感じている余裕すらない。

「貫けっ！」

　最後の力で背中の羽を爆発させた瞬間、視界から黄金の津波が消えて、ジュラーフさんの驚愕に歪んだ顔が過よぎり、僕はそのまま地面に衝突して転がった。

「ぐはっ……！」

　もはや立ち上がる気力も残っていない僕の前に、空から長剣が落ちてくる。

　その柄つかを、斬り落とされた右腕がまだしっかりと握り締めていた。

　どうにか首だけ動かして背後を振り返ると、右腕を肩から切断されたジュラーフさんが、大量の血を噴出しながらも満足そうな笑みを浮かべていた。

「余の負けだ」

　いや、右足が消し飛んで立ち上がれもしない時点で、こちらの勝ちという気もしないのだけれど……。

　そう告げる元気もない僕の元に、涙目のルーファが駆け寄ってくる。

「アルバ様、また何て無茶をやらかすのですかっ！」

「……ごめん」

　謝る力が残っていた事に、自分でも驚いてしまう。

「たとえ皇女失格でも、私は帝国の全てよりも、貴方が……」

「ルーファよ、良い雰囲気のところ悪いのじゃが、早く治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけてやるのじゃ」

　感かん極きわまって何か言いかけたルーファの肩を、歩み寄ってきたガーネットが申し訳なさそうに叩く。

「そうでした、少々お待ちください」

　ルーファは溢れていた涙を拭うと、僕に向かって治癒魔術を唱える。

　温かい光が降りそそぎ、血を垂れ流していた全身の傷口が塞ふさがっていく。ただ、消し飛んだ右足はそのままだった。

「まずは応急処置です。欠けつ損そん箇か所しよは寺院でゆっくり治して貰いましょう」

「ありがとう」

　僕はルーファにお礼を告げながらも、心の中で青ざめる。

　あのぼったくり寺院の事だ、とんでもない治療費を取られるに違いない。あぁ、店長さんに払う霊薬の代金もあるし、マイホーム用の貯金がどんどん削けずられていく……。

「お主、またどうでもよい事を考えとるな？」

　僕の思考を読んで、ガーネットが呆れた表情を浮かべる。いや、どうでもよくないよ！

「それよりほれ、先にやるべき事があるじゃろう？」

　ガーネットがそう言って背中を叩くので、僕はヒビだらけになっていた大剣を杖にして立ち上がる。

　そして、出血のあまり倒れ込み、白翼団の獣人神官さんから治癒魔術を受けていた、ジュラーフさんの元に歩み寄った。

「礼を言おう。褒美は後で取らせる故、今は下がっておれ」

「は、はいだワン！」

　獣人神官さんが慌てて下がるのを待って、ジュラーフさんは青い顔で僕に語りかけてくる。

「改めて言おう、余の負けである」

「いや、あれは──」

「よい。勝者は立ち上がり、敗者は地に伏せている。誰の目にも結果は明らかであろう」

　僕の言葉を遮って、ジュラーフさんはそう断言した。

　う～ん、ちょっと納得がいかない所はあるけれど、変にごねても相手の心意気を汚けがすだけだし、ここは喜んで勝利を譲ゆずられておこう。

「では、認めて貰う」

「よかろう、もはや邪魔はせぬ。好きなだけ地下七階を目指すがよい」

　僕が確認すると、ジュラーフさんは青ざめた顔に晴はれ晴ばれとした笑みを浮かべて頷いた。よし、これでもう暗殺者を送られたりする事はないぞ！

「それと、出来る範囲の助力を約束しよう。さしあたっては、其方がその血によって迫害などを受けぬよう、皇帝の名において身分を保証する」

「はっ!?」

　ジュラーフさんに言われて今さら思い出す。そうだ、妖精との交雑種だって事を皆に暴露してしまったんだった。

　恐る恐る顔を窺う僕に、ルーファ達は優しく微笑み返してくる。

「驚いたのは事実ですが、それでアルバ様を嫌いになる事などありませんわ」

「うむ、むしろ得心がいったのじゃ。お主の蝶々みたいにフラフラとした頭も、妖精だと思えばさもあらん」

「妖精の血を引く凄腕の剣士など、むしろ素敵ではないか」

　チドリさんも寄ってきてそう褒めてくれる。よかった。彼女達に嫌悪されるのは、人買いに捕まるよりも怖かったのだ。

　ホッと胸を撫で下ろしていると、店長さんも寄ってきて、僕の肩を叩いて励ましてくれた。

「安心しな。うちの宿に泊まっている限りは、誰にも手なんざ出させないさ」

　なんて頼もしいんだ。でもそれ、永遠の乙女亭にお金を落とし続けろって意味じゃない？

　訝しむ僕に対して、店長さんは苦笑を返してくる。

「まぁ、皇帝が身を保証してくれたんだ。今夜みたいな悪戯いたずらをする奴なんて、まず出てこないさ」

　悪戯って……あぁ、黒装束さんの事か。店長さんはあの人が侵入していたのも、本気の殺意がなかった事にも気がついていたのか。流石は空手忍者。

「窓の修理費は銀貨一枚に負けといてやるよ」

　酷い。そこはタダにする話の流れだよね？

　僕は不満で頰ほおを膨らませてからすぐに破顔する。正体が知られたからって、今までの関係が崩れる事なんてなかったのだ。色々と心配していたのが馬鹿みたいである。

「だからいつも言っておるじゃろう。お主はドアホウじゃと」

　ガーネットが優しく笑いながら、僕の腰を叩いてくる。

　うん、僕はドアホウだった。これからはもっと皆を信頼して、隠し事なんてせずに何でも打ち明けていこう。

　そんな諸々の感情を込めて、僕は皆に向かって感謝を告げる。

「ありがとう」

「よさんか、むず痒がゆい」

「うむ、今さら水臭いであろう」

　ガーネットが照れ隠しに顔を歪め、チドリさんは優しく微笑む。

　そして、ルーファが真剣な表情で僕の前に立った。

「お礼を言うのはこちらの方です。思い上がりだったら恥ずかしいのですが、あそこまでして父様に勝ってくれたのは、私との約束を覚えていて下さったからですよね？」

「え～と……」

　僕は一瞬返答に詰まる。ルーファの言う通りなんだけど、認めるのはちょっと恥ずかしい。

　いや、隠し事なんてしないって、今さっき誓ったばかりじゃないか。

　僕は頰が熱くなるのを堪えて、ルーファの碧あおい瞳を正面から見つめて頷いた。

「あぁ、君との約束を守るために勝った」

「……嬉しいです」

　ルーファは一瞬、涙を堪えるようにしてから、花が開くように微笑んで、僕の胸に抱きついてきた。

「やれやれ、タラシの血筋には困ったもんだね」

　店長さんが呆れ顔で気になる事を呟きながら、僕達に向かって拍手を送ってくる。

　その雰囲気に釣られたのか、周囲の冒険者達までが手を叩いてきた。

　ちょっ、やめて。何か分からないけど凄く恥ずかしい！

「おのれ卑ひ劣れつな。公衆の面前で既成事実を築くおつもりかっ！」

「いや、彼奴あやつが腹黒アホ姫といっても、これは流石に計算では……」

　助けを求めようとガーネットの方を見れば、凄い形相をしたチドリさんを必死に摑み止めていた。駄目だ味方がいない。

　そんな絶望する僕に、ジュラーフさんが再び声をかけてくる。

「暗黒騎士アルバよ、敗者として最後に一言だけ忠告しておこう」

「何だ？」

　話題が変わってこれ幸いと、僕は胸からルーファを引き剝がす。舌打ちが聞こえたのはきっと気のせいに違いない。

　そうして、ジュラーフさんは倒れたまま僕を見上げ、穏やかな笑みを浮かべ──たように見えて、目は全く笑っていないまま、その言葉を吐き出した。




「余の娘に気があるのならば、演技でもレッドベリルの娘と口づけなど交わさぬ事だ」




　ピシッと空気が凍りついて割れる音を、僕は生まれて初めて聞いた。

　いや、爺ちゃんの浮気がバレた時に、婆ちゃんがよく鳴らしているか。あはは……って何でそれを言うのっ!?

　ギラッフェ伯爵の正体がジュラーフさんだったから、知っているのは当然としても、今それをバラす意味がないよねっ!?

　混乱のあまり声が出ず、必死に視線で問とい質ただす僕の両腕が、左右からがっしりと摑まれる。

「アルバ様、今のはどういう事でしょうか？」

「アルバ殿、今のはどういう事だろうか？」

　ルーファとチドリさんの二人が、全く同じ怒りの炎を背負いながら、僕の顔を睨み上げてくる。こ、これはマズい。

「助けて～、ガーネット～ッ！」

「こっちに振るでないわっ！」

「「──っ！」」

　声を振り絞って助けを求めたガーネットに、ルーファ達の鋭い視線が集中する。

　すると、ガーネットは暫くたじろいだ後で、両手を合わせて頭を下げた。

「……すまぬ」

　認めちゃうのっ!?　いや、どう考えても誤魔化すのは無理だけれどもっ！

　もはや退路は断たれ、まな板の上に載せられた魚のように、ただ震えるしかない僕の腕を摑んだまま、ルーファとチドリさんは人ひと気けのない方に向かって歩き出す。

「アルバ様、あちらでゆっくりとお話を致しましょうか」

「あぁ、たっぷりと言い訳を聞かせて頂こう」

　二人の鬼よりも怖い笑みが、致すのはお話じゃなく拷問で、聞かせるのは僕の悲鳴だと物語っている。だ、誰でもいいから助けて～っ！

『姫様とチドリだけじゃなく、ドワーフ娘にまで手を出してやがったのか、あのロリコン野郎っ！』

『やっぱり、地下六階の暗黒騎士より先に、あいつを倒すべきじゃね？』

『皆さん、あのハレンチ男を滅ぼすなら、弱った今がチャンスですよ！』

　周囲の冒険者達に助けを求めても、返ってきたのは侮ぶ蔑べつの眼差しだった。

「陛下もお人が悪いのう」

「余とて父親ぞ、娘を取られれば不機嫌にもなる。許すがよい」

　肝心のガーネットもジュラーフさんと何やら話し込んでおり、とても助けは得られそうにない。爺ちゃん、僕はどうすればいいの？

　──アルバよ、時には諦めが肝心だぞ。

　とてもイイ顔で笑いながら、婆ちゃんに連行されていく爺ちゃんの姿を思い出し、僕はこの後に待つ尋問おしおきを、ただ大人しく受け入れるしかないのだった。
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　深き迷宮から地上に魔物が溢あふれ出だしてきたという大事件は、それが解決した翌日の昼には、帝都中の人間に知れ渡っていた。

「この千年間、一度だってそんな事はなかったのに、いったい何が起きているんだ？」

「今回は冒険者達が倒してくれたから、何事もなく済すんだけれど、こんな事が何度も続いたらいずれは……」

「質たちの悪い冗談に決まってる。あんな与よ太た話ばなしを信じてる奴は大馬鹿だっ！」

「いいえ、真実よ。もう帝都を捨てて逃げるしかないわっ！」

　噂うわさに尾おひれがついて膨れ上がり、不安がさらなる不安を呼んで、現実逃避や夜逃げの準備を始める者達すら現れる。

　そうして混乱が十分に広がり、仕事の疲れなども相まって、人々の思考能力が弱まってきた夕方の空に、突とつ如じよとして皇帝ジュラーフの姿が浮かび、威い厳げんに満ちた声が響いてきた。

『親愛なる我が臣民達よ。今、帝都を騒さわがしている件について、余よの口から説明をしようと思う』

「へ、陛下が自らっ!?」

　このような事は現在の皇帝になってから初めてであるし、帝国の長い歴史を紐ひも解といても数えるほどしかない。

　千年間で初めての大事件が起きたのだから当然の対応とはいえ、帝都の人々は驚きよう愕がくしながら揃そろって空を見上げ、魔法で映し出された皇帝の言葉を待った。

『まず、迷宮の入り口から魔物が溢れ出してきたというのは、紛まぎれもない事実である。何な故ぜならば、余がこの目で確かめたからである』

「えぇっ!?」

　あの場に居なかった民衆達の口から、一斉に驚愕の声が漏もれる。

「夜中の迷宮入り口に、何で皇帝陛下が……」

「でも、陛下が噂の暗あん黒こく騎き士しと戦っているのを見たって話を聞いたぞ？」

「はぁ？　暗黒騎士って最近現れた冒険者の方だろ。魔物が地上に現れた一大事に、何で陛下が冒険者と戦うんだよ」

「分かんねえけど本当なんだって。兄貴の友達の冒険者の仲間が見たって言うんだから間違いねえっ！」

「そうそう、陛下が第七皇女殿下を賭かけて、暗黒騎士と決闘したんだってよ」

「アホくさっ、作り話ならもっと上手くやれよ」

　人々が好き勝手に喋しやべる話は、当然ながら皇帝の耳には届いていない。

　ただ、仮に届いていたとしても、皇帝は一笑に付ふして取り合わなかっただろう。

　今回の件に限っては真実こそが最も現実離れして、とても信じられない話なのだ。ならば下手な言い訳などせず放置しておいた方が、民衆達は常識的な判断によって、事実を噓うそだと思い込んでくれる。

『このような事態が何故起きたのかは、目もつ下か捜査中である故ゆえに、正確な事はまだ言えぬ。ただ、深き迷宮に大きな変化が起きた事は間違いなかろう』

「…………」

　皇帝の偽いつわりない言葉を聞いて、人々は思わず黙り込む。大騒ぎしながらも心のどこかで「デマだ、安心しろ」と言われるのを望んでいたのだろう。

「迷宮に大きな変化って、これ以上の何が起きるっていうんだ……」

　生まれる前から地面の下にあって、冒険者と魔石を生み出し、帝国に富と繁はん栄えいをもたらしてくれた深き迷宮という宝の山。それがついに闇から這はい出でて、自分達まで呑のみ込こんでしまうかもしれない。

　皇帝の口から告げられた事で、人々の不安は一気に膨れ上がっていく。

　それが破は裂れつする寸前を見み計はからって、皇帝は大声を張り上げた。

『狼狽うろたえるな！　我が愛する臣民達よ、この先にたとえ何が起きようとも、偉大なる初代皇帝レオナルド様の時代から続く、勇ゆう敢かんな魂たましいを持った冒険者達が、帝都の危機を斬り払うであろうっ！』

「そうだ、帝国には冒険者がいるんだ！」

　皇帝の一いつ喝かつに打たれて、人々は笑顔を取り戻す。

　よく考えれば何の根こん拠きよもない話であるし、冒険者は別に正義の味方でもない。ただ、不安に押おし潰つぶされそうだった彼らには、他に縋すがるべき希望がなかったのだ。

　冷静な誰かがそれを指摘する前に、皇帝は矢や継つぎ早ばやに告げる。

『繰り返すが、異変の原因はまだ判明しておらぬ。だが、解決の方法は既すでに分かっている。それは深き迷宮の地下七階に到達する事である』

「何だって!?」

　思わぬ答えが飛び出してきて、人々は驚愕しながらも納得する。

　難攻不落の暗黒騎士に守られた、地下七階にまつわる数々の噂は、市中にも広く伝わっていたからだ。

『地下七階に到達すれば、どのような願いも叶うという噂は皆も知っていようが、あれは真実である。何故ならば、偉大なる初代皇帝レオナルド様が地下七階に到達し、千年の繁栄を願ったからこそ、今の帝国があるのだから』

「やっぱりそうだったのか！」

　もちろん出で任まかせである。ただ、絶対に噓とも言い切れず、広く知られている説だけに、人々はつい信じ込んでしまう。

『ともすれば、あと一年で丁度千年目を迎え、レオナルド様の願いが途と切ぎれるからこそ、今回の異変が起きたのやもしれぬ』

「な、なるほど、そうだったのか」

　もっともらしい話だけに、人々はまた疑いもせず信じてしまう。

『故に、勇敢なる冒険者諸君は、次の年を迎えるまでに、何としても地下七階に到達して、帝国の新たなる千年を勝ち取って欲しい！』

　目標自体は本当であるために、皇帝の声にも自然と力が入る。

『ただ、それがいかに困難な事かは、余も重々承知しておる。故に、それを成なし遂とげた冒険者には、最大の栄えい誉よと報ほう酬しゆうを与える事を誓おう』

「栄誉と報酬？」

　具体的には何を貰えるのかという、全ての人々が浮かべた疑問に、皇帝は今日一番の大声で答えた。

『即すなわち、ゴルドー帝国の帝位であるっ！』

「「「な、何だってぇぇぇぇ───っ!?」」」

　帝都二十万人の民が、一斉に驚愕の声を天に響かせる。

「馬鹿な、聞き間違いじゃないのかっ!?」

　そんな慌てふためく人々の声に応えるように、皇帝は繰り返し宣言する。

『深き迷宮の地下七階に到達し、迫せまる災厄を振り払った者に、第四十二代皇帝の座を譲り渡す事を、初代皇帝レオナルド様の名において誓おう』

　帝国を築いた初代皇帝は帝都の住人、特に皇族や貴族にとっては神様のような存在である。

　その名において誓った以上、たとえ皇帝であろうとも前言の撤てつ回かいは許されない。

「ほ、本気なんだ……」

　衝撃に打ち震える人々に向かって、皇帝は静かに言い放つ。

『レオナルド様の願いにより、今の帝国があるのだ。ならば、地下七階に到達して再び帝国の繁栄を願った者に、皇帝の椅い子すが与えられるのは当然である』

「な、なるほど」

　確かに一理あると、人々は納得して頷く。実際、帝国が崩壊するほどの危機を救ったのならば、皇帝の地位くらいは安いものだろう。

『さあ、勇敢なる冒険者達よ、迷宮の最さい奥おうに到達し、この世の栄華を勝ち取るがいい！』

　皇帝はそう高らかに締めくくり、空に投影していた映像を切った。

　次代の皇帝は冒険者から生まれる。頑張れば自分が皇帝になれるかもしれない。

　帝都中の人々がそんな興奮に包まれて、迷宮の異常に感じていた恐怖など、もはや忘れ去ってしまうのだった。







「お疲れ様でした」

　帝城の最上階にある天守から、魔法による緊急放送を終えた皇帝こと父親に、ルーファは白々しい笑顔で拍手を送る。

　そんな娘に対して、皇帝は心の中で溜ため息いきを吐つきつつも、平然とした表情で告げる。

「これで其方そなたの望み通り、数多あまたの冒険者が地下七階を目指すであろう」

　もちろん、蒐しゆう集しゆう会かいの面々などのように、地位や権力に興味がない者もいるが、大多数は金や力を求めて冒険者になったのだ。大陸の支配者である皇帝という、人類の頂点を夢見る者の方が多い。

「地位には相そう応おうの重責が伴ともなうというのに、愚おろかな事だ」

　常々ままならない事ばかりで、密ひそかに溜息を吐いてばかりいる皇帝としては、民の血税で裕福に暮らしてきた、皇族としての責任感さえなければ、こんな地位など投げ捨てて気楽に生きたいと思うのに。

　そんな父親に対して、ルーファは苦笑いを浮かべる。

「皆も心の奥では分かっているのでしょう。それでも目が眩くらんでしまうほどに、皇帝の地位が眩まぶしいのでしょうし、そうでなければ困ります」

　一年後に世界が滅びるかもしれないとまで明かせば、大混乱が起こって逃げ出す冒険者も現れるだろう。

　だから、迫る災厄については臭わす程度に抑えつつ、皇帝の地位という特大のエサを撒いて、冒険者達のやる気を奮い立たせる。それがアルバに敗北した父親に対して、ルーファが望んだ協力であった。

「惜おしむらくは、六階級の大半が帝位に興味が薄い事でしょうね」

　蒐集会は言うに及ばず、チドリ達・白はく翼よく団だんの面々もそこまで欲深くはない。最後の一つである聖乙女騎士団は、狂信的すぎていまいち思考が読めない。

「それでも、白翼団からはチドリ様とオークのウィロウ様は参戦が望めますし、蒐集会の皆様も地下七階の魔物や魔石には興味がありますから、協力を取り付ける事は可能でしょう」

　そして何よりも、今は四階級や五階級に甘んじている者達が、奮ふん起きして六階級に上がってくるのを期待できた。

　強力な冒険者が増えれば、それだけ地下七階に到達できる確率が高まる。

　いざとなれば真相を明かし、帝国の国庫を放出してでも六階級全員の力を結集して、数の暴力で地下六階の暗黒騎士を倒し、地下七階に辿たどり着つけるだろう。

　その前にルーファ達で達成するのが最善だが、もしもの戦力は多いにこした事はない。

「父様の方も、できる限りの準備は怠おこたらないでください」

「分かっておる」

　釘くぎを刺さしてくる娘に、皇帝は深く頷き返す。

　護衛の黒装束を始め、『霊気吸奪エナジー・ドレイン』の件に関わっていた元六階級冒険者、エクレア達が在籍していた迷宮保安部隊など、皇帝は多数の実力者を抱えている。

　彼らを鍛え直し、万が一の際には皇帝が自ら率ひきいて迷宮に挑むという事も、決闘の代価として約束したのだ。

「年が明ける一ヶ月前までに、其方や他の者達が地下七階に到達できなければ、余があらゆる手を使って迷宮を踏とう破はする。それで良いのだな？」

「はい、結構です」

　ルーファは満足気に頷いてから、憂うれい顔で呟く。

「アルバ様が世界を救って、国と城と私を手に入れてくださるのが一番良いのですけど……」

「あの男にそんな野心などないと、其方も分かっておろう」

「う、うるさいですねっ！」

　珍しく呆あきれ顔がおでツッコんできた父親に、ルーファは狼ろう狽ばいしながらも怒鳴り返す。

　もちろん、彼女とてそんな事は重々承知である。アルバは帝国の簒さん奪だつを目もく論ろむ暗黒騎士などではなく、ただの乙女心には鈍感な善人だ。しかし──

「国と城ごと差し上げでもしないと、私みたいなまな板エルフなんて、アルバ様がお嫁に貰もらってくれないではありませんかっ！」

「其方は妙な所で自己評価が低いのであるな」

　類たぐい希まれな美貌も優すぐれた知能も自覚があるくせに、何故そこだけ自信に欠けているのかと、皇帝は怪け訝げんに思う。

「いや、余のせいであるか」

　優れたエルフとして生まれてきたが故に、姉達や人間至上主義の貴族達から嫌がらせを受け続けてきた第七皇女ルーファ。

　皇帝は彼女の境遇を知り心を痛めながらも、同じくらい愛する他の娘や嫁達の手前、強く庇かばってやる事ができなかった。

　それもあって、他人から外見を褒められる事はあっても、身近な人からは愛されないという劣等感が、ルーファの心に根付いてしまったのかもしれない。

「レッドベリルの娘がいなければ、どのような化け物に育っていたのやら恐ろしいな」

「その親友との仲にヒビを入れかけた貴方あなたが、それを言いますか？」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやく皇帝を、ルーファは鋭い目で睨にらみつける。

　演技だったとはいえ、ガーネットとアルバがキスをする切きっ掛かけを作った事を、彼女は決して許してはいないのだ。

「次に同じ真似をしたら、私が父様に乱暴をされかけて、そこをアルバ様に救って頂いたとか、ある事ない事を言いふらしますからね」

　そんな悪評が流れれば、皇帝は国民や家臣の信頼を失って、誰かが地下七階に到達するのを待たずして、支配者の席を明け渡す事になるだろう。

　だがそれ以上に、彼が心から愛し、故に敵かなわない五人の婦人と七人の娘達から、絶縁状を突きつけられるという、最悪の事態が起こるに違いない。

「……気をつけよう」

　皇帝は青ざめた顔を隠すように、ルーファから目を逸そらしながら謝罪すると、溜息と共に呟いた。

「策士策に溺おぼれるとはこの事か」

　娘の愛を勝ち取った男への、ちょっとした嫌がらせのつもりが、これほど痛烈な刃やいばと化すとは、さしもの皇帝すら予想していなかった。

　そういった悪あく辣らつな真似を思いつく事といい、策に走って失敗するところといい──

「七姉妹の中では、其方が余に一番似ておるな」

「やめてください、気持ち悪い！」

　褒め言葉のつもりが、娘に本気で嫌がられてしまい、皇帝は右腕を斬り落とされた時以上の激痛に襲われ、込み上げてくる涙を必死に堪こらえるのだった。

　そんな父親に対して、ルーファは少し言い過ぎたかと反省しつつも、これ以上の長居は無用と思い、天守から去るため階段に向かう。

「では、後の事はお任せ致します」

「待つがよい」

　皇帝は素早く気持ちを切り替えて、背を向けたままの娘に最後の忠告をする。

「余が協力を約束したといっても、反対する者達は大勢現れるであろう」

　実際、先程の放送自体が反対派の妨害を避けるため、皇帝が勝手に強行したものである。

　今頃、何も知らなかった貴族達は大混乱に見舞われ、独断を糾きゆう弾だんするために彼を捜し回っているに違いなかった。

「昨夜も告げたが、次期皇帝の座は其方が最も近いのだ。姉達の妨害は苛か烈れつさを増すと覚悟せよ」

「……分かっています」

　ルーファは僅わずかな沈黙の後に頷うなずき返かえす。姉達は今まで彼女に嫌がらせをしてきたが、暗殺のような本気の憎ぞう悪おを向けられた事はなかった。

　それはルーファがエルフであり、人間至上主義が根深い帝国の皇帝にはなれないと、誰もが確信していたからである。

　だが、今回の宣言によって、ルーファが深き迷宮を攻略し、皇帝やその妃きさきとなる可能性が一気に高まってしまった。

　六人いる姉達の何人かは、嫉しつ妬とを憎悪にまで募つのらせて、本気の殺意を向けてくるだろう。

　姉達の事を嫌っていたとはいえ、殺し合いなど望んでいないルーファにとって、状況は確実に悪化していた。

「だからといって、アルバ様が正体を明かす危険まで犯してくれたのに、今さら逃げる事などできません」

　ルーファは天守の窓から帝都を見下ろし、改めて決意を固める。

　いくら皇帝が身を保証すると約束したとはいえ、妖精フエアリーとの交雑種ハイブリツドだと知れ渡ってしまったアルバの元には、様々な人間がすり寄ってくるだろう。

　ただの野次馬根性で集まる者から、皇帝にすら打ち勝った力の秘密を探ろうとする者、彼の故郷を聞き出して妖精を捕まえようと目論む者と、多大な迷惑を被こうむるに違いない。

　脳天気なアルバが気にしなかったとしても、ルーファはそれを決して許せなかった。

「本来、帝国に縁もゆかりもないアルバ様が、私達のためにここまでして下さったのです。誰がどれだけ立たち塞ふさがろうとも、必ず地下七階に到達して、世界の終しゆう焉えんなど絶対に防いでみせます」

　ルーファはそう言い残すと、階段を下りて姿を消した。

　一人残された皇帝は、逞たくましく成長した娘の姿を見られて、自然と微笑ほほえみを浮かべるのだった。
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　皇帝ジュラーフさんの宣言から既すでに二日が経過していたが、七番地・宿屋街は相変わらずお祭りのような騒ぎに包まれていた。

「俺が皇帝になったら、美人の妻を二十人は囲って暮らすぜ！」

「無理無理、お前なんかが皇帝になれるかよ」

「言ったな？　俺が皇帝になったら、お前は靴くつ磨みがきとしてこき使ってやる」

　血気盛んな冒険者達が冗談半分ながらも夢を見て、朝早くから迷宮に向かっていく姿がいくつも見られる。

　どうせすぐに飽あきるよ──と乙女亭の店長さんは言っていたが、皆のやる気に火がついたのは良い事だと思う。

　僕も負けていられないなと、改めて気合いを入れつつ、ルーファ達を迎えに彼女達のアパートへと向かった。

「アルバ様、おはようございます。足のお加減はいかがですか？」

「大丈夫」

　朝の挨あい拶さつもそこそこに、怪け我がの心配をしてきたルーファに、僕は右足を上げてみせる。

　ジュラーフさんとの決闘で吹き飛んだ右足だが、寺院で『身体再生リジエネレーシヨン』の魔法を受けた事で、無事元通りに回復していた。

　再生した肉や骨を安定させるために、丸二日もベッドで休む事になったが、今は飛び跳ねても問題ない。

　その間に損傷した大剣と漆しつ黒こく鎧よろいの自動修復も終わったので、冒険の準備はバッチリだ。

　ただ、足の治療費に加えて、店長さんに支払った霊薬エリクサー代などで、頑張って貯ため込こんできた貯金が空からっぽになったのが痛い。だから、早く迷宮に潜ってお金を稼かせごう！

　そう急かす僕を見て、ガーネットが呆れ顔で溜息を吐く。

「あれだけの事があったというのに、お主は全く変わらぬのう」

　酷い。僕だってあの一件を経へて成長したというのに。

　そう、ジュラーフさんとの死闘よりも辛つらかった、ルーファとチドリさんからの尋問おしおきを経て、固く心に誓ったのだ。

「演技でも女の子とキスは二度としない、と」

「蒸し返すでないわドアホウッ！」

　口に出して改めて宣言したら、ガーネットが顔を真っ赤にして、僕の左ひだり臑すねを蹴けってきた。再生したばかりの右足でないところに、子供を叱しかる母親のような優しさを感じる。

　これ、まだ三階級だからいいけれど、五階級とかの力が身についたら、跳び上がるほど痛いんだろうな。

「そう思うなら余計な事に限って口走るでないわ」

　いつも通り僕の思考を読んで、ガーネットはオマケとばかりに左足の甲を踏みつけてくる。

　そんな僕達を見て、ルーファは口に手を当てて微笑んだ。

「ふふっ、二人は本当に仲が良くて、まるで姉と弟みたいですね」

　そんな風に言われると、嬉うれしいけど照るな。ただ、チドリさんといい、どうして年上の僕が弟扱いされるのだろうか？

　疑問を抱く僕の横で、ガーネットが渋い表情を浮かべる。

「ルーファよ、そんな遠回しの牽けん制せいなどせずとも、ワシにその気はないと何度も説明したじゃろうが」

「失礼な、惚ほれる価値もない男だと言うのですかっ！」

「どうせいと言うのじゃ！」

　急に怒り出したルーファを見て、ガーネットも疲れた顔で叫び返す。

　これは良くない雰囲気だ。手が出る前に僕が止めよう。

「姉し妹まい喧げん嘩かはよそう」

「「誰のせいだと思っているのですか！（のじゃ！）」」

　肩を叩いて宥なだめたら、二人揃って怒鳴り返されてしまった。姉妹扱いには反論がないんだ。

「まったく、お主の戯ざれ言ごとに付き合っていると日が暮れてしまうわ」

　ガーネットはそうぼやくと、さっさと迷宮に向かって歩き出す。とりあえず喧嘩の回避には成功したようだ。

　僕は胸を撫で下ろしつつ、彼女の後を追いかけようとしたが、ルーファに腕を摑つかまれて立ち止まる。

「どうした？」

「いえ、先程の事ですが、アルバ様の勘違いを正しておこうと思いまして」

「うん？」

　いったい何の事だろうと、首を傾かしげる僕の両肩に、ルーファが手を置いてくる。

　そして、素早く顔を近づけてきたかと思うと、兜かぶとの口部分に唇くちびるを触れさせた。

「演技じゃなければ、キスしてもいいんですよ」

「……えっ？」

　いや、ちょっと待って。今のはどういう事っ!?　勘違いを正すためだからって、わざわざ実際にする必要はないよねっ？　でも、兜越しだからあくまで演技なのっ!?

　混乱のあまり硬直する僕の肩から手を放して、ルーファはガーネットの後を追いかける。

「アルバ様、早く行きましょう」

「何をボーッと突っ立っておるのじゃ」

「あ、あぁ……」

　二人に呼ばれて、僕は操あやつり人形のようにぎこちなくも歩き出す。

　や、やっぱりさっきのって……いやいや、ルーファみたいな都会の美少女が、僕みたいな田舎いなか者ものに……。
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　頭が爆発しそうなほど深く悩み込んで、ぼくはついに一つの結論に辿り着く。

　うん、答えは保留しておこうっ！

　これから深き迷宮に潜り、今日こそ地下三階の守護者と戦うというのに、邪念に囚とらわれている余裕はない。

　そう考えるのを止めて追いついた僕を見て、ガーネットが深々と溜息を吐いた。

「お主のドアホウは死んでも治りそうにないのう」

「でも、それがアルバ様ですから」

　ルーファまで困ったように苦笑を浮かべた。何と言うか、その、ごめんなさい。

　謝るしかない僕の背中を、二人はそっと押してくれる。

「ご安心ください。全てが解決するまでには、アルバ様のそれを治してみせますから」

「いっそ地下七階の『それ』に頼んで、治して貰うのもありじゃな」

　そう言って、ルーファとガーネットは楽しそうに微笑んだ。頼もしいような恐ろしいような……。

「ほら、気にせず参りましょう」

「うむ、全ては地下七階に辿り着いてからじゃ」

「あぁ」

　二人に促うながされて、僕は気持ちを切り替え進んでいく。

　そこに絶望しかなかったとしても、この目で確かめるまでは諦あきらめない。それが冒険者なのだから。

「行こう」

　そう胸を張って、僕達は今日も深き迷宮に潜っていくのだった。






あとがき






　ファミ通文庫読者の皆様こんにちは。プレイする時間は全くないのですが、メガドラミニとＰＣエンジンミニが欲しくて堪たまらない笹ささ木きさくまです。

　物語に対する批判として「リアリィティに欠ける」という言葉をよく聞きますが、それを恐れてリアリティを追求したからといって、必ずしも面白くなるとは限らないのが作劇の難しいところです。

　例えば『絶対に倒せないラスボス』が出てくるＲＰＧがあったとして、はたしてそれは面白いでしょうか？

　何事も暴力で解決するのが一番だとは言いますが、世界の創造神やら外宇宙からの侵略者など、スケールが違い過ぎる相手に、人間ごときの力が通用するなんて現実味の欠けた話です。

　しかし、ＲＰＧの醍だい醐ご味みはキャラクターを鍛きたえ、現実では忌き避ひされる暴力を存分に振るい、敵を蹂じゆう躙りんする爽快感なのに、最後の最後でそれが通用しないなんて、興きようざめもいいところでしょう。

　だからこそ、暴力で全てを解決できるわけではないという、ＲＰＧへのカウンター的な意味合いが込められていたのか、絶対に倒せないラスボスが登場しながらも、ちゃんとハッピーエンドを迎えられるウィ○ードリィの三作目（ＦＣでは二作目）は凄いなと、改めて感心するばかりです。

　つまり何が言いたいのかというと、終焉の魔神はエル' ケ○レスのパク──リスペクトという事で勘かん弁べんしてください。

　さて、皇帝との決着がついて一段落した本作ですが、いくつか謎は残っているものの、続刊は売れ行き次第でして、今のところちょっと厳しそうな感じです。

　ただ、続きが出せなかった場合でも、こんな結末になる予定でしたという構想を、『小説家になろう』様と『カクヨム』様の方で掲載させて頂こうと思っております。

　ですので、残った謎を未解明のまま放置する事はありませんので、そこだけはご安心ください。

　あと近況になりますが、新作の方も色々と進めております。

　担当編集さんにプロットを見て貰いつつ、合間に趣味の小説を書くといった感じで、何時どんな形で皆様にお見せできるかは分かりませんが、これからも物語を作り続けますので、応援して頂けると嬉しいです。




　それでは、恒こう例れいの謝辞に移りたいと思います。

　お忙しい中、素敵なイラストを仕上げてくださった乾いぬい和わ音おん様。

　最後まで本作を支ささえてくれた担当編集の儀ぎ部ぶ季き美み子こ様。

　校正や印刷、宣伝や販売等々、本作に関わってくださった関係者の皆様。

　そして、読者の皆様に何よりのお礼を述べて、締めの言葉に代かえさせて頂きたいと思います。





二○一九年八月某日　笹木さくま
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